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　それは、うららかな昼下がり。

　春休み中の静かな鈴すず音ね高校校舎内で、天文部員たちは部室に集まって天文部の活動──もとい、お茶会を開いていた。

　部室の中央にある応おう接せつセットの上に広がるのは、全員が持もち寄よった甘あまいお菓か子しの山に、温かなミルクティー。午後の柔やわらかい日差しが部屋を静かに舞まうほこりに反はん射しやして、きらきらと輝いていた。

「美お味いしいなあ……」

　淹いれたてのミルクティーを口に含みながら微笑ほほえんだのは、天文部員の中でも特におっとりしている、四月で三年生になる香か代よだった。

「三年になったら受験で忙いそがしくなるだろうし。こんなにゆっくりできるのも、あとちょっとだねー」

「うっ。い、今はそういう話やめようよー」

　のほほんと言った香代の言葉に顔をしかめたのは、ソファの隣となりに並んで座るめぐみだった。めぐみも、香代と同じく四月で三年生となるのだ。

「まだ春休みだし。受験まで一年ぐらいあるんだから、慌あわてなくて平気だって」

　めぐみが唇くちびるを尖とがらせると、向かい側に座っている早さ紀きがしみじみとため息をついた。

「先輩たちもあと半年で引退しちゃうんですねえ……」

　早紀は、二人よりも学年が一つ下で、まだ一年生だった。置いて行かれてしまう寂さびしさに早紀がしょげていると、めぐみと香代は顔を見合わせて安心させるように微笑んだ。

「大丈夫。受験勉強には息抜きが必要だし。これからも、ここにはお茶しにくるって」

「本当ですか!?」

「もちろん。私もめぐみも、そうしないとやってけないよ」

「わーいお待ちしてます！」

　嬉うれしそうに、早紀が声を弾はずませる。そんな早紀につられて微笑んだのも束つかの間ま、めぐみは深々とため息をついた。その顔に、渋しぶい色が浮かぶ。

「でも、もう受験かあ。つい最近高校生になったと思ったのになあ」

「めぐみ、年とし寄よりくさい」

　思わずツッコミを入れた香代に、めぐみは腕うでを組む。

「だって。なんにも特に変わったことも起きないまま三年生になっちゃうんだもん。なんか面白いこと、これから起きないかなあ」

　文句を言いながらクッキーを頰ほお張ばっためぐみに、早紀が目を瞬しばたたかせる。

「面白い、ことですかあ……」

　早紀は神妙な表情をうかべ、香代は小さく笑った。

「確かに、高校最後の一年なんだもん。これからなにか起きるといいね。面白いこと」

　言いながら、香代はそっと窓の外へと視線を向けた。そこにあるのは、静かにたゆたう白い雲くも。

　新しい季節が始まろうとしている、おだやかな空だった。






















「悠はる人と、おにいちゃん……」

　大好きな幼なじみの名前を呼びながら、寺てら島しま早さ紀きは一人寝込んでいた。

　悠人が遠くの高校に進学し、寮りように入るために実家を出ると知り、ショックで熱を出してしまったのだ。おかげで、明日の引っ越しの手伝いをしに行くこともできていない。

（早く追いつきたいって思ってたのに）

　悠人が遠くへ行ってしまっては、追いつくことなどできなくなってしまう。

　早紀はまだ、小学三年生だ。今度の四月で四年生になるとはいえ、悠人が高校生になることを考えると、一学年上がったことなど些さ細さいな成長にしか思えなかった。

（早く、大人になりたいな……）

　ごろりと寝返りを打つと、机の上に置かれた写真立てが目に入った。以前悠人の一家と早紀の一家で一緒に海へ行った時の写真だ。

　母親同士の仲が良いこと、家が隣となり同士ということで、悠人一家とは子供の頃からよくあちこちへ遊びに行ったものだった。けれどその機会もこれからは、減っていくのだろう。

　急にまた悲しくなってきて、早紀は涙を浮かべた。

「悠人おにいちゃん……」

（どうして、遠くへ行っちゃうの？）

　置いて行かれることが悲しくて、恨うらみがましく彼の名前を呟つぶやいた、その時だった。

「ったく。本当に泣き虫だなあ」

　突然聞こえて来た声に、慌あわてて目を開く。

　そこには、引っ越しの準備をしているはずの悠人の姿があった。

「……悠人、おにいちゃん？　どうして……」

　早紀が信じられない気持ちでいると、悠人は照てれくさそうに視線をそらした。

「……寝込んだって聞いたから」

「それで、来てくれたの……？」

　黙だまったまま、悠人が頷うなずく。その横顔に浮かぶ心配そうな表情を見た途と端たん、胸が締め付けられるように痛くなり、早紀はぽろぽろと涙をこぼした。次から次へと頰ほおを滑すべっていく涙に、悠人がぎょっとする。

「な、泣くなよ」

「だって」

　この優しさに触れるのも明日が最後だと思うと、どうしても耐たえ難がたかった。悠人と離れたくないという気持ちが、心を乱していく。しかしそれを言うことははばかられ、早紀は黙ったまま泣き続けた。

「おい、泣くなって。ほら、なんかして欲しいことあるならやってやるから」

　焦あせったような悠人の声に、早紀はおずおずと顔を上げた。

「して欲しいこと？」

「ああ。俺にできることなら、やってやる」

　なら、悠人が遠くへ行ってしまっても、安心できるお願いをしてもいいのだろうか。

　熱でぼんやりする頭でそう考え、早紀は唇くちびるを開いた。

「じゃあ、悠人おにいちゃんのおよめさんに、してくれる……？」

　お嫁さんにしてもらえれば、悠人が遠くへ行ってもきっと安心できる。そう思って言ったことだったが、悠人は大きく目を見開くばかりだった。返答を探すように視線を泳がせる。

「……だめ？」

　返事がすぐ返ってこなかったことに悲しくなっていると、悠人の顔に焦りの表情が浮かんだ。

「いや、そういうわけじゃねえけど、その」

（やっぱり嫌なんだ）

　そう悟った途端、涙が堪こらえ切れなくなった。視界がじんわりとぼやけていく。

「してやるから！　だから泣くな」

　慌てる悠人の声が聞こえたかと思うと、早紀の頰にあたたかいものが触れた。涙をぬぐう、悠人の指だった。

「ほんとうに……？」

「本当だって。だからもう泣くな、早紀」

　優しい、悠人の声が耳奥をくすぐっていく。

　早紀は、涙をぬぐう悠人の手に自身の手を重ねると、微笑ほほえんで頷いたのだった。
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（うーっ、眠い……）

　うららかな四月の陽気が、心地よい眠気を運んでくる。

　体育館で行われている始業式で校長先生の話を聞きながら、早紀はこっそりあくびを嚙かみ殺していた。

　入学式の時は真しん摯しに先生の話を聞いたものだったが、二年ともなると真新しさもなく、ただただ退たい屈くつなばかりだ。

（早く終わらないかなあ）

　ずっと立っているのも、そろそろ疲れてきた。体の重心を変えつつ視線を横へ動かすと、開け放たれた体育館の大扉から、舞い散る花びらが見えた。桜の花びらだ。

（春だなあ……）

　のほほんとした気持ちで外を眺ながめていた時、急にわっと歓かん声せいがあがった。

　なにが起きたかと視線を壇だん上じようへ戻す。そこに見覚えのある顔があることに気がついて、早紀はみんなよりも遅れて驚きの声を漏もらした。

「うそ……」

　柔らかそうな亜あ麻ま色の髪に、下ろしたてであろう白衣。

　そして、ほんの少し退屈そうに歪ゆがめられた口元。

　そこにいたのは、六歳年上の幼なじみである悠人の姿だった。

（なんで悠人お兄ちゃんがあそこに!?）

　信じられない気持ちで壇上を眺めていると、校長先生が口を開いた。

「えー。今年度から新しく養護教諭を務つとめて頂く橘たちばな悠人先生です。橘先生、よろしくお願い致します」

　校長先生の簡単な説明に、悠人がぺこりと頭を下げる。すると、熱のこもった拍手が上がった。

「新しい保健室のせんせーすごい若いよね～」

「あれ、絶対二十代だよね。ていうか髪キレー！　ハーフかなあ？」

　そこここから聞こえてくる興こう奮ふんした女子たちの声に、早紀は驚いた。悠人が、そんなに注目を集めるとは思わなかったのだ。

　確かに、鈴すず音ね高校に若い先生はほとんどいない。若くても三十代後半ぐらいの先生ばかりなのだから、みんなが話題にするのも当然といえば当然かもしれなかった。

（でも、なんか変な感じ）

　周囲の友人たちが悠人の話をしていることに落ち着かなくなりながら、再び視線を壇上へ向ける。

　新任教師の紹介は全すべて終わったらしく、悠人は奥のほうのパイプ椅い子すに座っていた。どことなくだるそうなその眼まな差ざしに、急に懐なつかしさがこみ上げてくる。

（本当に、悠人お兄ちゃんなんだ……）

　悠人を見るのは、七年ぶりだろうか。

　家同士が隣だったために幼い頃からずっと一緒に遊んでいたものだったが、悠人が高校に上がるのを最後に今日までずっと会っていなかった。

（保健の先生を目指してるっていうのは、おばさんから聞いてたけど……）

　まさか、本当に保健医になって、しかも早紀の学校に来るとは思わなかった。ここは、悠人の母校ですらないのだ。悠人が来たのは偶然としか思えなかった。

（すごい……）

　しみじみと感かん慨がいにふけりながら、壇上の悠人を眺める。

（それにしても悠人お兄ちゃん、大人っぽくなったなあ……）

　目元も、口元も、記憶にある悠人の姿よりもぐっと大人びて見えた。遠くてからではよく見えないが、背も少し伸びているような気がする。

（あとで、保健室行ってみようっと）

　会えば悠人もまた、成長した自分に驚いてくれるに違いない。七年ぶりに悠人と話せるのが嬉うれしくて、早紀はひとり微笑んだのだった。




　始業式の後の簡単なホームルームも終わると、早紀は一緒に帰ろうという友人の誘いを断って一番に保健室へと向かった。

　うきうきと湧わき立つ気持ちで、頰を緩ゆるませたまま保健室の戸を引き開ける。

「失礼しまーす！」

「おー。悪い、まだ片付いてねえから、適当に入り口で待っててくれ。怪け我がか？　体調不良か？」

　来たばかりで、書類などの整理があるのだろう。こちらに背を向けたまま机の横のダンボールを漁あさっている悠人の背中に懐かしさを覚えて、早紀はくすりと笑った。

　ずいぶん変わったように見えたけれど、こののんびりとした喋しやべり方も、広い背中も、昔のままだ。

「すみません。怪我でも体調不良でもないんですけど……」

「ん？　じゃー、どうした」

　よっこらしょ、と重たげな動作で立ち上がり、悠人が振り返る。

　そして、そのまま硬こう直ちよくした。

「お前、まさか……早紀か？」

「えへへー、あたり！」

　得意げに胸を反そらすと、驚きよう愕がくが浮かんでいた悠人の顔に、少しずつ戸と惑まどいとも照れともつかない色が広がっていった。大きく見開かれた瞳ひとみが、動揺したように揺れる。

（あれ……？）

　てっきり喜んでもらえると思っていた早紀は、予想外の反応に目を瞬しばたたかせた。七年ぶりに会えたのに、悠人は嬉しくないのだろうか。

「悠人お兄ちゃん？」

　名前を呼ぶと、悠人ははっと我に返った後に、盛大に顔をしかめた。

「バカ。学校でそんな風に呼ぶな」

「え、なんで？」

「バレたら、その……色々まずいだろ！」

「そうなの？　どうして？」

　悠人の言わんとすることがわからず首を傾げると、悠人は手にした書類をもてあそびながら視線を泳がせた。

「そりゃまあー……その、あれだ。色々、保護者とか大人の目とかがだな……？」

「……？」

　顔を見て、早紀がわかっていないことに気がついたのだろう。悠人は面倒くさそうに頭をガシガシと搔かくと、苛いら立だたしげにため息をついた。

「と、とにかく大人の事情ってやつがあんだよ。それに、同級生に俺と幼なじみだってバレるとお前だって困るだろ？」

「んー……」

　言われて想像してみたが、具体的にどう困るのかがわからない。確かに驚くかもしれないが、それで、交友関係に不都合が出るようには思えなかった。

　むしろ、悠人と幼なじみであることを自慢したいぐらいかもしれない。

「別に、私は困らないかなあ。だって、悠人お兄ちゃんだもん」

　早紀がにこっと笑うと、悠人は不自然なほど顔をそむけて書類で口元を隠した。さらりと揺れた髪から覗のぞく耳が、みるみるうちに赤くなっていく。

「……悪わりぃ。俺、これから職員会議だったわ」

「え？　あの……」

「またな！　あと次からは橘先生って呼べよ！」

　怒ったように言いながら、悠人が慌あわただしく保健室を去っていく。

（もしかして、また悠人お兄ちゃんって呼んだから、怒っちゃった？）

　悠人も大人になっているのだ。昔のように呼ばれるのは恥ずかしいのかもしれない。

　開け放たれた保健室の戸を眺めながら、次こそは橘先生と呼ぼうと早紀は密ひそかに心に誓ったのだった。




　しかし、悠人と再会してから二日経たった今も、早紀は橘先生と呼ぶことができないでいた。というのも保健医になったばかりで忙しいのかなかなか捕まらず、ろくに話せていなかったからだ。

　積もる話もたくさんあるというのに、ゆっくり話ができないのはやはり寂しい。

（実家に戻って来てくれれば、色々お話できたのに）

　今日の放課後も懲こりずに保健室へ向かいながら、早紀は悠人の家のことを考えた。

　確か彼は大学時代からずっと一人暮らしをしているはずだ。それは、実家近くの高校勤きん務むとなった今も変わっていないらしい。

（一人暮らし、か……）

　一体、悠人は普段どんな風にして過ごしているのだろう。悠人の日常を想像した早紀は、どうしても不健康そうなイメージしか湧かず苦笑を浮かべた。

（だって、自じ炊すいとかしなさそうなんだもん）

　昔から悠人は、なにかと面倒くさがりだった。自炊するぐらいなら、食べずに済すませてしまいそうなところはあった。

（まあ、大学で自炊に目覚めてる可能性もあるけど）

　それでもどうしても、まめに家事をしている様子は想像できなかった。器用なタイプだから、やらせればできるだろうけれど、それでもしないほうを選ぶのが悠人なのだ。

（ちゃんとご飯食べてるかも聞いてみようっと）

　悠人と話すことを楽しみにしながら階段を下り、保健室のある一階廊下奥へと向かう。

　そして、保健室の戸を引き開けた早紀は、そのまま立ち尽くすこととなった。

　窓辺に佇たたずむ悠人の横顔が、あまりに孤こ独どくに見えたからだ。

　自分に気づいた様子もなくぼんやりしている彼の姿を、ただただ黙って見つめる。その横顔は夕暮れに染そまり、どことなく近寄りがたさをにじませていた。

　いつの間に悠人は、あんなにも大人びた顔をするようになっていたのだろう。

　見知らぬ人の横顔を見ているような気がして、視線をわずかにそらす。そこで早紀は、彼の口元に見慣れないものがあることに気がついて息を吞のんだ。

　悠人が、タバコを咥くわえていたのだ。

「タバコ……？」

　彼がタバコを吸うということに驚いて思わず呟いてしまうと、悠人はぎょっとした面持ちで振り返った。

「お前、ノックぐらいしろよ！」

　あたふたしながら、タバコをゴミ箱へと放ほうり投げる。

「えっ今タバコ……！」

　火のついたタバコをゴミ箱へ入れたら、火事になってしまう。慌てて早紀が駆け寄ると、悠人はなぜか不自然な仕草で壁際の薬品棚のほうへ歩いて行った。

（あれ？）

　まるで早紀を避さけるような動きに違和感を覚える。ゴミ箱を確認するのも忘れて悠人の後ろ姿を眺めていると、悠人は背中を見せたまま呟いた。

「……火、ついてないんだからいーんだよ」

「え？　あっ、そうなの？」

　ゴミ箱を覗き込んでみると、確かに捨てられているタバコは綺麗なままだった。

「ほんとだ。良かった……」

　ほっと胸を撫なで下ろしたのも束つかの間ま、次の疑問が浮かんでくる。

「でもなんで、咥えてたの？」

　タバコのことはよくわからないが、火をつけなければ味がしないのではないだろうか。行動の示す意味がわからず、傍そばに近寄って早紀が聞くと、悠人は早紀を一いち瞥べつして、きまり悪げに咳せき払ばらいした。

「そりゃあ、まあ……。俺だって火つけたいけどよ。校内、喫煙禁止だろ？」

　校内には喫煙所がなく、かといってわざわざタバコを吸うために外に行くわけにもいかない。だから気を紛まぎらわすために咥えていたのだという悠人に、早紀は思わず呆あきれた顔になった。

「もー。タバコは体に悪いんだから、禁きん煙えんしなきゃ駄だ目めだよ」

「わかってんだけどな……」

　やろうと思って簡単にできるものではないとぼやく悠人に、苦笑を浮かべてしまう。早紀の父親もそうだったが、誰でも禁煙は苦労するものらしい。

（でも、タバコはやめて欲しいなあ）

　ひとり悩んでいた早紀は、ふと以前父親が言っていた話を思い出した。飴あめやガムで気を紛らわせて、禁煙に成功したという話だ。

「あっ。じゃあ代わりに飴を舐なめるのはどう？」

「飴ぇ？」

「うん。お父さん、それで禁煙成功したんだよ」

　言いながら早紀は、鞄かばんに忍ばせておいた飴を取り出した。所属する天文部へこの後行って置いてこようと思っていた、袋詰めの棒キャンディだ。

「だから、試してみない？」

　棒キャンディの袋を開けながら、ひょい、と悠人の顔を覗き込むと、悠人は唸うなりながらようやく振り返った。納得していないような顔で早紀のことを見る。

「飴、なあ……」

「いいから試してみてよ。これ、結構美お味いしいんだよ？　ほら」

　早紀の勢いに圧おされて、悠人がしぶしぶ受け取る。それからぱくりと飴を口にした悠人は、驚いたように目を瞬かせた。

「ん。けっこーうまいな！」

「でしょー。だから、これで禁煙しよ？　あげるから」

「へいへい」

　悠人に飴の袋を押し付けると、悠人は面倒くさそうにしながらも結局受け取った。今も舐めているところを見る限り、それなりに気に入ったらしい。

（これで禁煙成功するといいんだけど）
















　心の中で呟きながら、早紀は内心胸を撫で下ろしていた。

　タバコを吸うようになっていたと知って、悠人がずいぶん変わってしまったと思ったが、こうして向き合って話すと昔のままだと思えたからだ。

　さっきまでやたらと視線をそらされているように感じたが、きっとそれは気のせいだろう。そう考えると、早紀も飴を頰ほお張ばった。

「……でも、いつからタバコ吸うようになったの？」

　ふと気になって聞いてみると、悠人はきちんと思い出せないのか眉み間けんに皺しわを寄せながら、首をひねった。

「んー。確か……大学三年の頃とかだったかなー」

「そっか……」

　頷きながら、早紀は静かに鼓こ動どうが速くなっていくのを感じた。大学時代の悠人というのがどんなだったかを、まるで知らなかったからだ。

　大学でどんな格好をしていたのか、どんな友達がいたのか、どんなものを食べていたのか、なに一つわからない。

　昔は、悠人のことならなんでも知っていた。けれど、今では知らないことのほうがずっと多いのだ。その事実に、ずきりと胸が痛くなる。

（カノジョとかも……いたのかな？）

「……言っとくけど、吸おうとか考えるんじゃねえぞ」

　唐突な悠人の言葉に驚いて顔を上げると、そこには少し不安げに眉まゆをひそめた悠人の顔があった。

「え？　吸うって？」

「タバコ。……お前は吸ったら駄目だからな」

「ええっ？　吸わないよ！」

　慌てて否定すると、悠人は疑うたがわしげに早紀のことを見た。

「ほんとか？」

「本当だよ！　むしろどうしてそう思ったの？」

　吸うかもと思われていたことが心外で聞くと、悠人は言いづらそうに呟いた。

「……昔はお前、俺の真ま似ねばっかしてただろ？」

（えっ、そうだっけ……？）

　確かに昔は、そうだった気がする。けれど早紀はもう、小学生ではなく高校生なのだ。やってはいけないこと、やらないほうがいいことぐらいはわかっている。

「もう。私だって子供じゃないんだから、なんでもかんでも真似したりしないよ。というか、そう思うなら悠人お兄ちゃんも吸わなきゃいいんだよ」

　腰に手を当てながらむっと唇を尖とがらせると、ようやく悠人は納得したらしかった。

「まあそういうことならいいんだが……」

　頷きかけた悠人は、不意になにかに気がついたように顔をしかめた。わざとらしく、ごほんと咳払いする。

「つうか、橘先生って呼べって言っただろ」

「あっ」

　悠人の指摘に、早紀は慌てて口を手で覆った。

　わざとではなかった。無意識のうちに出てしまったのだ。

「ご、ごめんなさい。……つい」

　しょんぼりとしながら見上げると、悠人は呆れたようにため息をついた。

「つーかこの歳としになってまでお兄ちゃんってどうなんだよ」

「えっ？」

　不ふ機き嫌げんそうに言われ、早紀は顔色を失った。

　確かに悠人と早紀は教師と生徒の関係だが、それ以上に幼なじみだ。

　学校での立場上、先生と呼ばなければまずいということはわかるが、それでも早紀にとって悠人は「悠人お兄ちゃん」以外の何者でもない。それだというのに、「お兄ちゃん」と呼ぶのもいけないのだろうか。

　改めて、彼と離れていた時間……そして、その間の変化を痛感した早紀は、無意識に瞳に涙をためていた。

「──ごめんなさい。たちばな……先生？」

　早紀が彼の瞳をじっと見つめながらそう口にすると、悠人はぎくりと目を見張り、それから慌てて手を振った。

「あ──いや、その、そこまでかしこまんなくていい。その、なんつーか……」

　もごもごと口の中で言いながら、悠人がそのまま片手で目元を覆ってしまう。その手で隠しきれていないあたりが、心なしか赤くなっているような気がした。

「えっと、あの……？」

「……あー悪い。そういや俺、田た中なか先生に頼まれてた仕事あったんだった」

「えっ。田中先生ってうちのクラスの？」

　話について行けないままきょとんとしていると、悠人は慌てた様子で早紀に背を向けた。

「つうわけだから、悪い。ちょっと行ってくるわ」

「えっ？　手伝おうか？」

「いや、いい。つうかもう遅いし、帰れ」

「でも……」

　早紀が名残なごり惜おしそうにしていると、悠人が早紀のおでこに軽くデコピンした。

「いーから。ほら、さっさと帰った帰った」

　そのまま、背中を押され、反論できないうちに保健室から追い出されてしまう。

「じゃーな。気をつけて帰れよ」

　ひらひらと手を振ると、悠人は保健室の戸を閉めてしまった。

（……また追い出されちゃった）

　急なことに不満が募ったものの、これ以上居座ったら悠人の仕事を邪じや魔ましてしまうだろう。

　結局、保健室の戸を再び開けることもできずに、早紀は諦あきらめて帰ることにしたのだった。




（ご飯のこととか聞きそびれちゃったな……）

　ぼんやりと悠人とのやりとりを思い返しながら、早紀は一人帰り道を歩いていた。こうして別れた後になって、色々と言いそびれたことばかりが浮かんでくる。

（だっていっつも保健室から追い出されちゃうんだもん）

　さっきのように一方的に会話を打ち切られてしまっては、どうしても伝えそびれることばかりになってしまう。

（……でも、ちょっと私も勝手すぎたかな）

　学生である早紀と違って、社会人の悠人はそうそうのんびりもしていられないはずだ。

　忙しい悠人につきまといすぎたかもしれないと密かに反省しながら、家の門を開ける。

　と、ちょうどその時隣の家の扉が開き、悠人の母であるサラが姿を現した。

「あら、早紀ちゃん。今帰りなの？」

「あっ、おばさん。こんばんは」

　早紀が頭を下げると、サラは嬉しそうに目を細めた。その顔が思いがけず悠人に似て見えて、改めて親子なのだという実感が強くなる。

　サラは、小柄だがはきはきとした印象の強い女性だった。ハーフであることを示すその髪色は悠人と同じ亜麻色で、彼らが親子なのだということを思い出させる。

「あ、そうそう。早紀ちゃんに聞きたいことがあったんだった。悠人、早紀ちゃんの学校で保健医やってるんでしょう。ちゃんと毎日学校に来てるかしら？」

「も、もちろん来てますけど……」

　サラから悠人はどういう風に見えているのだろうと思っていると、サラは肩をすくめて苦笑を浮かべた。

「あの子ったら面倒くさがりでしょう？　だから適当にサボってるんじゃないかしらと思ったのよ。ちゃんと行ってるみたいで良かったわ」

　でも、とサラがすぐにまた表情を曇くもらせる。

「あの子、全然帰ってこないのよね。就職決まった時ぐらい帰ってきなさいって言ったのに、卒論がーとか、準備がーとか言って全然帰ってこなくって」

「ええっ、そうなんですか？」

「そうなのよ！　もう、薄はく情じような息子だと思わない？　だから、一回ぐらいは顔見せに来るように早紀ちゃんからも言ってもらえないかしら？」

「わかりました……」

　頷きながら、早紀は内心驚いていた。まさか、全く帰省していないとは思わなかったのだ。どうりで七年間姿を見なかったはずだ。

（でもまあ、そういうのも悠人お兄ちゃんらしいかも）

　きっと、悠人のことだから勉強やら何やらに没頭していたに違いない。

　しかし、そんな悠人に言葉で促したところで、はたしておとなしくサラの望むように実家に来るだろうか。なんのかんのと理由をつけて、結局うやむやにしてしまうのではという気がしてくる。

（家に帰ってって言うんじゃなくて、一緒に遊びに行こうって言ってみようかな）

　一緒に行こうと言って約束を取り付けてしまえば、さすがに悠人もそれを無視することはないだろう。悠人は、約束だけは必ず守るのだ。

　それに学校でゆっくり話すことができなくても、実家へ戻ればまた以前のように悠人とも話せるかもしれない。

　考えれば考えるほど、良い思いつきであるような気がした。

（よし、誘ってみようっと）

　悠人と話すきっかけを得ることが嬉しくて、早紀は一人密かに微笑んだのだった。




　けれど翌日の放課後、保健室にやって来た早紀は、うまくそのことを切り出せないでいた。悠人が、あまりにも忙しそうに仕事をこなしていたからだ。

（……うう。話しかけづらい……）

　部屋の一番奥にある机で、いくつもの書類の束たばと向き合いながら、黙々と悠人がペンを動かしていく。そんな悠人の邪魔をしないようにおそるおそる近くの椅子へと移動すると、真剣な悠人の横顔が見えた。その口元から、細い棒が姿を見せている。

（あ、飴舐めてるんだ）

　どうやら悠人は、きちんと早紀との約束を守っているらしい。そのことに嬉しくなって、早紀は思わず机の横まで椅子を滑らすと、悠人の顔を覗き込んだ。

「飴、美味しい？」

「……ん。まーな」

（あれ？）

　目を合わせようと思ったのに、視線をそらされてしまった。妙にわざとらしい仕草に、早紀はむっとして悠人を睨にらみつけた。

（ちょっとぐらい、こっち見てくれてもいいのに）

　不満は募ったが、それでも仕事をしている悠人の邪魔はしたくなかった。文句をぐっと吞み込んで、至近距離から悠人を眺めるだけにしておく。

　こうして近くで悠人を見られるのも、七年ぶりだ。昔から悠人は大人だと思っていたが、改めて見ると、以前よりもぐっと大人っぽくなっていることがわかった。真っ直ぐに仕事に向き合う瞳も、難しげに寄せられた眉も、中学生の頃の悠人にはなかったものだ。

（……まつげ、長いなあ）

　他に誰もいないのをいいことに、しげしげと悠人の顔を見つめる。

（あれ？）

　その時、頰が赤く染まっているように見えて、早紀は目を瞬いた。どうしたのだろうと思って聞こうとするが、それより先に悠人が口を開く。

「早紀」

「ん？　なに？」

　ようやく名前を呼んでもらえたことに喜んだのも束の間、続いて聞こえてきたのはわずかに掠かすれた不機嫌そうな声だった。

「……近い」

「え？」

「近すぎるだろ。もうちょい、離れろ」

　どうやら、早紀があまりにも近くから覗き込んでいたせいで、仕事の邪魔になっていたらしい。

「あっ、ごめんね」

　慌てて体を引くと、悠人はほっとしたようにため息をついた。それから熱を冷ますように、手の甲こうで自身の頰に触れる。

「もしかして、暑い？」

「んー」

「窓、開ける？」

「いや、いい」

　素そっ気けなく返事をして、再び悠人が仕事に戻ってしまう。

（あっ。言いそびれた）

　実家に一いつ旦たん帰省しないかと提案しようと思っていたのに、そのタイミングを失ってしまった。こんなに集中されてしまっては切り出しにくくなる。

（もう、おばさんにもお願いされたのに）

　そろそろ帰らなければならない時間だ。いい加減、遠えん慮りよするのもやめてきちんと話したほうがいいかもしれない。意を決すると、早紀は重たい口をようやく開いた。

「ねえ、悠人お兄ちゃん。おばさんが昨日きのう言ってたんだけど……」

　けれども本題に辿たどり着くよりも先に、保健室の戸が開いたのだった。

「すみません……失礼します……」

　慌てて悠人から距離をとり、振り返る。入ってきたのは、ふらつきながら歩く女子生徒だった。

「お、どーした。具合悪そーだな」

「なんか、さっきからずっとふらふらして……」

　言いながら、女子生徒がすぐ傍のベッドに座り込んでしまう。どうやら、部屋の奥まで歩く元気すらないらしい。

「大丈夫か」

　慌てて椅子から立ち上がり、悠人が女子生徒の傍へと駆け寄る。

「すみません。めまいがして……」

「とりあえずそこのベッドで横になってな。今、体温計持ってくるから」

　柔らかく言うと、彼は備品のある棚のほうへと歩いて行った。

　その背中を、追いかける。

「あの、なにか手伝おうか……？」

　忙しい悠人の助けになりたい一心だった。しかし、その思いもあっさりと拒こばまれる。

「いや、いい」

「でも……」

「これは、俺の仕事だ。いいから早く帰れ」

　初めて聞く断固とした厳しい口調に、思わずたじろいでしまう。

（そんなに、強く言わなくても……）

　しかしそれだけ、手伝いは必要ないということなのだろう。むしろ、邪魔なのかもしれない。これ以上言っても無駄だと悟った早紀は、素直に頷いた。

「わかった……」

　鞄を摑つかみ、保健室の戸を引き開ける。

「じゃあ、えっと……。失礼、しました」

　小声で退室を告げた早紀に、悠人は返事をしないままひらひらと手を振ったのだった。




（うーん……）

　家に帰ってきた早紀は、ベッドに寝転がりながら先ほどのやりとりを思い返していた。

（なかなか、うまく話せないなあ）

　今日は徹底的に話を聞いてもらえなかったせいで、全くサラの言葉を伝えることができなかった。しばらくあの調子で仕事があるとしたら、明日も話は聞いてもらえないだろう。

　こうなったらメッセージで聞くしかないだろうかと考えた早紀は、ようやくここで連絡先すら聞けていないことに気がついた。

　毎日、顔を突き合わせているというのに、どうやら一回も連絡先を交換しようと提案しなかったらしい。

（なんか……全然駄目だ）

　ごろりと寝返りを打ちながら、早紀はため息をついた。前のように楽しく話せると思っていたのに、実際はなかなか思うようにいかない。

　どうやってサラからの伝言とともに自分の思いつきを伝えようかと悩んだ早紀は、ふと嫌な想像をしてしまいさっと背筋が冷えるのを感じた。

（もしかして、……私のこと、鬱うつ陶とうしいって思ってたり……する？）

　悠人の態度が素っ気なく見えるのは、この歳になってまで以前のように早紀のお守もりをしたくはないからなのではないだろうか。だから、始業式の日に再会して以来、悠人は早紀のことをまともに見ようとしないのではないだろうか。水面みなもに浮かぶ泡あわのように次から次へと浮かんでくる不安を、しかし早紀はすぐに追い払った。

　幼い頃から、どんな時も悠人は、早紀に優しかった。早紀が理り不ふ尽じんな怒りをぶつけた時も、早紀が理由もわからず泣き続けた時も、いつだって悠人は早紀の傍にいて根気よく相手をしてくれていた。

　もしかして今日素っ気なかったのは、仕事で慌ただしかったからかもしれない。そう考えようとした早紀だったが、それでも奇き妙みような落ち着かなさは、心の奥に留とどまることとなった。やはり、悠人が以前とはどこか違うと思ったからだ。

（早く……大人に、なりたいな）

　大人になり、仕事をするようになれば、悠人の考えていることも今よりは理解できるようになるかもしれない。

　急に、悠人は社会人で早紀はまだ高校生だという事実がずっしりと重くのしかかってきた。いくら早紀が悠人を理解しようとしても、経験していないことはどれだけ考えてもわからない。

（せめて、もう少し落ち着いて話せれば、いいんだけど）

　腰を据えて向き合い、しっかりとお互いの今までを報告し合えば、また昔のように屈託なく話せるかもしれない。

　そのためにはやはり、悠人の実家に一緒に行く必要があるのだった。




　しかし、翌朝意気揚よう々ようと保健室へ向かった早紀は、出で鼻ばなをくじかれることとなった。

　風か邪ぜで学校を休んだらしく、保健室には悠人がいなかったからだ。

（医者の不ふ養よう生じようって言うんだよねこういうの……）

　一時間目の授業を受けながら、早紀はひっそりとため息をついた。

　代理で保健室に入っていた先生から聞いたところによると、どうやら見事に昨日の女子生徒に風邪をうつされたらしい。

（あれだけでうつされちゃうなんて。疲れ、たまってたのかな）

　やはり就職したばかりで気苦労も多かったのだろう。

　今頃一人で寝込んでいるのだろうかと考えた早紀は、不意に物悲しさを覚えてそっと胸に手を当てた。不安と心配で胸の奥が、チリチリと痛くなる。

（帰りにお見み舞まい、行こうかな……）

　悠人のことだ。実家が近いのに母親に風邪を引いたことすら伝えてはいないだろう。ならば、看かん病びようが必要だと思った。

（おばさんならきっと、住所も知ってるだろうし）

　今のうちにメールで聞いておけば、帰りに学校から直接悠人の家へ行くことができる。素晴らしい思いつきだと思えた。

（そうしよう）

　早紀は、授業そっちのけで密かに決意すると、先生の目を盗ぬすみながらサラにメールを打ち始めたのだった。




（ここが、悠人お兄ちゃんの、家……）

　そこは、四階建てのこぢんまりとしたマンションだった。

　幸いエントランスにオートロックはなかったため、スムーズに悠人の部屋の前まで来られたものの、そこで早紀はしばらくインターフォンを押すべきか否いなか悩んでいた。悠人が寝ていたら、起こすのも忍びないと思ったのだ。

（それに……）

　最近素っ気ない態度を見せていた悠人のことだ。早紀が来るのに、良い顔をしない可能性もある。それだけでなく、先客がいる可能性だってあった。もし早紀の見知らぬ人が──女性が出て来たりでもしたらと不安になる。勢い込んで来てしまったものの、取り留めもない想像ばかりして、早紀はあと一歩を踏み出せないでいた。

（おばさんに電話番号を聞いてくればよかった……）

　しかしあれこれ悩んでも、状況が良くなるわけではない。

　結局早紀は、腹をくくって、深く深呼吸をした。

　──と、見つめ続けていたそのドアがガチャリと開く。

「……人の家の前でいつまで、うろうろしてるつもりだ？」

「は、悠人お兄ちゃん!?」

　そこには、首元のよれた白い長なが袖そでのＴシャツに、部屋着であろうダボついたスウェットを着た悠人が、立っていた。寝起きなのか、髪もボサボサなままだ。

「マンションの壁、薄いんだよ。さっきから玄関前でうろうろしてる足音がずっと響いてれば、いくらなんでも気がつくっての。つーか、なんでここにいるんだよ」

「その……実は看病に来ちゃったんだ」
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　買ってきた食材の山を遠慮がちに見せる。悠人はしばらく呆あつ気けにとられた後に、かろうじてといった様子で頷いて、早紀が部屋に入ってこられるように体を引いたのだった。







[image: ]




　足を踏み入れた悠人の部屋は、ワンルームだというのに思いの外ほか広く見えた。

　興きよう味み津しん々しんで部屋を見回した早紀は、広く見える要因はろくに家具がないからだということに気がついた。目につくのはベッドと冷蔵庫程度で、部屋の隅すみのキッチンも一人用のせいかかなりこぢんまりとして見える。人が住んでいると感じさせるものは、床に無造作に積まれた映画のブルーレイディスクぐらいだ。

　寒々とした印象の部屋に早紀が驚おどろいていると、後から入ってきた悠人がよろよろとベッドに腰を下ろした。ふう、と疲れたようにため息をつく。

「ったく。どうして俺の家知ってんだよ。びびったじゃねえか……」

「おばさんに、聞いたから……」

「全部筒つつ抜ぬけかよ……」

　ため息混じりに呟かれた声は、熱のせいか掠れていた。それだけで、悠人の体調がまだ思わしくないことがわかる。

「つうか……来るなら連絡しろよ……」

　悠人は、首の後ろに手を当てながら、ぶつぶつと呟いた。耳が赤くなっているのを見ると、もしかしたら熱が高いのかもしれない。

「ごめん。って、違うよ。連絡先わからなかったから直接来るしかなかったの」

「あれ、そうだったか……？」

「そうだよ」

　拗すねたように言いながら、早紀は恐おそる恐る口を開いた。

「だから、連絡先……聞いてもいい？」

　悠人に次会ったら聞こうと思っていたことだった。

　断られないだろうかと不安に思いながら聞くと、悠人はベッドに座ったまま頷いて早紀に手を差し伸べた。

「ならスマホ貸せ」

「……うん」

　早紀が自分のスマホを渡すと、悠人は手早く自分の情報を入れていった。

「ほら」

「ありがと……」

　液えき晶しように浮かぶ悠人の名前に、早紀は嬉しくなりながらスマホを受け取った。

「私からも送っておくね」

「ん」

　念のためにその場で悠人にメッセージを送ってみると、悠人の手にしているスマホが光るのが見えた。

「届いたな」

　無事届いたことを確認した早紀は、ほっと胸を撫で下ろした。これで、連絡先がわからず困ることがなくなった。悠人が学校で捕まらなくても、聞きたいことを聞けるはずだ。

　当初の目的のひとつが果たせたことに喜びながら、早紀は買い物袋のひとつからペットボトルを取り出した。

「それよりほら、スポーツドリンク買ってきたよ。熱がある時は水分補給しなきゃ」

「あー。……わりーな」

　早紀の差し出したペットボトルを、悠人が受け取る。そしてキャップをひねると、そのまま一気に飲み干した。気持ちよさそうに動く喉のどに、ペットボトルについた水すい滴てきが滑り落ちる。

「ああ、うまい……」

　口元を手の甲でぬぐって、ぱたりとベッドに倒れ込む。

　寝転んだ拍子にＴシャツの胸元がはだけ、大きく上下する胸がちらりと見えた。じっとりと汗が浮かんだ鎖さ骨こつに、急に恥ずかしさがこみ上げてくる。

　おそらく、悠人が普段あまり肌を晒さらさないせいだろう。白い胸板が妙に意識され、早紀はどぎまぎしながら慌てて目をそらした。

「ほ、ほら。ちゃんと布ふ団とんかけないと悪化しちゃうよ！」

　床に落ちていた布団をかけ、キッチンへと向かう。

　それから買ってきた食材を収めようと冷蔵庫を開けた早紀は、庫内を見て呆気にとられた。ミネラルウォーターやゼリー飲料ばかりが並んでいて、ろくな食材がなかったからだ。

「えっと。ご飯、食べた？」

　おそるおそる振り返って聞くと、悠人は首を横に振った。

「一応、そこらへんにあった菓か子しは適当に食ったんだけどな」

　どうやら、看病に来たのは正解だったらしい。買ってきた食材の数々が無む駄だにならなかったことに安あん堵どしながら、早紀は言った。

「もー。ちゃんと食べないと元気出ないよー？」

「わかってるよ……」

　抑よく揚ようのない弱々しい声で返事をしながら、悠人がぐったりと目をつむる。

（辛つらいんだ……）

　きっと、目を開けている気力もないのだろう。

　早紀は、急いで鍋なべに水を張って火にかけると、自分のハンドタオルを水で冷やしてベッドへと向かった。そして、熱を確認するために悠人の額ひたいにそっと手を当てる。

（熱い……）

　ぼうっとしているだけあって、やはり熱も高いようだ。

「ん。気持ちい……」

　洗ったばかりの早紀の手が冷たくて心地よかったのか、目をつむったまま悠人が安堵したように微笑む。あまりに無む防ぼう備びなその仕草に、まるで手の先から熱が移ってきたかのように頰が熱くなり、再び心臓が落ち着かなくなった。

　慌てて頭を振ってその動どう揺ようを追いやり、タオルを額に乗せてキッチンへと戻る。今日は、看病しにきたのだ。集中すべきは、悠人のご飯を作ることだった。

「風邪の時は……やっぱ雑ぞう炊すいだよね」

　どんな味付けにしようかと考えながら、といだお米を鍋に入れる。

　それから、調味料などを袋から取りだしていると、背後から声がかかった。

「別に、そんな大たい層そうなもん、作んなくていーぞ。……つうか、お前危あぶなっかしいし……別にゼリー飲料さえ食ってりゃへーきだから……」

「だーめ！」

　保健医らしからぬ不ふ摂せつ生せいな発言に呆れながら、早紀は狭せまいキッチンの上に調味料や食材を並べていった。

「ちゃんと栄養のあるもの食べないと、治るものも治らないんだから」

「……栄養剤飲んでるし」

「それじゃだめなの！　とにかく黙って見ててよ。私、これでも家庭科の成績、いつも５なんだから」

　珍しく強く言うと、早紀が本気なのがわかったのか悠人はそれ以上反論しなかった。

「……怪我、すんじゃねーぞ」

「はーい」

　布団の中からぼそぼそと聞こえてくる声に、小さく笑いながら答える。

（もう、本当に心配性だなあ）

　だが、それもまた悠人の良いところなのだ。

　昔と変わらない一面が見られたような気がして嬉しくなりながら、手早く食材を刻んでいく。そして、それなりに四し苦く八はつ苦くした後になんとか雑炊はできたのだった。

（味は……。うん、よし！）

　味見をした早紀は、満足気に微笑んだ。これなら悠人にも美味しいと言ってもらえる出来栄えだろう。早速茶ちや碗わんによそってベッドへ向かうと、悠人は眉間に皺を寄せながらうとうととまどろんでいた。薄く開いた唇からは、せわしない息が聞こえてくる。

「悠人お兄ちゃん、雑炊できたよ。……食べられる？」

「んー……」

　小声で聞いてみると、すぐに返事が聞こえてきた。顔をしかめながら、ゆっくりとまぶたが開かれる。

「……ぞうすい……？」

「うん。シンプルだけど、鶏とり肉にくと卵の雑炊作ってみたよ」

　顔の前に茶碗を差し出してみると、悠人の顔から寝ぼけた色が消えた。ぱちぱちと瞬まばたきをした後に、目を輝かせる。

「食う」

　それでも起きる時は、勢いよくとはいかなかった。熱で節ふし々ぶしが痛いのか、いたた、と言いながらよろよろと起き上がり、ベッドの縁ふちに腰こし掛かける。

　悠人が無事に体を起こしたのを確認すると、早紀は茶碗を渡そうとして、それを途中でやめた。いいことを思いついたからだ。

「えへへ」

　にこにこと笑いながらベッドに腰を下ろして悠人の隣に座る。そしてスプーンで雑炊をすくって、息を吹きかけて冷ますと、それを悠人の目の前に差し出した。

「はい。あーん」

　得意げに出した早紀だったがしかし、悠人は呆れたように目を細めるばかりだった。深くため息をついて、額に手を当てる。

「……お前なあ……そりゃないだろ」

（あれ？）

　幼い頃はよくお医者さんごっこでやったものだった。あの頃を懐かしむつもりでやったのだが、どうやらお気に召めさなかったらしい。

「だめだった？」

「……悪かないけど、時と場合を選べっつうか……弱ってる時にやられると、まじヤバイ」

「ヤバイって、なにが？」

「……抑おさえらんなくなる、っていうか……」

（抑えられなくなる？）

　なんのことかと疑問に思っていると、悠人は熱っぽく息を吐はいてぱたぱたと顔の前で手を振った。

「あーやっぱなんでもない。悪い、寝ぼけてたわ……」

「？　そう？　じゃあ……」

　改めて雑炊の乗ったスプーンを悠人に渡そうとしたが、あっさりと奪うばわれてしまった。そのままもう片方の手でもっていた茶碗も奪われる。

「あっ。食べさせてあげようと思ってたのに」

「逆に食いづらいだろ。このぐらいの熱なら自分で食えるっての」

　文句を言いながら悠人がぱくりとスプーンを口に入れる。そして、表情を明るくした。

「ん。これうまいな」

「えっ、そう？」

「うまいうまい。すげー好みの味だわ」

　嬉しそうに声を弾ませながら、二口三口と雑炊を食べていく。あまりの喜びぶりに驚けばいいのか照れればいいのかと早紀が悩んでいるうちに、悠人はすっかり平らげてしまった。気持ちのよい食べっぷりに、嬉しくなる。

「おかわりあるけど、する？」

「頼む」

　どうやら熱は下がりきらないものの、食欲は出てきたらしい。ほっとしながら二杯目の雑炊をよそうと、それもまたあっという間になくなった。

「……ふう。ごちそーさん」

　食後に薬を飲んで、ようやく悠人が一息つく。その顔色は心なしか先ほどまでよりも良くなったように見え、早紀はほっと胸を撫で下ろした。この調子なら、一眠りすれば大分具合も良くなるだろう。

「口にあって良かった」

「いや、まじでうまかった。……ったく。いつの間にこんなに、料理うまくなってたんだか……」

　眩まぶしいものを見るような眼差しで見つめられ、早紀は急に居心地の悪さを覚えた。スカートの裾すそをぎゅっと握りながら、不自然に見えないようににじり動いて、悠人から距離をとる。

「んー。やっぱ部活とかにしょっちゅうお菓子作って持って行ったりしてるから、かな」

「部活？　何部入ってんだ？」

「天文部だよ。……っていっても、いつも部室でお菓子ばっか食べてるんだけど」

　だからお菓子作りの腕ばかりが磨みがかれているのだと言うと、悠人はおかしそうに笑った。

「ったく、食いしん坊なのは変わんねえなあ」

「ええー？　私食いしん坊なんかじゃないよ！　それにお菓子作ってっても一番食べるのは、めぐみ先輩だもん」

「どうだか」

　くつくつと笑う悠人を軽く睨みながら、早紀はじわじわと喜びが心の中に広がっていくのを感じた。

（私、悠人お兄ちゃんと自然に話せてる……）

　悠人の家に来るまで、また素っ気ない態度をとられたらどうしようかと悩んでいたのだ。しかし、どうやら杞き憂ゆうに終わったらしい。

　完全に幼い頃と同じようにとはいわないが、それなりに自然に話せているのは、やはりここが学校ではないからだろう。

（お見舞いに来て良かった）

　具合の悪い悠人には悪いけれど、家へ来ればゆっくり話せるのではという期待があっただけに、会話できているのが嬉しかった。

「あっ、そうだ。おばさんが家に帰って来て欲しいって言ってたんだけど……今度私と一緒に行かない？」

　その時、家がらみでサラからの伝言を思い出した早紀がそう提案すると、悠人は一瞬呆気にとられた後にまじまじと早紀のことを見た。

「一緒にって、どういう意味で？」

「どういう意味でって……どういうこと？」

　言わんとすることがわからず聞き返すと、悠人は何な故ぜか顔を赤くした。

「ったく……あんな約束しといて……。まだ無自覚かよ」

「え？」

「あー。いや、なんでもない」

　ぱたぱたと手を振る悠人を見ていると、胸の中に刺ささるものがあった。

　こうして、悠人が誤ご魔ま化かすのは何度目だろう。まるで、子供である自分にはわからない話だと言われたような気がして、早紀はふくれた。

「それで、行くの？　行かないの？」

「あー、そうだなー。まあ、考えとくよ」

　明らかに行く気のない返事だった。

（もう、いい加減だなあ）

　こうなったら日にちを勝手に指定すべきかもしれないと早紀が思ったその時、悠人が大きく咳せき込んだ。

　苦しそうな咳せきに、改めて悠人は具合が悪かったのだということが思い出される。冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出してコップに注そそぐと、早紀はそれを悠人に差し出した。

「……大丈夫？　はい、お水」

「ああ。悪い」

　薬が効いてきて眠いのか悠人は目をとろんとさせてコップを受け取った。ごくごくと喉を鳴らしながら飲み干し、深く息を吐く。それから視線を動かして時計を見た悠人は、あっと声をあげた。

「やべ。もう、七時じゃねえか」

「そうだけど、どうしたの？」

　なにか見たい番組でもあったのだろうかと思っていると、悠人は呆れたように言った。

「馬ば鹿か。あんま遅くなったらお前が帰るのに危ないだろ。女の子なんだから」

「大丈夫だよ。そこまで遠くないもん」

　悠人の家は駅から近く、その最寄り駅も早紀の家まで電車でひと駅という距離だ。駅から早紀の家までが少しあるとはいえ、危険な道のりだとは思えなかった。

「でもな、最近は物ぶつ騒そうだし……」

　喋っている途中で顔をしかめ、悠人は再び咳き込んだ。

「悪い」

　咳の合間に謝りながら、早紀に背を向けて悠人が咳き込み続ける。その揺れる背中に、早紀は不安と恐怖を覚えた。悠人を一人にして、万が一のことがあったらと考えた途端、背筋が寒くなる。

「……今日は、泊まって行こうかな」

　ぽつりと呟くと、ようやく咳の止まった悠人が勢い良く振り返った。

「はあ？　なに馬鹿なこと言ってるんだよ」

「だって。咳してるし熱も高いし。……心配だよ」

「大丈夫だ。これぐらい、明日には治ってる」

「でも、もしなにかあったら……」

　不安で、声が震ふるえてしまった。スカートの裾をぎゅっと握りしめながら俯うつむいていると、早紀の頭の上にあたたかい手が乗った。悠人の、手だった。

「大丈夫だって。俺を誰だと思ってんだよ。保健室の先生、だろ？　自分の体調ぐらい、よくわかってる」

「悠人お兄ちゃん……」

　うっすらと涙を浮かべながら顔を上げると、悠人は一瞬目を見張った後に、ぎこちなく顔をそらして立ち上がった。頰の赤みが、じわじわと増していく。

「とにかく、なにかあったらすぐ連絡するからお前は帰れ。玄関まで見送るから」

　早紀を無理やり立たせて鞄を持つと、悠人が強引に玄関まで追いやろうとする。

「ま、待ってよ悠人お兄ちゃん！　せめて、お兄ちゃんが寝るまで……」

　急な動きについて行けず抗議したが、背中を押す力は緩まなかった。

「そーゆーのいいから！　ほら、お前もあんま遅くなると危ないし……っ!?」

　悠人が息を吞むのが聞こえて振り返ると、焦る悠人の顔が見えた。その直後、急にぐらりと視界が回る。

　足が滑り、体が宙に浮いたとわかったが、体勢を立て直す間もなかった。あっと思う間もなく、悠人もろとも地面に倒れこんでしまう。

　どうやら、熱で足をふらつかせた悠人が倒れるのに巻き込まれ、押し倒されてしまったらしい。

　しかし、背中に痛みはなかった。悠人が、ぎりぎりで早紀の背に腕うでを回していたのだ。

「……大丈夫、か……？」

　しばらくして、倒れたまま悠人が呟いた。

　急に耳元で聞こえてきた熱い吐息混じりの声に、早紀は自分の鼓動がひときわ大きな音をたてたのを感じた。甘く掠れた悠人の低い声に、体の芯しんが痺しびれていく。

　触れ合う体の熱が、背中に回された腕の強さが焼けつくように感じられ、早紀は返事をすることもできずに体を強こわばらせた。

　早紀の緊張が伝わったのだろう。悠人は不ふ思し議ぎそうに顔を上げ、そしてそのまま凍こおりついた。

　唇が触れてしまいそうなほど近くに、互いの顔があったのだ。

　悠人の喉がごくりと鳴り、亜麻色の髪がさらりと揺れる。二人は言葉もなく、ただただ見つめ合った。

　茜あかね色の瞳に、自分の顔が映る。

　切なげに揺れた眼差しが、真っ直ぐに自分を見つめる──。

「──早紀」

　掠れた声で囁くように悠人が名前を呼び、瞳が真剣味を増した。

　顔が近づき、吐息が唇に触れる。何かを予感させる仕草に早紀は動転して、慌てて目をつむった。

　その瞬間、悠人が我に返ったように肩をびくりと揺らす。

「……悪い」

　悠人は、きまり悪げに呟くと、ようやく早紀の上からどいた。体を起こした悠人が、早紀の顔を見ないようにそっぽを向いたまま手を差し出す。
















「ううん……」

　悠人の手につかまりながら体を起こした早紀もまた、俯いたままだった。悠人の顔が、どうしても見られなかったのだ。

　鼓動が耳奥でうるさいほどに鳴り、顔が火を噴ふきそうなほど熱くなる。とてもではないけれど、これ以上ここにいることはできなかった。

「わ、私……帰るね！」

　わざとらしいほど明るく言うと、早紀は鞄を摑んだ。靴もきちんと履かないまま、悠人の部屋を飛び出す。

　そして、後ろも振り向かずにそのまま走り去ったのだった。




　家に戻った早紀は、夕飯も食べず部屋に閉じこもっていた。

　先程の動揺が、まだ消えていなかったのだ。

　ベッドに寝転びながら、枕まくらをぎゅっと抱きしめる。

（びっくりした……）

　あの時のことを思い出すと、今も顔が熱くなる。

　間近で見た憂いを帯びた眼差しも、耳元で囁ささやかれた低い声も、触れ合った体の逞たくましさも、以前の悠人とはまるで違っていた。悠人が大人の男性になっていたということが、急にはっきりと意識されていく。

　子供の頃から、悠人は自分よりずっと大人だと思っていた。けれどあくまで、身内の親しん戚せきのように思っていて、男の人として意識したことはなかった。

　しかし実際は兄でもなんでもなく、悠人も一人の男性だったのだ。

　そんな当たり前のことにようやく気がついた早紀は、自分に呆れながら強く目をつむった。

　悠人を異性だと意識したのは、おそらくこれが初めてだった。昔は、平気で抱きついたりおぶさったりして存分にじゃれついていたのだ。

　今もまだ、悠人の腕の感触をありありと思い出すことができる。それに、抱きしめられた時に早紀を包んでいた、悠人の匂においも──。

「～～っ」

　叫び出したい気持ちで、早紀は千切れんばかりに強く枕を抱きしめた。またしても心臓が騒がしくなり、頭が混乱でいっぱいになる。

（どうしよう。次悠人お兄ちゃんに会った時、どんな顔すればいいの……？）

　自分の家に戻ってきてもまだ、この調子なのだ。悠人に会った時、今まで通り平静でいられるとは到とう底てい思えなかった。

（しかも……キス、しちゃいそうになった!?　それとも……）

　勘違いだったかもしれないが、少なくとも早紀はそう思った。

　けれど、実際はどうだったのだろう。

　思い出そうにも、気が動転していたせいで悠人がどんな表情をしていたかはわからなかった。覚えているのは、ただ悠人の顔が赤かったことだけだ。

（でもそれは、熱のせいかもしれないし。悠人お兄ちゃんも、私のこと子供だと思ってるだろうし……）

　言い訳のように考えたが、早紀はかすかな予感を覚えてますます頰が熱くなるのを感じた。それは、悠人が早紀のことを昔と同じ子供として見ていないのではないかという予感だった。

　思い返せば、悠人は早紀と会うと時折顔を赤くしていた。再会した日も、早紀が近くで悠人を凝視してしまった時も、悠人はいつもどこか恥ずかしそうにしていた気がする。

　早紀はたった今、悠人を男性だと意識したが、悠人はとっくに早紀を女性として認識していたのではないだろうか。

（ど、どうしよう）

　もしそうだとしたら、自分はとんでもないことばかりしていた気がする。さっきだって、まるで恋人のように雑炊を食べさせようとした。それだけでなく、泊まっていくとも言ったのだ。

（うわー、恥ずかしい！）

　悶もん々もんとしながらベッドに寝転がっていたその時、スマホが鳴る音が聞こえた。そこでようやく、家に帰るまでずっとスマホを見ていなかったことを思い出す。慌てて体を起こしてスマホを取り出すと、メッセージが一つだけ届いていた。悠人からのものだった。




『……早く大人になれよ。バカ』




　ぶっきらぼうで、でも優しい悠人の声が聞こえてくるようだった。たったこれだけの短い言葉が胸の中に染み渡り、くすぐったい気持ちが広がっていく。

（大人、か……）

　以前早紀は、悠人の仕事の大変さを知るために無理やりにでも早く大人になりたいと祈った。けれど、あの時のように焦るような気持ちはもうない。

　今早紀の心にあるのは、当たり前に成長し、悠人の隣に並びたいという思いだった。

　前向きに、ただ純粋に大人になりたいと願う。

　早紀は、悠人の大きく見える背中を思い出しながら、もちろん、と返事をしたのだった。





ＥＮＤ　
























（ここに、自習室があるの……？）

　あまりに大きく立派なビルを見上げながら、大おお空ぞらめぐみは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　今年受験生だというのに成績が芳かんばしくないめぐみを心配して、社会人である兄が自身の勤める会社と提てい携けいしている有料自習室を紹介してくれたのだが、とてもではないけれどそのビルには自習室があるようには思えなかった。兄からもらったメールには十二階にあると書かれていたから、それなりに大きいビルなのだろうとは思っていたが、目の前のビルは二十階ぐらいまでありそうだ。

　見上げると、ガラス窓まどがキラキラと夏の日差しを反射するのが見えた。眩まぶしくなり、そっと手をかざす。

　それから視線を地上へ戻すと、行いき交かうスーツ姿の人たちが目に入った。夏休みだからめぐみは学校へ行かなくてよいけれど、今日は平日なのだ。

　私服姿の自分が場違いに思えて、めぐみはますます尻しり込ごみした。

（守しゆ衛えいさんに止められたりして）

　自動ドアのガラス戸を透すかして、エレベーター近くに守衛が立っているのが見える。

　不安が余計に大きくなり、めぐみはもう一度兄からのメールを眺ながめた。しかし、何度見てもここのビルだと記載されている。

　夏の日差しがじりじりと照りつけ、額ひたいから汗が滑すべり落ちる。これ以上ここで立ち尽くしていたら、熱中症になってしまいそうだった。

（……よし）

　覚悟を決め、ビルへと歩き出す。守衛に声をかけられたら、それはその時。試す前に諦あきらめるのは、めぐみの性には合っていないのだ。




　しかし実際には、何事もなく、めぐみは無事にエレベーターに乗ることができたのだった。白い、無機質なエレベーターの中でほっと安あん堵どのため息をつく。それから、十二階を押そうとしためぐみは、そこでボタンが十階までしかないことに気がついた。

（あ、あれ？）

　きょろきょろと見回すが、どこにも十二階へのボタンは見当たらない。

（ど、どうしよう……エレベーター、間違えちゃったかな）

　同乗しているサラリーマンに聞こうかとも思ったが、見知らぬ人に声をかける勇気はさすがに出ない。困り切って顔を上げためぐみは、そこでようやく「十一階以上へ行く場合は直通エレベーターに乗るか、十階から階段をご利用ください」と書かれた文字に気がついたのだった。

（直通エレベーターがあったんだ……）

　気づかないで乗ってしまったことに落らく胆たんしつつも、階段があるということがわかって、ほっと一息つく。

　そして十階につき、ドキドキしながらフロアへ降りためぐみは、思わずそこで立ち尽くしてしまった。フロアマップもなにもなく、階段も見つからなかったのだ。

（でもまあ、歩けばそのうちあるよね）

　持ち前の前向きさでそう考えて、階段を探すために歩き始める。けれど、ほどなくして自分の取った行動を後悔することになった。あまりにも廊ろう下かが入り組んでいて、どこへ向かえば良いのかさっぱりわからなかったからだ。

　白い壁の続く長い廊下を見ていると、元いた場所にさえ戻れるのか不安になってくる。これではまるで迷路のようだ。

（えーっと。どうしよう……）

　引き返すべきだろうかと悩んでいた、その時だった。

（……あれ？）

　どこかから、音楽が聞こえてきた。

　その音楽に乗って、誰かの歌声も響ひびいてくる。

（誰……？）

　思わず足を止める。微かすかにしか聞こえないが、確かにわくわくするような旋せん律りつに、めぐみは自分の心臓がゆっくりと早さを増していくのを感じた。

　なにかが始まる。そんな、予感がする。

　めぐみは、その歌声に誘われて歩き始めた。耳を澄すまし、声のするほうへと向かう。近づくと、歌と共にトン、トン、と床を蹴けるような音も聞こえてきた。

（なんだろう？）

　角を一つ曲がる。すると、その先には白い壁に似つかわしくない黒く重たそうなドアがあった。それがわずかに開いていて、その隙すき間まから歌声と床を蹴る音が聞こえてくる。

　めぐみは、いけないと思いながらもドアノブにそっと手をかけた。どうしても気になって、このまま立ち去る気になれなかったのだ。

　音を立てないように、ゆっくりとドアを開いていく。

　そして、中の光景を目にしためぐみは、息を吞のんで目を大きく開いた。

　栗くり色の髪の少年が、たったひとりで踊っていたのだ。

　音楽に合わせて軽快にステップを踏みながら、その唇くちびるが小さな声で歌を紡つむぐ。声変わり前の透き通った歌声が、空気を震わせた。

　薄うす群ぐん青じよう色の瞳ひとみは真剣で、だからこそめぐみは声をかけることも、逆に見なかったことにしてドアを閉めてしまうこともできなかった。あまりの美しさにただただ圧倒され、黒いドアノブを握りしめたまま、彼の姿を見つめる。

　彼は、なんて真しん摯しな瞳なのだろう。

　彼はなんて、気持ちよさそうに踊るのだろう。

　こんなに集中して踊る人というのを、めぐみは今まで見たことがなかった。固かた唾ずを吞んで、見守り続ける。永遠に続くと思われたダンスはしかし、唐突に終わりを告げた。彼が、覗のぞき込んでいるめぐみの姿に気がついたからだ。

　踊るのをやめ、驚いたように目を瞬しばたたかせる。それから、くすっと笑って唇に人差し指を当てると愛らしくウインクしたのだった。

「ダメだよー？　勝手に見ちゃ」

「あ……っ。ご、ごめんね」

　邪魔をするつもりはなかった。ただ、見ているつもりだったのだ。しかし、今更そんなことを言っても、ただの言い訳にしかならない。

　ドアノブを握ったまましょんぼりと落ち込んで俯うつむいていると、目の前に影が落ちた。

「アハハ……怒ったつもりじゃなかったんだけど」

「あ……」

　顔を上げると、すらりと立つ彼の姿があった。

　額に汗を浮かべたまま笑う彼は爽さわやかで、めぐみは返事も忘れて魅み入いってしまった。

　あどけなさの残るその顔立ちは、踊っていた時は気がつかなかったが、かなり整っていた。すっと通った鼻筋も、澄んだ瞳も、少しいたずらっぽい唇も、どれもが魅力的に見える。スポーツ用のＴシャツとジャージさえも、彼が着ていると妙みように洗せん練れんされて見えた。

（絵の中から、出てきたみたい）

　うっとりと眺めていると、不意に耳元で声が聞こえた。

「ボクの顔になにか、ついてる？」

　面白がるような声に、はっと我に返る。そこでようやく、ずいぶんと長いあいだ彼の顔を不ぶ躾しつけに眺めていたことにめぐみは気がついた。にわかに頰ほおが熱くなる。

「あっ、えっと、そうじゃなくて……」

　謝罪をして一刻も早く立ち去ろうとしたが、それよりも先にお腹なかが鳴る音が二人の間に落ちた。空腹を訴うつたえる、小さな音だ。

　一瞬、自分のものだっただろうかとめぐみは思ったが、今はさほど空腹ではない。ならば、と顔を盗み見ると、彼は照れくさそうに微笑ほほえみながら舌をぺろっと出した。

「……聞こえちゃった？」

「うん、その。……はい。わりとばっちり」

「わー恥ずかしい！」

　えへへ、と屈くつ託たくなく笑う彼につられて、めぐみも笑顔になる。

「お腹、減ったの？」

「うん。もー、ずっと練習してたからお腹減っちゃって」

「あっそうだ！　じゃあ、チョコケーキ食べる？」

　めぐみは、自習中に疲れたら食べようと思って、昨晩作った一口大のチョコケーキを持って来ていたのだ。思い出して言うと、彼がぱっと目を輝かせた。

「あっ、チョコ好き！」

「ほんと？　良かったら一緒に食べよ」

「いいの？　やった！」

　両手を上げてぴょこんと彼が嬉うれしそうに跳はねる。

　それから彼は、不意に笑みを消すと興味深げにめぐみをじっと見つめた。その澄んだ瞳の色に、にわかに落ち着かなくなる。

「……なに？」

「ううん。そんなことより、気になること、ないのかなって思って」

「気になること？」

　しばし悩み、ようやく思い至る。

（あ、そっか）

　思えば、初対面なのに名前を聞くことを失念していた。すっかり寛くつろいでいたことを恥じながら、めぐみは改まって彼に向き直った。

「名前、聞いていい？」

「名前？　ボクの？」

　どうやら、予想外の質問だったらしい。彼は、きょとんと驚いたように目を見み張はった後に、突然噴き出した。肩を揺らしながらクスクスと笑う様子に、困惑が強くなる。

「えっと、もしかして……会ったこと、あった、とか？」

「ううん。違うんだけど。ゴメンゴメン」

　笑いを収めると、彼は俯いて小さく口の中で呟つぶやいた。

「……そっかぁ。名前知らないってことは、ボクを知らないってこと、だよね。なら……」

　それから顔を上げ、艶つやっぽく微笑む。

　その、あどけなさと色っぽさが混ざった表情に、めぐみがどぎまぎしていると、彼はめぐみの顔を覗き込んで言った。

「……玲れ音お、だよ」

「れお……？」

「そ。こういう字を書いて、玲音」

　急に手を取ったかと思うと、玲音がめぐみの手のひらに指で文字を書く。触れた熱にドキマギしていると、それに気づいているのかどうか、玲音は澄んだ湖こ面めんのように底の見えない瞳でめぐみのことをじっと見つめた。

「……キミの名前は？」

「平仮名でめぐみ。大空めぐみだよ」

「めぐみちゃん、か……。へえ、可か愛わいい名前だね」

　あまりにも自然な褒め方だった。照れるのも忘れて、微笑む。

「玲音くんも、強そうでかっこいい名前だよ」

「そう？」

「うん」と、めぐみが頷うなずくと、玲音は小さく唸うなった。

「かっこいい、かぁ。それも初めて言われたかも」

「そうなの？」

「だってボク、いつもは可愛いって言われてるから」

　無邪気な声だった。そのせいだろうか、得意げな玲音の言葉は全く嫌いや味みに聞こえないのだ。それに、確かに色んな人に可愛いと言われていそうな風ふう貌ぼうだった。いつも言われているというのは、本当なのだろう。玲音の言葉に一人納得していると、玲音は興味深げにめぐみの顔を覗き込んだ。

「ね、めぐみちゃんって呼んでいい？」

「え？　う、うんもちろん。私も、玲音くんって呼んでいいかな」

「もっちろん☆」

　キラキラと、眩しいぐらいの笑みを玲音が浮かべる。

（本当、何歳なんだろう……）

　大人っぽい表情を見せると思ったら、こうしてあどけなく笑う。不思議に思っていると、玲音は、首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「その……、何歳なのかなあって思って」

　同い年か、年下か。そんな気はしているのだけれど、今浮かべた表情を見ると、もしかしたら童顔な年上という可能性もある。気になって聞いためぐみだったが、彼はしばらく悩むように黙り込んだ後に唇に人差し指を当てた。

「ナイショ」

「ええー？」

　はぐらかされてしまったことにむくれていると、玲音は声をたてて笑った。

「十五歳だよキミは？」

「……十七歳だけど……」

「ふうんそっか。じゃあ、キミのほうがちょこっとだけお姉さん、だね？」

「う、うん……」

（そっか、年下だったんだ……）

　驚いていためぐみは、はっと我に返ってしかめつらを作った。

「あっ。だったら年上にタメ語で話してちゃ駄目でしょ。私は別にいいけど、初対面の人にそんな言葉遣いじゃ怒る人だっているよ？　部活とかで注意されたことない？」

　年上らしく見えるようにと、手を腰こしに当てながら言うと、玲音は一瞬驚いたように目を見張った後に、不思議そうに目を瞬かせた。それからしばらく悩んだ後に、いたずらっぽく瞳を光らせる。

「いーの、ボクはコレで！　それより、美お味いしいのちょうだい？」

　愛あいらしく小首を傾げられたら、これ以上注意する気にはなれなかった。年上の義務として言っただけであって、めぐみ自身が敬語で話して欲しいわけではなかったのだ。

「もう、しょうがないなあ」

「やったあ」

　彼が、自然な笑顔を見せる。端たん整せいな顔立ちの人が笑うと、こんなにも魅力的に見えるのだと、めぐみはその時初めて知った。とっておきの宝物をもらえたような気がして、どきりと鼓こ動どうが鳴る。

　彼は、そんな様子に気づいていないように、部屋の中へとめぐみを促した。黒く重たいドアを開いて足を踏み入れる。そこでめぐみは、ここが広いダンススタジオであったことにようやく気がついた。ついさっきまでは、彼のことしか目に入っていなかったのだ。

　二十帖はありそうな広々とした部屋に、大きな音響設備。そして、磨きあげられた鏡が壁一面に広がる。

「わ、すごい。ひろーい」

　本格的な設備に素直に感心していると、彼は笑いながら手招きした。

「こっちこっち。ここで食べよ。あ、入り口で靴は脱ぬいでね？」

「う、うん」

　なるほど、ここは土足禁止なのだ。ここがビルの中であるとは思えなくなりつつ靴を脱いで、めぐみは彼に続いた。

　靴を脱いで促うながされるままふかふかのクッションに座ると、ほっとした。自分のような学生がこんなビジネスビルに入って咎とがめられないかと、ずっと気を張っていたことを急に思い出す。けれど実際は、めぐみ以外にも学生はきちんといたのだ。

「はい、どーぞ」

　嬉しくなりながら、めぐみはチョコケーキの袋を差し出した。水色のリボンで簡単に口を結んである小さな袋だ。自分で食べる用だったために、簡素なラッピングだったが、それでも玲音は興味深そうに袋を眺めていた。水色のリボンを見て、ふわりと微笑む。

「ふふ、水色……ボク、好きなんだ」

　嬉しそうに言いながらラッピングを解くと、玲音はチョコケーキを手に取った。

「わ、美味しそう。いただきまーす」

　ぱくりと一口食べ、すぐに幸せそうに顔を緩ゆるませる。

「んー、美味しい～！」

　くるくると表情が変わる様は、見ていてとても楽しい。並んでチョコケーキを食べながら彼の顔を眺めていると、ふっと彼が目を細めた。

「……ん？　どうしたの？」

　ついさっき初めて出会ったはずなのに、すんなりと仲良くなれたことに嬉しくなって、めぐみは微笑みながらチョコケーキを口に放ほうり込んだ。食べ慣れた甘い味が、口の中に広がっていく。二人で肩を並べて様々な話をしながら食べていると、チョコケーキはあっという間になくなってしまった。

　最後の一つを口に運んだ玲音が、ほんの少し残念そうな表情を浮かべる。

「あっ、終わっちゃった」

「ふふっ。美味しかったね」

「うん……」

　つんつん、と不満気に玲音がチョコケーキの袋をつつく。

　物足りなげなその様子がおかしくて、めぐみはくすりと笑った。

「あんまり食べたら、太っちゃうよ？」

「いーの。ボク、いくら食べても太らないから。それにたくさん運動してるもん」

（そういえばさっきも、踊ってたっけ……）

　ずいぶんとダンスが板についた様子だった。あの軽やかなステップは一いつ朝ちよう一いつ夕せきには身につかないものだろう。

「……そういえば玲音くんって、すごくダンスうまいよね。びっくりしちゃった」

　先程の光景を思い浮かべながらめぐみが言うと、玲音ははにかみながら首を傾げた。

「そう？　ボクとしては、もっともっと上手になりたいんだけどね」

「そんなことないよ。すっごくうまかった！　プロ顔負けなレベルだったもん」

　むしろプロの人よりも上手かもしれないと付け足すと、玲音は呆あつ気けにとられたように目を見張った後に、またしても噴き出した。お腹を抱えて、笑い続ける。

「玲音くん……？」

　なにか変なことを言っただろうかとめぐみが困惑していると、玲音は目元に浮かんだ涙を拭ぬぐいながら懸命に笑いを収めた。

「ゴメンゴメン。初めてそんなこと言われたからちょっと嬉しくって」

「そうなの？　あんなに上手だったのに」

　玲音はあまり他人にダンスを見せないのだろうか。めぐみが不ふ思し議ぎに思っていると、玲音はいたずらめいた光を瞳に浮かべて微笑んだ。

「だってボク、もうプロだもん」

「……え？」

　玲音の言うことが処理できずに返事をしそこねる。めぐみの様子を見て、うまく伝わらないと悟ったのだろう。玲音は膝ひざを抱え直すと、膝頭に頰をつけてめぐみの顔を上目遣いに見た。

「やっぱり。気づいてないって思ったんだ。実はね……ボク、アイドルなんだよ？」

「……ええええっ!?」

（アイドルって、つまり……？）

　芸能人だということだろうか。急な展開について行けず呆然としていると、玲音は楽しそうに目を光らせた。

「『Wonderlandワンダーランド』、っていうアイドルグループ。聞いたことない？」

「えっと……」

　めぐみは懸けん命めいに記憶を探ったが、その名前に覚えはなかった。素直に首を横に振る。

「ごめん。あんまり私、そういうの詳しくなくて……」

「……そんな気がした！」

　知らないと言ったのに、予想に反して玲音の声は嬉しそうだった。

「実はね、ボクそのメンバーなんだ。アイドル、やってるんだよ」

　あっさりと言った玲音だった。冗談にさえ聞こえてしまいそうな言葉だったが、めぐみは驚きが冷めると、思ったよりもすんなりと玲音の言葉を信じられることに気がついた。

　玲音がアイドルだというのが、妙にしっくりと馴な染じんだからだ。

「そっかあ。だから、あんなに一生懸命ダンスの練習してたんだね……」

　大きく頷いてめぐみが感心していると、玲音は膝を抱えたまま小さくため息をついた。

「うん。他の二人に……あっ、『Wonderland』ってボクを入れて三人のグループなんだけどね。その二人に早く追いつきたくて練習してたんだ。ボクだけ全然うまくないから……」

　つま先を眺めながら呟く玲音の声は、どこか途方に暮れているように聞こえた。しかし、玲音はすぐに気を取り直すと、ぱっと顔を上げてめぐみを見た。

「あっ、でもボクが練習してたってのはナイショだよ？　頑張ってるの、みんなにバレたくないから。ね？　約束♪」

　しー、と言いながら玲音が唇に指を当てる。その仕草があまりにも蠱こ惑わく的てきに見え、めぐみは頰が熱くなるのを感じた。

（本当、玲音くんって不思議……）

　そこもまた、玲音の持つ魅力なのだろう。吸い込まれそうな瞳から逃のがれるようにそっと俯きながら、めぐみは頷いた。

「うん。絶対に誰にも言わないよ。そういう気持ち、わかる気がするもん」

「ほんと？」

「うん。……実は私も、自習室で勉強しようと思ってこのビルに来たんだけどね、そのこと友達にはナイショにしてるんだ」

　だから、と顔を上げると、玲音はきょとんとした後に再び噴き出した。

「もー、キミってばほんとに面白すぎ！」

「ええっ？」

　今の発言に面白がる要素があっただろうか。めぐみが呆気に取られていると、玲音はなんでもないというように首を横に振ってにこっと笑った。

「そういう反応すっごく新鮮。なんか、イイね」

　それから立ち上がると、玲音はぐっと腕をあげて伸のびをした。

「さて、と。練習再開しよっかな。キミと話してたら元気になってきちゃったし」

（練習……）

　玲音の言葉に、不意に現実に戻された。はっとして、腕時計に目を向ける。

「あっ、いけない！　私も自習室行かなきゃ！」

「自習室？　十二階にあるあの？」

「そう！　今日あそこで勉強する予定だったの」

　時刻は、自習室の予約時間を十五分も過ぎていた。遅刻したことによって、兄に連絡が行ったら大変だ。慌ててチョコケーキの袋などを鞄かばんにしまいこんでいると、玲音が水色のリボンをひょいと手に取った。

「ねぇ、このリボン……ボクにちょーだい？」

「え、いいけどどうして？」

「んー。ヒミツ」

　なにかを企むように微笑むと、玲音はしゃがんでめぐみの顔を覗き込んだ。

「ねえ、明日も自習室に来るの？」

「え？　うん、お昼から夕方まで予約してるよ」

　素直に頷くと、玲音は嬉しそうに目を細めてそっと耳元に唇を寄せた。

「じゃあ……明日の帰りにまた、ココのフロア覗いてみて？」

　甘く囁ささやかれ、自分の頰が一気に熱くなるのがわかった。耳にあたる吐息に、ぞくりと背筋が震える。懸命に頷くと、玲音はくすりと笑って立ち上がった。

「じゃあ、また明日ね」

「う、うん……」

　頰が赤くなっていないだろうかと気にかかりながら、鞄を手にしてようやく立ち上がる。

　こうしてめぐみは、ダンススタジオを後にしたのだった。




　予約時間から遅れて自習室へ辿たどり着いためぐみだったが、幸い叱しつ責せきも注意も受けることもなかった。受付で淡々と手続きを行い、あてがわれたブースへ入る。

　そこは四方が低めの壁で囲われており、個室のような席だった。

　これなら、学生であることに気後れせずに勉強に集中できるだろう。

（良かった……）

　遅刻から問題が発生しなかったことに安堵しながら、めぐみはブースの椅い子すに腰を下ろした。それから、早速勉強に励はげむべく鞄から問題集を取り出す。しかしそれを開いたところで、めぐみは全く勉強する気分になれないことに気がついた。あまりに驚くことがあったせいで、うまく集中できないのだ。

（アイドル、かあ……）

　めぐみは、あまりテレビを見るほうではない。そのためアイドルと言われてもいまいちピンとこないのだが、それでも玲音が人の目を惹ひきつけてやまないだろうということは容易に想像できた。自分だって、初めて会った時まじまじと顔を眺めてしまったのだ。

（『Wonderland』って、どんなアイドルなんだろう）

　気になったが、それでもめぐみは調べようとは思わなかった。知ってしまったら、先ほどの時間が、色あせてしまうような気がしたのだ。

　アイドルだとわかっても、それでも、彼のことを自分の目で見たままに覚えておきたい。

　偶然がもたらした、とっておきの出会いを、そのままにしておきたかったのだ。




　翌日。めぐみは一人、自習室で勉強に励んでいた。しかし、合間に浮かぶのは玲音の姿。昨日言っていた、謎なぞめいた言葉だった。

（フロア覗いてみて、ってどういう意味なんだろう……）

　気になったが、それを懸命に振り払ってめぐみは目の前の問題集に向き合った。きっと玲音も、ダンスを頑張って練習しているはずだ。ならば自分も、負けないように勉強を頑張るべきだと思った。




　そうして、自習室の予約時間いっぱい勉強しためぐみは、帰りに約束通り十階のフロアへとやってきた。

（えーと。それで……どこだったっけ）

　昨日は、歌声に惹かれて歩いたせいで、玲音のいるスタジオがどこだったのかさっぱり思い出せない。首をひねりながら歩いていると、ある扉に水色のリボンがついていることに気がつき、あっと声をあげた。見間違いでなければ、めぐみが昨日あげたリボンだ。

（ってことは、ここに玲音くんが……？）

　恐る恐る扉に手をかけ、そっと開く。その時だった。

「駄目だよ？　勝手に覗こうとしたら」

　突然耳元で吐息とともに囁かれ、めぐみは思わず飛び上がりそうになった。出かかった悲鳴を吞み込み、急いで振り返る。

　その先には、玲音の姿があった。

「れ、玲音くん？」

「なーんてね。やっほーめぐみちゃん☆」

　玲音がぱちりとウインクする。しかし、今のを見られていたと悟さとった途と端たん恥ずかしさがこみ上げてきた。

「えっと、ど、どこ行ってたの？」

　慌あわてて取り繕つくろうように言うと、玲音は清涼飲料水のペットボトルをひょいと掲げた。

「ふふ、これ買って来てたんだ。それで……」

　急にいたずらっぽく微笑んだかと思うと玲音はめぐみに近づいて、耳近くに唇を寄せた。

「ボクに、会いたかった？」

　耳じ朶だを熱い吐息がくすぐる。叫びだしそうになるのをぐっとこらえ、めぐみは懸命に平静を装った。

「だ、だって……。昨日のダンス、ほんとすごかったんだもん。また見たいって思うの、普通でしょ……？」

　声が緊張で裏返る。息も絶え絶えに返事をすると、耳元でくすりと笑う声が聞こえた。

「ふーん。そっか。ボクに会いたいわけじゃなくて、ダンスが見たかっただけなんだ」

「えっ、えええっ？」

「残念。ボクに会いに来てくれたんだと思ったのにな～」

　玲音は、本当に残念そうだった。その声色に、冷や汗が滑り落ちる。

「そ、そういうわけじゃないよ！　ただ、ダンスがあまりにすごかったせいで、つい、口から出ちゃったというか、なんというか……」

　しどろもどろに言うと、またしても笑う声が聞こえてきた。

「いーよ。ボクのダンス気に入ってくれたのも嬉しいもん」

　満足気に言って、玲音がめぐみの顔を覗き込む。その顔に浮かぶ表情は、いたずらに成功した子供のそれと酷似していた。ようやくそこで、からかわれたのだと気がつく。

　あっさりと翻ほん弄ろうされたことが急に恥ずかしくなり、照れ隠しに文句を口にしようとする。しかし、それよりも玲音が話すほうが先だった。

「あ、そうだ。奏かなでと太たい陽ようのダンスとか、見てみた？　ボクよりもっとすごかったでしょ？」

「奏と、太陽……？」

　聞き覚えのない名前だった。めぐみが聞き返すと、玲音は驚いて目を瞬かせた。

「ボクと同じ、『Wonderland』のメンバーだけど。……もしかしてめぐみちゃん、二人のことも全然知らない？」

「う、うん。ごめん……実は、昨日調べようかなって思ったけど、やめちゃった」

　めぐみが素直に白状すると、玲音は心底驚おどろいたようだった。

「ええっ？　なんで？」

「だって、せっかく玲音くんとこうやって会えたから……ここにいる玲音くんのそのままを覚えていたいなあって思って……」

　だから調べなかったのだと言うと、玲音は不思議なものを見るようにまじまじとめぐみを見つめた。静かな薄群青色の瞳に見つめられ、搦からめ捕とられたように動けなくなる。

「そっか。そうなんだ……」

　めぐみが立ち尽くしていると、玲音は大人っぽく微笑み、ダンススタジオの扉を開いた。

「じゃあ、特別に今日も見せてあげる」

「えっ、ほんと!?」

　さっきまでの落ち着きのなさも忘れて目を輝かせる。玲音のダンスを見られるとわかったらもう、他のことを考える気にもなれなかった。

　めぐみの喜びが伝わったのだろう。玲音もまた、嬉しそうに目を細めて、頷いた。




　玲音が、地面を蹴る。

　まるで小鳥のような軽やかさで踊る玲音の姿を、めぐみは熱心に眺めていた。

　全然うまくないと玲音は言っていたが、素人目から見ると玲音だって十分に踊れている。ステップはどれもキレがあるし、ターンしても軸が全くブレないのだ。

　けれど玲音は、それでも全く満足しなかった。

　真剣な眼まな差ざしで、何度も、何度も同じ箇所を練習する。けして妥協はせず、一つ一つの所作から玲音の本気さが伝わってきた。あまりのひたむきさに、めぐみまで思わず息を詰めてしまう。

　これほどまでに一生懸命な人というのを、めぐみは今まで見たことがなかった。だから余計に圧倒され、玲音のダンスに夢中になってしまうのだ。

（本当にすごい……）

　しばらくして、玲音はようやく踊るのをやめた。タン──と鳴った床の音に、ようやくめぐみは、はっと我に返る。

「すごい！　すごかったよ玲音くん！」

　手放しに褒めながら懸命に拍手をすると、玲音ははにかむように微笑んだ。

「ありがと」

　額に浮かんだ汗をタオルで拭って、床に置いてあったドリンクを一気に飲み干す。しかし玲音は、ペットボトルを置くと、間かん髪はつ容れずにまたダンスの練習を始めたのだった。

　その横顔は真剣そのもので、声をかけることさえ憚はばかられるような気がする。

（どうして、こんなに頑張るんだろう……）

　めぐみには、わからなかった。玲音がアイドルだということは理解したつもりだったが、それでもこんなにも一心不乱に練習しなければならないのだろうか。

　玲音を見ると、その瞳には強い光が宿やどっていた。踊りたい、うまくなりたいという熱意を垣かい間ま見みたような気がして、どきりとする。

（まだ十五歳なのに。玲音くんは、本当にすごいな……）

　はたして、ここまで必死に打ち込めるものが、自分にはあるだろうか。

（……なさそう……）

　思えば、極限まで努力するということを、めぐみは今まで一度もしてこなかった。受験勉強であっても、半分仕方なくやっているようなものだ。

（志望校もろくに決まってないし……）

　なにを専攻したいのか、どんな大学へ行きたいのか、将来どんな職業につきたいのか、今のめぐみにはなんの展望もなかった。高校二年になって進路を決める時だって、数学が得意だからという理由でなんとなく私立・理系コースを選んだだけだ。自習室へ通っているのだって、いずれ訪れる受験に向けて少しでも点数を伸ばしておきたいだけなのだ。

　目の前の玲音のひたむきさが急に眩しくなり、そっと目を伏せる。

　玲音は、自ら光り輝ける人だ。なにがあってもその輝きは損なわれず、見る人全すべてを照らしていけるのだと思った。けれど、自分はどうだろう。自分から輝くことはできず、玲音という光を受けても、なにも変わることはない。

　玲音よりも年上だというのに、どうして自分には誇ほこれるものがないのだろう。

　……このまま、なににも夢中にならずに大人になってしまうのだろうか。

「もう、見ないの？」

　急に声をかけられ、はっと我に返る。気がつけば、玲音が踊るのをやめてめぐみの傍そばへとやってきていた。

「あっ、ご、ごめん」

　謝りながらも、めぐみは顔を上げることができなかった。汗を拭ふいている玲音があまりに眩しくて、余計に差を思い知らされる気がしたからだ。羨うらやましさと、情けなさがないまぜになって、胸をかき乱す。

「なにかあったの？」

　玲音が、心配そうに隣となりに座りながら、めぐみの顔を覗き込む。その声があまりに真っ直ぐに響いたせいだろうか、めぐみは取り繕うことも忘れて悩みを打ち明けていた。

「えっとね。その……玲音くんはこんなにすごいのに、私って全然駄目だなあ、って思ってたの。そしたらなんかへこんで来ちゃって……」

「え？」

「あっ、でも玲音くんのことは応援してるよ。こんなに頑張ってるんだもん。でも、だから、余計に自分が情けなくなっちゃって……」

　言わんとすることがわからなかったのか、玲音がきょとんと目を瞬かせる。めぐみは、座り直すと、唇を湿らせてゆっくりと話し始めた。

　玲音よりも年上なのに自分にはこんなにも一生懸命になれるものがないこと、このままではいけないと思うのに、打ち込みたいと思えるものがないこと、今の調子では玲音と差が開くばかりで落ち込んでいたということをめぐみが打ち明けると、玲音は一瞬驚いた表情を見せた後に、嬉しそうに目を細めて笑った。

「やっぱりキミって、面白い！」

「ええっ？」

　真剣に話したつもりなのに面白いと言われてしまった。

「もう。私、本気で悩んでるんだよ？」

「ゴメンね？　でも、なんだか嬉しくって」

「嬉しい？」

「うん。だってめぐみちゃんは、ボクが頑張って当然って思わないんだ、って思ったんだもん」

「え？　頑張るのって大変だもの。当然なんかじゃないでしょ？」

　なにを言うのかと顔を上げると、玲音は自分の膝を抱え込みながらめぐみを見つめた。

「でも、アイドルだったら頑張って当然、って考えない？」

「うーん。でも、玲音くんは玲音くんだし。アイドルだったとしても、普通の学生だったとしても、頑張ってたらやっぱりすごいって思うよ」

　素直に言うと、玲音は満足気に微笑んで目を細めた。

「だからボク、嬉しいんだよ♪」

　玲音が、小さく囁く。自分を見る妙に熱っぽい眼差しに、めぐみは続けて文句を言うこともできなくなってしまった。

「もう、はぐらかさないでよ……」

　一向に真剣に取り合おうとしない玲音に怒っても良かったが、自分でも取るに足らない悩みであることがわかっているせいで、あまり強く言うことができない。

　むくれながら膝を抱え込んでひっそりと落ち込んでいると、玲音は、あっと声をあげた。

「……じゃあ、魔法をかけてあげよっか」

「魔法？」

「そ。めぐみちゃんの悩みが解決する魔法」

　どうやってと聞くよりも、玲音がめぐみの頰を両手で包み込むほうが先だった。ぐいと顔を引き寄せられ、その額にコツンと玲音の額が当たる。

「──めぐみちゃんの、やりたいことが見つかりますように」

　言って、玲音が微笑む。しかしめぐみは、目の前いっぱいに広がった玲音の顔に、なにを言われたのか聞く余裕もなくただただ目を見開くことしかできなかった。

　口元に触れる吐息に、頭が真っ白になる。

　めぐみが硬直していると、玲音はくっつけていた額を離して、頰を両手で挟はさんだままめぐみの顔を覗き込んだ。

「なんて、ね。どう？　見つかりそう？」

　無邪気に響いた声に、めぐみは力が抜けるのを感じた。玲音は、純粋にめぐみを励まそうとしてくれていたのだ。それなのに、意識しすぎた自分のことが恥ずかしくなる。

「う、うん。そのうち……見つかる、かな……？」

　首をひねりながら曖あい昧まいな返事をしていると、玲音は気持ちよさそうに笑いながら、今一度めぐみの頰をぎゅ、と挟んだ。

「でも、ボクは今のめぐみちゃんのままでもいいと思うなー。だってボク、真っ白な今のめぐみちゃんが好きだもん。どこまでも羽ばたいていけそうな感じがして」

（どこまでも、羽ばたいて……）

　キラキラと澄んだ瞳で玲音に強く言われると、確かにそんな気がしてきた。急に、胸がすっと軽くなる。

「……ありがと。なんか、元気になってきちゃった」

「良かった。……うん。めぐみちゃんならきっと、大丈夫だよ」

　愛らしく小首を傾げて、玲音がとびっきりの笑顔を見せる。見る人誰をも魅了するような純朴な笑顔に、めぐみはつられて遠慮がちに微笑みを浮かべた。玲音を見ていたら、前向きにならなければと、思えたのだ。




（励まされちゃったなあ……）

　玲音とお菓子を食べながらひとしきり話した後に帰宅しためぐみは、自分の部屋で寝転がりながら先程の玲音の言葉を一人頭の中で反はん芻すうしていた。玲音はめぐみよりも二歳も年下なのに、どうしてあんなに人を励ますことが上手なのだろう。

（きっと見つかる、か）

　今度は前向きな気持ちで、やりたいことについて考えることができた。あれこれと自分の好きなことや、やらなければならないことなどに頭を巡らせてみる。

　やらなければならないことは当然受験勉強だが、目下やりたいと思えることと言えば、玲音と話したいということだった。玲音のダンスを見て、玲音と他た愛わいない話をしたい。玲音の笑顔をもっと引き出したい。それが、めぐみが今願うことだったのだ。

（……そういえば、玲音くん、三日後もいるってさっき言ってたよね……）

　帰り際、めぐみが名残なごり惜おしく思っていると、玲音は次にいる日も教えてくれたのだ。

（また甘いもの持ってったら喜んでくれるかな……）

　昨日と今日でわかったが、玲音はかなり甘いものが好きらしい。今日も、めぐみが持ってきたチョコ菓が子しをひとりでぺろりと平らげてしまったのだ。玲音もさすがに食べ過ぎたと思ったらしくその後は謝っていたが、それでもたくさん食べられて嬉しそうなのは、顔を見れば明白だった。

（よーし。また次もお菓子作ってこっと）

　身近な目標が定まると、会える時が楽しみになった。自然と笑顔がこぼれる。

（だったら……玲音くんと会ってない時ぐらい、ちゃんと頑張らなきゃね）

　そう思うと、めぐみはベッドから起き上がって机へと向かった。

　玲音はあんなに努力しているのだ。やりたいことが見つからなくても、せめて玲音の隣に並んで恥ずかしくないと思えるように、できることを精一杯頑張りたいと思ったのだ。




「はい！　今日はカップケーキを持ってきましたー。どーぞ！」

　三日後。ラッピングされたカップケーキの山を見せると、玲音の顔に笑顔が広がった。

「うわぁ、美味しそう！　いただきまーす」

　カップケーキを取ると、玲音は顔に似合わず大きな口を開いてぱくりと一気に半分をかじった。もぐもぐと咀そ嚼しやくした後に、ぱっと顔を輝かせる。

「お、美味しい～～～！」

「本当？」

「うん。すっごく美味しい。ありがと、めぐみちゃん」

（やっぱり、玲音くんに喜んでもらえるの嬉しいなあ……）

　それが、自分で作ったお菓子で引き出したものともなると、喜びはひとしおだ。

「あのね。実は今日のカップケーキも、私が作ったんだよ」

　カップケーキを一つ食べ終えた後にようやくめぐみが告白すると、玲音はきょとんとした顔でめぐみを見た。

「え？　ほんと？」

　どうやら、本気で気づいていなかったらしい。玲音は、手にした二個目のカップケーキとめぐみを見比べて、驚いたような声をあげた。

「すごい。全然わからなかった」

　玲音の素直な賛辞に誇らしげに笑うと、玲音はふといたずらっぽく目を輝かせた。

「うん。プロ顔負けなレベルで美味しかったよ？」

（プロ顔負け、って）

　玲音のダンスを初めて見た時に、めぐみが言った言葉だ。玲音がアイドルだと気づかないで言ったことは、今思い出しても恥ずかしい。

「もう、いじわる！」

　思わずめぐみが頰を膨らませると、玲音は悪びれもせずに言った。

「だって、怒っためぐみちゃん可愛いんだもん。だから、つい」

　ぺろりと玲音が舌を出す。可愛らしい仕草に、続けて怒る気も萎なえてしまう。

（ずるいなあ）

　自分の魅力を自覚してやっているとしか思えなかった。諦めたようにめぐみがため息をつくと、玲音はクスクスと声をたてて笑った。このやりとりが楽しくて仕方ないというような笑い声だった。

「でも、プロレベルで美味しかったのは本当だよ。ボクだけが食べるのもったいないなって思ったもん」

　弾はずんだ声で言った玲音に、照れくさくなる。

「ありがと、玲音くん。そう言ってもらえるとすっごく嬉しい」

　それからめぐみは、紙袋に入ったカップケーキを玲音に渡した。

「良かったら、いっぱい作ってきたから持って帰って。これ、人にん参じんのカップケーキだから、お菓子だけどビタミンたっぷりなんだよ」

「そうなの？」

　驚いて言う玲音に、めぐみははにかみながら頷いた。

「玲音くん、忙しいから栄養足りてないかなあって思って」

「そこまで考えてくれてたんだ……」

　カップケーキの入った紙袋を受け取ると、玲音はふっと目を細めてめぐみのことを見つめた。なにか眩しいものを見るような、それでいて不思議なものを見るような眼差しに、どきりとする。

「ありがと、めぐみちゃん。すごく嬉しい！」

　玲音の微笑みを見た瞬間、胸に浮かぶものがあった。

　気がつくと、その疑問は口から滑り落ちていた。

「ね。玲音くんって、どんなお菓子が好きなの？」

「お菓子？」

　鏡を眺めるのをやめ、玲音がめぐみを振り返る。

「うん。玲音くんのこと、もっと知りたいなあって思って」

　言ってから、あまりに直球な言葉だったと気づき、めぐみは慌てて言い直した。

「あっ、その、変な意味じゃないよ？　せっかくだし、好きなお菓子が分かれば、それ作って来られるなーって思って」

　めぐみが手をぱたぱたと振っていると、玲音はくすっと笑った。

「変な意味でもいーのに」

「れ、玲音くん……!?」

　驚くほど艶っぽい眼差しに、余計に恥ずかしさが増す。めぐみが言葉を探していると、玲音は楽しそうに目を細めて顔を覗き込んだ。飴色の髪が、さらりと揺れる。

「マカロンだよ」

「マカロン……？」

「そ。ボクが一番好きなお菓子」

　マカロンなんて、作ったこともなければまともに食べたこともない。

（つ、作れるかな……）

　はっきりいって自信はなかった。しかし、先ほど玲音の好きなお菓子は作ると言った手前、できないということにはしたくない。課題は未来の自分へ託すことにして作ると約束してしまおうか、それとも食べたことがないと白状しようかと悩んでいると、めぐみの考えていることがわかったのだろう。玲音は何気ない素振りで言った。

「そうだ。次はボクが持ってくるよ」

「えっ？」

　でも、と言い募ろうとするめぐみの唇に、玲音がそっと人差し指を触ふれさせる。

「ボクばっかり毎回もらってたら、不公平でしょ？　それに、めぐみちゃんにも食べてもらいたい、オススメのマカロンのお店があるんだ」

　ね？　と重ねて言われては、反論することなどできなかった。冷たい、玲音の人差し指が唇に触れていたせいで、冷静に考えごとができなかったせいかもしれない。ともかく、めぐみは観念すると、玲音の申し出に頷いた。

「じゃあ、お願い……しちゃおうかな」

「任せて。楽しみにしててね？」

　いたずらを企む子供のように言って、玲音がウインクする。次の約束がまたできたことを嬉しく思いながら、めぐみは微笑み返したのだった。




　それからめぐみと玲音は、ひそかな逢おう瀬せを重ねていった。

　──水色のリボンがついた日は、ここにいるよ。

　そう言って、玲音はダンスの練習をしている日は欠かさずドアに水色のリボンをつけるようになった。

　水色のリボンがある日は玲音のダンスをめぐみが眺め、それが終わるとどちらかが持ってきた甘いものでささやかなお茶会をする。

　二人は、互いがアイドルと受験生であるということを忘れたように、他愛のない話ばかりに花を咲かせていた。むしろ、学校にも仕事にも属していないこの時間だけは、自分が何者であるかを忘れたかったのかもしれない。

　めぐみがいて、玲音がいる。それだけが、二人にとって大切な現実だったのだ。




　そうして過ごしていた、ある日のことだった。

　いつものようにダンススタジオを訪れためぐみは、玲音がぼうっとドリンクを飲みながら立ち尽くしているのを見て驚いた。普段であれば、めぐみがスタジオのドアを開けると、玲音はすぐに駆け寄ってくる。けれどこの日は、心ここにあらずといった様子で虚こ空くうを眺めるばかりだったのだ。めぐみが来たことにすら気づいてないまま、玲音はうつろな眼差しで立ち続ける。

　その横顔のことを、どう形容すれば良かっただろう。

　まるで、迷子になった子供が途方に暮れているようにも、なにかを我慢しているようにも見えた。遠く儚はかない眼差しに、声をかけることもできずただ黙って見つめる。

　玲音は、ペットボトルから唇を離すと、小さくため息をついた。それから何気ない仕草で振り返り、はっと目を見張る。

「来てたんだ」

　落ち着いた声だった。いつものように弾んでいないことに戸惑いながらも、頷いた。

「う、うん。ごめん、邪じや魔まだったかな」

　気き後おくれしながらも部屋へ入っていくと、玲音は穏やかに微笑んで首を横に振った。

「まさか。ごめん、来てたの気づかなくって」

　それから玲音は、手にしたままだったペットボトルを床に置くと、気を取り直すように微笑んでめぐみを振り返った。

「じゃあ、今日も見ててね～！」

　言うなり、玲音が踊り始める。その性急さにめぐみは不安を覚えた。見たいと言っためぐみのためにダンスを見せてくれるのは毎日のことだったが、普段ならそれよりも先に、めぐみがどんなお菓子を持って来たのか聞いてくるのだ。

　落ち着かない気持ちで壁際へ移動して、定位置となったクッションに腰を下ろす。そして、玲音のダンスを眺めていためぐみは、しばらくするうちに違和感を覚えた。

（あれ？　なんか……）

　いつもとどこかが違う。違和感の元を探すために目を凝らして、ようやく気がついた。玲音のダンスには、普段のようなキレがなかったのだ。

　いつもは目が覚めるようなステップも、流れるような手の伸ばし方も、どこかぎこちない。どうしたのだろうと思っていたその時、滅多に間違えることのない玲音がステップのミスをした。その直後体がぐらりと傾く。

　そして、あっと思う間もなく、玲音の体は地面に叩きつけられたのだった。

「玲音くん！」

　慌ててめぐみが駆け寄ると、玲音は顔をしかめながらも、大丈夫というように手をひらひらと振った。

「いたた……」

「大丈夫？　怪け我がしなかった？」

　意識があることにほっとしながら、玲音が体を起こすのを手伝う。

　痛そうな様子に心配して聞くと、玲音はあちこちを点検した後に、首を横に振った。

「大丈夫大丈夫。全然痛くないよ」

　安心させるように言ったのも束の間、玲音がめまいを起こしたようにふらついた。

「玲音くん！」

　ぐらついた上体を慌てて手で支えると、玲音は、めぐみの腕にしがみついてぎゅっと目をつむった。

「ごめん。ちょっと、疲れちゃった……かな」

　しばらく目をつむり、それから気を取り直したように顔を上げる。

「えへへ、ゴメン。もう大丈夫だよ」

　そう言って、玲音は安心させるように微笑んだ。しかし、めぐみは簡単に気を抜くことはできなかった。目に見えない場所に、なにか問題があるかもしれないからだ。

「病院行ったほうがいいんじゃない？　貧ひん血けつとか、なんか問題あると心配だし……」

「大丈夫！　ちょっと足がもつれただけだよ」

　玲音は、珍しくむきになって言った。それから、言葉が強かったことに気がついたのか、言い直す。

「ここのところ、撮影とかがいっぱい入ってたから……。ちょっと、疲れてたんだと思う」

「撮影……？」

　その単語に、玲音がアイドルだったということを思い出す。わかっていたはずなのに、どうにも一緒にいると忘れがちになるらしい。そんな自分にめぐみが呆あきれていると、玲音は目をこすりながら頷いた。

「うん。昨日も昼に撮影がいっぱい入ってたから、ＶＴＲとかの確認の時間が夜しか取れなくて……夜通しそれ見てたから、実は今日も寝てないんだよね……」

「ええっ？　寝てないの!?」

「えへへ、まあ……。でも、移動時間とかでちゃんと寝てるよ？」

（それは寝てないって言うんじゃ……）

　心の中でツッコミを入れながら見ると、玲音の顔は普段よりもくすんで見えた。この様子を見る限り、かなり疲れているようだ。

「あの、家に帰って休んだほうがいいんじゃない……？」

　心配になって聞くと、玲音はかぶりを振った。

「大丈夫。少し、休めばいいだけだから……」

　言いながら壁際へとにじり寄って、玲音が壁に背をもたせかける。

　その顔には疲労が色濃く浮かんでおり、とてもではないけれど、こんな休憩だけで疲れが取れるとは思えなかった。

　それに、少し休んでまた練習するというのだろうか。それではなんの解決にもなっていないように思えて、めぐみは玲音の隣に並んで座ると遠えん慮りよがちに口を開いた。

「やっぱり心配だよ。家に帰ろう？　もし不安だったら送ってくから……」

　幼い子供に言い含めるように言って、玲音の肩に触れようとしたその時だった。

　不意に玲音がめぐみの手を握る。突然のことに驚いていると、玲音はぐっと近づいてめぐみの顔をやや下から覗き込んだ。玲音の眼差しが、甘く、妖あやしくめぐみのことを見つめる。そのどこか切実な眼差しに戸惑っていると、玲音はめぐみの耳元に唇を寄せた。

「じゃあ、肩……貸して？」

　囁かれた甘い声に、なぜだか肌が粟あわ立だった。

「えっ？　いいけど……。でも、クーラーの温度とか大丈夫？　あっ、ひざ掛けとかどこかから借りてきたほうがいいかな？」

　妙に落ち着かない気持ちになりながらも言うと、玲音はちょっとがっかりしたように唇を尖らせた。不満気に、めぐみの顔を見上げる。

「全然だいじょーぶ。肩貸してくれたら元気になるもん」

「そ、そっか……」

　頷くと、玲音の頭がめぐみの肩に乗った。

「ん、あったかい……」

　満足気に呟いて、玲音が猫のようにめぐみの肩に頰をすり寄せる。そのぬくもりと髪の柔らかさに、めぐみは急に鼓動が速くなるのを感じた。何故か、恥ずかしさが増していく。

　密着すると、ほのかに玲音の香りが漂った。若木を思わせる甘く爽やかな匂においに、幼く見えても、可愛く見えても、改めて玲音が男性だったということを実感する。

「あの。でも、ちゃんと横になったほうが良くない……？」

　なんとか密着状態から抜け出せないかと思いつつ提案を口にすると、玲音はめぐみの肩にもたれかかったまま、軽く首を横に振った。

「んー。ボクはこっちのほうがいいなー。こうしてるのが、一番幸せ」

　言いながら、玲音がめぐみの指に指を絡ませる。その熱さに息を吞むと、くすりと笑う声が聞こえてきた。

「あ、でもめぐみちゃんが膝ひざ枕まくらしてくれるなら、横になってもいいかも」

「え？　あっ、そっか。そうだよね！　横になったほうが楽だよね」

　なるほどと頷いたが、その先の展開を思い描いためぐみは、大変なことに気がついた。

（あれっ？　膝枕ってことは、えっと、私が膝を貸す、ってことだよね？）

　膝枕のほうが休めるというのなら、してあげたほうがいいのかもしれない。けれど、今めぐみはスカートだ。さすがにめぐみも恥ずかしさを耐えられる気がしなかった。

（でも、玲音くんは疲れてるし……）

　やっぱり、タオルを膝に敷くなどしてでもやるべきだろうか。ぐるぐるとめぐみが悩んでいると、玲音が声をたてて笑った。

「ウーソ、冗談だよ」

「ええっ？」

「……して欲しいのは本当だけどね？」

　言いながら、玲音が指を握る力を強くする。甘えるように囁かれた言葉にくらくらしながら、めぐみはひそかにため息をついた。玲音には翻弄されてばかりだ。

　それでも、どうしてだかそのことを嫌だとは思わないのだった。むしろ、こうして傍にいられることを、どこか嬉しく思ってしまう。

　玲音が休みやすいようにとめぐみが肩の力を抜くと、玲音も遠慮がちに体の力を抜いていった。肩に乗った頭が、ほんの少しだけ重くなる。

（玲音くんも、これで少しは休めるといいんだけど……）

　そう思いながら、めぐみも目をつむる。視界が暗くなると、ぬくもりだけがはっきりと感じられた。ゆっくりと緊張がほぐれていく。

（あったかい……）

　人肌の熱というのは、こんなにもほっとするものだったのかとめぐみは思った。今までこうして、誰かと寄り添うなどしたことのなかっためぐみにとって、それは新しい発見だった。

（だから玲音くんも、こうしたかったのかな……）

　疲れているからきっと、誰かに甘えたい気持ちだったのだろう。そんなことを考えながら、寄り添うように玲音の頭にそっと頰を乗せた、その時だった。

「……ずっと……こうしていたいな」

　小さく、低く、玲音が囁く。夢を見るような、どこか遠くで聞こえた独り言に、どきりとしてめぐみは目を開いた。それから、こっそりと玲音の顔を盗み見る。玲音は、立てた片膝を両腕で抱え込みながら、焦点の合わない眼差しで遠くを眺めていた。その横顔が、驚くほど寂しそうに見える。

「でも……こんなこと、本当はしてちゃ駄目だよね……。もっと、練習しないと……」

　吐息混じりに、玲音が呟く。あまりに悔しそうな声に、気がつけばめぐみは疑問を口にしていた。

「……どうして、玲音くんはそんなに練習するの？」

　めぐみから見れば、玲音だって十分に踊れている。こんなに焦るほど、練習が必要だとは思えなかったのだ。しかし玲音は、首を横に振って言った。

「まだ、追いつけないんだ。太陽と、奏に……」

　切実さを含んだ声で言って、玲音はため息をついた。

「奏も太陽も、ボクより年上なんだけど……。すっごくかっこいいんだ。歌もダンスもうまくって、顔もかっこよくって……」

「……玲音くんもかっこいいよ？」

　お世辞ではなく言った言葉だったが、玲音は曖昧に笑っただけだった。

「でも、奏と太陽には敵かなわないよ。二人とも、すごいんだもん」

　珍しく投げやりな声だった。めぐみが黙りこんでいると、玲音は自分でもまずかったと思ったのか、少し気を取り直すように言った。

「……実はね。このあいだ、久しぶりに太陽と奏と一緒にダンスを合わせる練習があったんだ。いっぱいここで自主練してたから、ボクもそれなりに踊れたんだけど。でも……」

　言葉を一瞬切って、絞りだすような声で玲音は言った。

「……二人とも、本当にすごいんだ。振り付けを覚えるのも早いし、ボクよりもずっとずっとうまくて、ステップも、ターンも、全然敵わなくって……」

　その時の光景を思い出しているのか、玲音は黙り込んだ。めぐみの肩に頭をもたせかけたまま、深くため息をつく。

「どうすれば……追いつけるのかな……。このままじゃ、アリス……ボクたちのファンのみんなをがっかりさせちゃう……」

「玲音くん……」

　途方に暮くれたような玲音の声に、めぐみはかける言葉を見つけられずただ玲音の手を優しく握り返すことしかできなかった。こんな時、どうやって励ませば良いというのだろう。

　どんな言葉も、めぐみとは立場も背負っているものも違う玲音にとっては上辺だけの言葉にしか聞こえない気がした。

（もっと、玲音くんの力になれたらいいのに）

　悔しく思いながら唇を嚙かみ締しめていると、隣からあくびの声が聞こえてきた。見ると、玲音が眠そうに目をこすっている。

「……寝てていいよ」

　囁くように言うと、玲音は頷いて目をつむり、再び体の力を抜いた。

「ボクも……早く、太陽や奏みたいにならなきゃ……」

　玲音の掠かすれた声が、耳元に届く。程なくして、静かな寝息が聞こえてくるようになった。

（……寝ちゃった……？）

　玲音を起こさないように身じろぎすると、すうすうと寝息をたてている玲音の寝顔が目に入った。長いまつげが、頰に深い影を落としている。

　あどけなく無防備な寝顔に胸を打たれ、めぐみは言いようのない無力感を覚えた。玲音はあんなにも頑張っているのに、どうして自分はもっと力になることができないのだろう。

　こうして肩を貸すことしかできない自分が情けなく、ただただ悔しい。

（疲れを取る食べ物ってなんだったっけ……）

　自分の記憶をひっくり返したが、すぐには思いつかなかった。どうして、家庭科の授業を真ま面じ目めに受けなかったのだろうと、自分で自分が腹立たしくなる。

（他に……なにか、できること、ないかな……）

　歯は嚙がみしながら、懸命に思考を巡らせる。

　けれど、ただの高校生であるめぐみには、どうしてもなにも思いつかないのだった。




「──ねえ、これどういうこと？」

「俺が知るか。玲音に聞けよ」

　遠くから聞こえてきた誰かの声に、めぐみは唐突に眠りから覚めた。

（あれ……？）

　どうやら、気がつかないうちに眠っていたらしい。

（えーっと、なんで寝ちゃったんだっけ……）

　ここはどこだっただろうかと思いながら、ゆっくりと目を開く。

　その途端、赤髪の男性と、黒髪の男性の姿が目に飛び込んで来て、めぐみは呆気に取られた。そこにいたのは、あまりにも端整な顔立ちをした、見覚えのない二人組だった。

（……え？）

　思わず声をあげようとしためぐみに、黒髪の男性が、しー、と人差し指を唇に当てる。

「玲音が寝てますから。静かにしてください」

（玲音くんが、寝てる……？）

　その言葉に、めぐみはようやく眠る前のことを思い出した。同時に、左肩に乗った重みが玲音の頭であったことに気がつく。

（そっか。私、つられて寝ちゃったんだ……）

　ある程度現状が把握できてくると、今度は目の前の二人のことが気になりだした。このダンススタジオで玲音以外の人間を見たのは初めてだったからだ。

　思わず、しげしげと眺めてしまう。黒髪の男性のほうは一見優しく見えたが、造り物めいた美しさと黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねがどこか冷たげな印象を与えており、逆に赤髪の男性は、燃え盛るように輝く瞳が印象的で、どこか荒々しさを感じさせる顔立ちをしている。タイプは違うが、どちらも見たことのないぐらいかっこいい人間であり、玲音に引けをとらない見み目めをしていることは確かだった。

「あの……あなたたちは……？」

　恐る恐る小さな声で問いかけると、彼らは面白がるような笑みをちらりと浮かべた。

「へえ。本当に知らないんだな」

「玲音の言った通りですね」

「あの……？」

　言わんとすることがわからずめぐみが戸惑っていると、黒髪の男性のほうが口の端はしだけ持ち上げて静かに微笑んだ。

「私は奏。三み日か月づき奏です。そしてこちらが……」

「響ひびき太陽だ、よろしくな」

（奏と、太陽……）

「もしかして、あなたたちが玲音くんと同じグループの……？」

　予想をつけて聞くと、奏と名乗った男性は当然だというように頷いた。

「それで、あんたが大空めぐみ……で合ってるか？」

「はい。そうですけど……」

「ってことは、玲音が……俺たちが『Wonderland』のメンバーだっつーことはわかってるってわけだ」

「一応……。玲音くんからはそう聞いてます」

　太陽と奏に揃って見み据すえられ、めぐみはたじろぎながらも頷いた。年上で美形な人に見つめられるということは、ときめく以上に緊張するのだということを初めて知る。

　刺すようなその双そう眸ぼうに居心地の悪さを感じて俯くと、頰に柔らかな髪が触れた。二人が来ても一向に目を覚まさず、めぐみの肩にもたれて眠ったままの玲音のものだった。三人で会話をしていてもまだ起きないところを見ると、相当に疲れていたらしい。

（大丈夫かな……）

　玲音のことを気にかけていると、ため息が聞こえてきた。太陽のものだった。

「にしてもシェアハウスに全然帰ってこないと思ったら……ったく、まさかこんなところで寝こけてるとはな」

「仕方がありませんよ。玲音、ここのところずっとドラマの撮影に追われていましたから」

　先程玲音の言っていた撮影とは、どうやらドラマのものだったらしい。玲音から聞いた時に、彼がアイドルだったことを再認識したはずだったのに、こうして具体的な単語を聞くと余計に玲音との隔たりを実感してしまい寂しさが募つのった。

　玲音は確かにここにいる。けれど、普段はめぐみの知らないところで立派に芸能人として活動しているのだ。それを、あえて見ないようにして過ごしてきたのはめぐみだった。

「玲音くん……。毎日、そんなに忙しいんですか？」

　重たい口を開いて問うと、奏が頷いた。

「そうですね。今までは音楽活動だけだったんですが、最近うちのグループも人気が出てきましたから……ドラマや、インタビューなど、色々メディア露ろ出しゆつが増えたんです」

「しかも今度、一周年記念ライブがあるからな」

　ライブ用の振り付けを覚える必要があるのだが、あまりの忙しさに練習時間がうまく確保できないらしい。太陽と奏はそれでも平気だったが、振り付けを覚えるのが苦手な玲音は思うように踊れず、そのために自主練習を始めたのだと奏は語った。

「こいつ、完かん璧ぺき主義なんだよ。俺らに遅れてるのが気に食わなかったんだろ」

　太陽は呆れるように言ったが、どこかその声は誇らしげに聞こえた。

「それに玲音は、アリスたち──ファンを大切にしますから。みんなの期待を裏切れないと思っているのかもしれません」

「アリスは、〝アイドルの玲音〟を求めてるからな。その夢を壊さないようにしなきゃいけない、って思ってんだろ」

（そういえばさっきも、ファンのみんなをがっかりさせちゃうって言ってた……）

　完璧に踊れないことが、ずいぶんとプレッシャーになっていたのかもしれない。

（今まで、全然そんなこと言わなかったのに……）

　いつだって玲音は明るくて、自信たっぷりだった。心の内にそんな想おもいを秘めているなんて、どうして思うだろう。

「アイドルって……大変なんですね」

　めぐみが呟くと、二人は自信ありげに微笑んだ。

「ま、それが俺らの仕事だしな」

　そう言う二人は、妙に達たつ観かんして見えた。アイドルというものが背負うものの重みを垣間見たような気がして、胸がざわつく。

「……といっても、玲音はもう十分踊れているんですけれどね」

　その時、奏は表情を曇らせて言った。

「そうなんですか？」

「ええ。レッスンの先生だって合格点出していましたから。本当は自主練だってストップがかかっていたんです」

「え……？」

　初耳だった。二人に追いつきたいという玲音の気持ちはわかるが、十分踊れているなら徹夜明けにこんなに疲れてまで来る必要などなかったのではないだろうか。まだ練習が必要だと思うなら、疲れが取れてからでも良かったはずなのだ。

「じゃあどうして玲音くん、練習に来たんだろう。今日ぐらい休めば良かったのに……」

　めぐみがぽつりと漏らすと、奏は気まずげに視線をそらしながら言った。

「それは……貴女あなたに会いたかったから、でしょうね」

（私に、会いたかったから？）

「そんな、まさか」

　信じられずに、太陽と奏は困ったように顔を見合わせるばかりだった。

「多分、本当です。玲音、毎日貴女の話ばっかりしてましたし」

「相当無茶してこの練習に行くスケジュール、ねじ込んでたからな」

（噓うそ……）

　青天の霹へき靂れきだった。玲音は、毎回真剣に練習していたのだ。よもやめぐみに会うためにわざわざ練習に来ているだなんて、誰が思うだろう。

　けれど、思い返してみれば玲音は、めぐみが来ると毎回嬉しそうに駆け寄って来ていたし、次はいつ会えるだろうかと寂しそうにもしていた。

　それでもめぐみは、玲音が自分に会いに来ているのだとは思わなかった。過度な期待をしてはいけないと、心の底で思い続けていたのだ。──玲音は、アイドルなのだから。

「でも、どうして……？」

「どうしてって何な故ぜです？　玲音に会いたいと思われて嬉しくないんですか？」

「そりゃあ、嬉しいですけど……。でも、私って全然だめだめなのに……」

　声を小さくしながら、めぐみはうなだれた。

「だって、玲音くんは私のずっと前を歩いてて、私なんか全然追いつけないぐらいすごいんです。それなのに私は相変わらず模も試しは悪い判定ばっかりで、進路だってまだ曖昧だし、自習室行っても全然勉強に集中できてなくて……」

（それに、私は、玲音くんになにもしてあげられてないのに……）

　めぐみは、真剣にわからないのだった。めぐみは玲音との交流を毎日楽しみにしていたが、忙しい玲音が休む時間を削ってわざわざ会いに来るほど、自分に魅力があるとは思えない。前向きに進む玲音と自分とでは、ひどく隔たりがあるとしか思えなかったのだ。険しい顔をして悩み始めためぐみに、太陽と奏が顔を見合わせてぷっと噴き出す。

「あーなるほどな」

「はい。玲音が会いたくなるという気持ち、少しわかる気がします」

「ええっ？」

　苦笑を浮かべながら言った奏に、めぐみはますます困惑した。勝手に納得されてしまったが、めぐみにはなにがなんだかわからなかったからだ。

　二人に笑われて居心地悪さを覚えつつも、めぐみは次第に気分がふさがって行くのを感じた。玲音が、自分に会いに来るために無理をしていたと知ってしまったからだ。

　今日だって、めぐみと会う約束さえなければ、あんな風に転んでしまうこともなかったのではないだろうか。徹夜明けだと言っていたのだ。もしめぐみがいなければ無理して練習しようなどとは思わず、自分の部屋でぐっすり眠っていたに違いない。

（私……もしかして、玲音くんの迷惑になってる……？）

　彼らは、玲音が自分に会うのを楽しみにしていると言っていたが、素直に喜べないわけがわかった。めぐみが望むのは、玲音が元気に笑っていることであり、たとえ本人がそれを願っていたとしても、無理してめぐみに会いにくることではないのだ。

（私、玲音くんの力になりたいって思ってたのに）

　実際は、力になるどころか負担になっていたのだ。今のままでは本末転倒だ。

（でも、だったらどうすれば、いいのだろう……）

　忙しい中でも会いたいと思ってくれる玲音の傍にいるためには多分、玲音の役に立つ人間になるべきなのだろう。たとえば、ヘアメイク担当や、マネージャーなどがそれだ。しかし、ただの高校生であるめぐみには到底なれるものではなく、かといって他にできそうなことは思い浮かばない。

（なら、今の私にできることは……）

　考えるまでもなかった。玲音にはもう、会わないということだけだった。

　わかっていたことだったが、改めて悟った途端息が詰まりそうになった。もっともっと、玲音と話がしたい。今までのように会いたいと願ってしまう。

　けれど、それを続けた結果、玲音はダンスの途中で転び、三人が会話をしていても前後不覚に眠り込むほどに疲れることとなったのだ。

　ちらりと横を見ると、ぴくりとも動かずに眠っている玲音の姿が見えた。あまりにも、痛ましい寝顔だった。

（私……もう、ここには来ないほうがいいんだ……）

　今度ははっきりと、思った。それが最大限、今のめぐみにできることだった。

「あの」

　めぐみが顔を上げると、太陽と奏は揃そろってめぐみのことを見た。硬いめぐみの声に、なにごとかという表情を浮かべる。

　彼らがなにかを言うよりも先に、めぐみは息を吸って口を開いた。

「私……もう、玲音くんに会うの、やめます」

　一息に言うと、二人が大きく目を見開くのが見えた。

「会うのやめるとは……」

「ここへはもう来ない、ってことか？」

　恐る恐る、確認するように言った二人にしっかりと頷く。

「はい。……玲音くんの負担に、なりたくないから」

　それに、とめぐみは続けた。

「玲音くんは……あの、あなたたちは、これからもっと忙しくなるんですよね？」

　先ほど奏は、人気が出て来たと言っていたはずだ。三人の属ぞくするアイドルグループ『Wonderland』はこれからますます多忙を極めるに違いない。

「ま、そりゃあそーだろうな。ツアーも始まるし」

　答えたのは太陽だった。忙しくなるのを当然と捉とらえており、むしろそれを楽しんでいるようにさえ見えた。しかし奏は、懸け念ねんするような口ぶりだった。

「だから、貴女は身を引く、ってことですか？」

「はい」

「……貴女はそれでいいんですか？」

　奏は迷うように玲音を見ながら言った。めぐみを、そして同時に玲音を気き遣づかう素そ振ぶりだった。しかしめぐみは、きっぱりと言った。

「もう、決めたんです」

　どちらにせよ、玲音が本当に忙しくなってここへ来られなくなれば、会うこともなくなっていたはずなのだ。いずれ訪おとずれる事態なのであれば、今ここで自分が幕を引いたとしても、変わらないように思えた。

　めぐみの決意が揺らがないことがわかると、奏も太陽も、それ以上は言わなかった。口にしないだけで彼らも、玲音とめぐみの秘密の逢瀬が危あやういものだと思っていたのかもしれない。

「確かに、マネージャーからはスキャンダルは絶対に起こすなと言われてますし……本当はそうするのが、いいのかもしれませんね」

「まー、玲音は、怒るだろうけどな」

　ため息をつきながら、二人は今もまだ眠る玲音を眺ながめた。弟を見るような、柔らかい眼差しだった。

　彼らを見ていると、自分がいなくても玲音は大丈夫だと考えることができた。玲音には、こうして心配して様子を見に来てくれる人がちゃんといる。自分と会えなくなることを玲音も多少は残念に思ってくれるかもしれないが、きっとすぐ立ち直るはずだ。

「……じゃあ私、そろそろ帰りますね」

　結論が出た以上、長居は無用に思えた。めぐみがきっぱりと言うと、太陽はどこか不思議そうに目を細めた。

「玲音が起きるの、待たねーのか」

「……はい」

　太陽の目から逃れるように、めぐみは小さく頷いた。玲音が起きたら、今しがたの決心が揺らいでしまうかもしれない。

「あの。それで、厚かましいお願いなんですけど……さっきのこと、お二人から玲音くんに伝えておいてもらってもいいですか？」

「……わかりました。伝えておきます」

　奏のほうは、めぐみの胸中を悟さとったのだろう。気遣うように見やりながら、めぐみの頼みに頷いた。その時だった。

「ん……」

　さっきまで一向に目を覚まそうとしなかった玲音が、身じろぎする。そして、長いまつげを揺らしたかと思うと、ゆっくりと目を開いたのだった。

「あれ……？」

「……玲音、くん……」

　めぐみが硬直していると、玲音は顔を上げて、まじまじとめぐみを眺めた。

「めぐみちゃん？　あれ？　なんでボク、寝てたんだっけ……」

「昨日、徹夜したからだろ」

　横から話しかけた太陽に、玲音は驚いて目をぱちくりとさせた。

「え。太陽と奏？　なんでここにいるの？」

「なんでって、お前が全然帰ってこないからに決まってるだろ」

「いつもならとっくに帰って来ている時間なのに、なんの連絡もありませんでしたから。迎えに来たんです」

「え、もうそんな時間？」

　玲音につられてめぐみも時計を見ると、時刻はいつの間にか夜の七時を回っていた。普段であればめぐみも自習室での勉強を終え、帰き途とにつくころだ。

　どうやら、めぐみが玲音と一緒に眠っていたのも、ずいぶんと長い時間だったらしい。今更、自習室での勉強をすっぽかしたことに気づいて驚いていると、隣からくすっと笑う声が聞こえてきた。

「そっかあ。今日は二人でお昼寝しちゃったんだね」

　おかしそうに言いながら、玲音がめぐみの顔を覗き込む。しかしめぐみはその笑顔を見ていられずわずかに目をそらすと、ようやく立ち上がった。

「そう、みたいだね……。じゃあ、私そろそろ門もん限げんだし、帰るね！」

　ぎこちなく見えないよう、懸命に平静を保ちながら言うと、玲音は名残惜しそうにしながらも頷いた。

「うん。気をつけてね」

　去ろうとして、めぐみは自分の足が止まってしまうのがわかった。あっさりと帰ってしまうのがあまりに寂しく、玲音の顔をもう一度だけ見たいと思ってしまう。

「……今日はちゃんと寝なきゃダメだよ」

　振り返ると、玲音は嬉しそうに頷いた。

「うん。わかってる」

「あと、ちゃんと栄養とかも摂ってね。健康が第一なんだから」

「はーい」

「……あと無理もしちゃだめだよ？　怪我しちゃうかもしれないんだから」

「もー、めぐみちゃん、なんかお母さんみたいだよ？」

「玲音くんが倒れたりするからでしょ！　あ、あと……」

　いつまでも元気でね、と言おうとしてめぐみは絶句した。言ってしまったら、もう二度と玲音に会えないとはっきり自覚すると思ったからだ。喉のどがふさがったようになり、うまく続きが言えなくなる。

「……めぐみちゃん？」

　様子がおかしいことに気がついたのだろう。心配そうに顔を覗き込んできた玲音に、めぐみは理性を総動員して微笑みを浮かべた。

（泣いちゃだめだ）

　自分は玲音を応援すると決めたのだ。ここで、台無しにするわけにはいかなかった。

「じゃあ、そろそろ私は行くね。玲音くん、今日はちゃんと休んでね！」

「うん。ありがと。じゃあ、またね」

　めぐみの胸中を知らない玲音が、次の約束を口にして微笑みを浮かべる。

　めぐみは、その笑顔を目に焼き付けるためにじっと顔を見つめると、それ以上はなにも言わずに部屋を後にしたのだった。




　翌日、いつものように自習室のあるビルまでやってきためぐみは、ゆううつな気持ちでビルを見上げていた。

（大丈夫。もうあのフロアには行かないし……。会うわけ、ないよね）

　そもそも、あの時出会えたのだって奇跡だったのだ。普通に自習室へ行けば、玲音に遭遇するはずもない。それでも、不安は拭えなかった。

　あの後、約束通り二人がめぐみの決意を伝えていたとしたら、玲音が待ってくれているという可能性もあるかもしれない。そこまで考えてから、めぐみは自分がずいぶんと都合よく期待していることに気がついて苦笑を浮かべた。玲音は忙しい身だ。めぐみのことを待っている暇など、本来あっていいわけがないのだ。

　それでもやはり、期待せずにはいられない。玲音と過ごした時間は、彼にとっても大切なものだったと信じたかった。

（……やっぱり、今日はやめようかな）

　こんな未練たっぷりな状態では、勉強に身が入るとは思えなかった。

　それにたまにはひとりで気分転換するのも悪くないはずだ。参考書を買いに行くのもいいかもしれない。まるで言い訳のようにそう考えながら、めぐみは踵きびすを返したのだった。




　ひとりで雑貨屋や本屋を、ゆっくり巡る。それから次にどこへ行こうかと思いながら歩いていためぐみは、とあるＣＤショップのショーウィンドウを見て立ち尽くすこととなった。そこに設置されたモニターでは、『Wonderland』のＰＶプロモーシヨンビデオが流れていたからだ。

（玲音くんだ……）

　それは、初めて見た玲音のアイドルとしての姿だった。いつものようにいたずらっぽく瞳を光らせながら、太陽や奏たちとともに歌う姿がモニターに流れていく。

　身に纏まとう衣装はアイドルにふさわしいきらびやかさで、普段のジャージ姿に見慣れていためぐみの目にはまるで別人のように映った。その愛らしくウインクする姿も、迷いのなさそうな眼差しも、いつもと同じように見えるはずなのに、どこか他人のように見えてしまう。玲音がアイドルだという動かしようのない事実が、急に迫って感じられた。

「あーっ！　WonderlandのＰＶが流れてる！」

　その時、はしゃいだ声が背後から聞こえてきた。振り返ると、女子三人の姿があり、彼女たちは喜びの表情を顔に浮かべながら、食い入るようにモニターを眺めていた。

「ああもうっ、太陽の胸むな板いたマジでヤバいー！」

「奏様のクールな眼差し……たまんないよぉ」

「玲音の可愛さも犯罪的でしょ！　もー！」

　きゃあきゃあと嬌きよう声せいをあげながら彼らの魅力を語る彼女らに、こっそりと微笑む。

（すごいな、玲音くんたちってこんなに人気なんだ）

　素直に感心したつもりだったが、何な故ぜだか胸むねの奥が強く痛んだ。そんな自分の感情に驚いて、顔を強ばらせる。

　玲音を応援すると決めた時から、玲音の活躍を見たら喜ぼうと思っていたはずだった。それなのに、どうして自分はこんなにも寂さびしい気持ちでいるのだろう。

（玲音くんは、ファンのみんなのために頑張ってるんだから）

　喜びこそすれ、悲しんではいけないと思った。胸をかき乱す感情を無視して、モニターに映る彼らを眺め続ける。けれども、どうにも胸の痛みは消えそうにないのだった。




　それでも、日々をふさぎ込んで過ごすことはできなかった。

　毎日のようにせっせと自習室へと通う。この頃には一人で勉強するのも慣れてきて、めぐみは自分が案外勉強を楽しめるようになっていることに気がついた。むしろ、楽しまないではやっていられないと思っていたのかもしれない。

　気を抜くと玲音のことばかり考えてしまいそうになるめぐみにとって、自習室での勉強はいい現実逃避にもなっていたのだ。

（それでも私は、結局やりたいこともなりたいものも、見つけられていない……）

　大学受験以外に目標のない勉強というのは、時に張り合いのなくなるものでもあった。

　ふとした時に浮かぶのは、玲音と交わした会話だ。玲音は、今のままのめぐみでもいいと言ってくれたが、めぐみはやはり今のめぐみではない、別のなにかになりたいと思ってしまうのだ。特に、玲音のためになれる自分に──。

　またしても玲音のことを考えてしまっためぐみは、思わず息を吞んで口元を押さえた。

　玲音と別れた時は、すぐにこの寂しさは風化すると思っていた。元より二人きりで会ったのは数えるほどだったのだから、めぐみの中でこんなにも玲音の存在が大きくなっているとは思わなかったのだ。

（でも……もう、遅かったみたいだよ……）

　玲音と会えないのは、すでに耐たえ難がたいこととなっていた。玲音に会いたいと、全身が訴える。それでももう、めぐみにはどうすることもできないのだ。

（ああ、もう……）

　どうしようもなくなって、めぐみは勉強を放ほう棄きすると自習室の机に突っ伏した。今はもう、なにも考えたくはなかった。




　夢の中で、めぐみは玲音と一緒の学校に通っていた。うっすらとそれが夢であることはわかっていたが、それでも嬉しかった。漠然と、この時間を大切にしたいと感じる。

　夢の中での玲音は、常に笑顔だった。お菓子を持って行くと喜び、めぐみが笑うとつられたように笑う。

　彼の笑顔を久しぶりに見て、めぐみはつい最近映像で見た玲音の笑顔が、今目にしているものとは違っていたことを思い出した。

（ああ、私は……玲音くんのこの笑顔が好きだったんだ……）

　それは多分、遠くから眺めているだけでは見ることのできない笑顔だった。玲音は、二人きりになると本当に無邪気に笑うのだ。

　アイドルの玲音ではない、素の玲音の笑顔がめぐみの好きなものだった。

（この笑顔が見たい。そう思ったから私、お菓子を作って持って行ってたんだった……）

　夢の中特有の、散漫とした思考の中でめぐみは思った。

　自分の力で、誰かを笑顔にできることが嬉しくて。

　自分の作ったもので、誰かを元気にしたくて。

　だからめぐみは、お菓子を作り続けたのだ。

（そっか。そうだったんだ）

　自分のやりたかったことが明確になり、急に視界が開けたような気がした。今まで見えなかった未来への道が、うっすらとだが自分の足元から伸びていくような気がする。




　悟った途端、切実に勉強しなければと、めぐみは思った。お菓子作りだけでなく栄養のことももっともっと勉強して、自分が力になりたいと思った時にその力を的確に使えるように、賢くなりたいと願う。夢うつつながらも、めぐみが決心した。その時だった。

『──ボクのためかもしれないけど、ボクの気持ちも考えてよ』

　囁き声が聞こえたかと思うと、額に柔らかいものが押し付けられた。ふ、とあたたかい息が額にかかる。

（……唇？）

　そう思った途端急に意識がはっきりしてきて、めぐみははっと目を覚ました。

（あれ……？）

　寝ぼけた目をこすりながら、頭を上げる。そこは見慣れた自習室であり、めぐみの学校ではありえなかった。

（夢、かあ……）

　玲音に会いたいという自分の願望が見せた夢だろうとは思ったが、落ち込むことはなかった。やりたいことがようやく、見つかったからだ。

（やっぱり……管理栄養士、とかがいいのかな）

　美味しいもので誰かを励まし、その人の体調も気遣いたいと思ったら、それが一番ぴったりだと思えた。

（よし！　受験、もっと頑張ろう）

　決意も新たに再び勉強しようと思っためぐみだったが、おでこに残った感触が急に気になりだして、自分の額にそっと手を触れさせた。

（さっきのも夢だったのかな……）

　それにしては妙にリアルな感触だった。額にキスされたように感じたのだ。声だって、すぐ傍で聞こえたような気がした。

　しかし、いくらあたりを見回しても、そこには誰の姿もなかった。それもそのはず、ここは自習室の中でも奥まった個人ブースの中なのだ。

　周囲を見渡すのを諦めて問題集へと向き直る。そこでようやく、めぐみは手元のノートに見慣れない色の紙が挟まっていることに気がつき、その紙を手に取ってみた。

「……え？」

　そこに書かれていた文字に驚いて小さく声をあげる。

　それは、アイドルグループ『Wonderland』の一周年記念ライブチケットだったのだ。
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　当日まで散々悩んだあげく、めぐみはそのライブへ行くことにした。

『Wonderland』のライブ会場は、思っていたよりもずっと大きな建物だった。こんなに立派なホールでライブが行われると知り、驚きと同時に緊張が湧わいてくる。

（お客さん、何人ぐらいいるんだろう……）

　あたりを見回しながらロビーに入り、チケットに記載された席へと向かう。そこは、前のほうの席で、むしろ関係者席と言っていいかもしれない場所だった。

　このチケットを置いていったのが誰だかはわからなかったが、玲音なのではという期待を持たずにはいられなかった。最後の額に触れた感触自体は夢かもしれないにしても。

（玲音くんも私を忘れないでいてくれたのかな）

　その考えは、めぐみの心を励ました。一応これでも、玲音に忘れられたとしても恨めないと思っていたのだ。

　しばらく待っていると、会場が暗くなっていった。それと同時に、ＢＧＭの音量があがっていく。いよいよ、ライブが始まるのだ。

　派は手でな舞台用花火が上がり、歓声が一気に大きくなる。

　そしてようやく、舞台の上に三人の姿が現れたのだった。

（玲音くんだ……！）

　鮮やかな色の衣装を着こんだ玲音が舞台の上で手を振るのを、めぐみは固かた唾ずを吞んで見守った。店頭のモニターで見たのと比べものにならないぐらい、輝いて見える。

　三人の登場に、会場に響き渡る歓声はよりいっそう大きくなった。

　女の子ばかりの、耳が痛いくらいの歓声というのを聞くのは初めてで、めぐみは思わず身をすくめた。その声の大きさに、どれだけ彼女らが玲音たちを待ち望んでいたのかを知る。

（本当に、人気のアイドルグループなんだ……）

　ショーウィンドウで見てわかっていたつもりだったが、それでもめぐみの想像を超えた人気ぶりだった。夏休み中は授業がないため聞くことができなかったが、きっと友人たちもみな、『Wonderland』のことは知っているのだろう。

　曲が始まり、玲音たちは華か麗れいにステップを踏みながら歌い始めた。三人が、ぴたりと息の合ったダンスを見せながら、息を切らす様子も見せずに歌い続ける。

（すごい……）

　ダンススタジオの時よりも、玲音のダンスは力強く、美しく見えた。透き通ったその歌声にも、体中が痺しびれたようになる。

　玲音たちが人を惹きつけてやまないわけが、ようやく本気でわかるような気がした。

　一曲を歌い終えると、彼らは舞台手前へとやって来て観客席に向かって手を振った。

「麗うるわしきアリス……、今日は来てくれてありがとうございます」

「オマエら今日は色んなこと忘れて楽しんで行けよ！」

「ボクたちが忘れさせてアゲル♡」

　玲音らの挨あい拶さつに、わっと会場が沸く。にこにこと笑顔を浮かべながらみんなに手を振っていた玲音は、その時ふっとめぐみのほうへと視線を向けた。薄群青色の瞳と目が合ったような気がして、どきりとする。

　玲音は、一瞬だけぱっと嬉しそうな表情を浮かべた。その瞳が、すぐにいたずらっぽい色を宿らせる。

「そうそう。夏休みって自習室で勉強する子とか多いかもしれないけど──」

　突然脈絡もなく話し始めたかと思うと、玲音は人差し指を唇に当ててぱちりとウインクした。

「自習室で寝ちゃダメだよ。ボクが、おでこにキスしちゃうから。ね？」

　めぐみのいるほうを見つめながら言った玲音の言葉に、めぐみははっとしておでこに手を当てた。

（じゃあ、まさか、あれは──）

　めぐみは夢だと思っていたが、それは勘違いだったのかもしれない。

　めぐみが顔を赤くしておでこを隠しているのが見えたのか否いなか、玲音は満足そうに微笑んで手を振った。その手首に巻かれているのは、水色のリボン──。

「キミと会うのがボクの元気の源みなもとなんだ。だから、絶対に諦めないよ。どんなことになってももう一度、ううん。何度だって会う。だってボクってわがままだから」

　そう言って投げキッスをした玲音に、会場が一気に沸く。しかしめぐみは、声をあげることもできずにただ、舞台上の玲音を見つめることしかできなかった。今のは……！

　絶対に諦めないという玲音の言葉は、めぐみの心の奥深くを打ち、体中に響いていった。頰が、手足が、熱を帯びていく。

　もう一度玲音に会いたい。それはもう、揺るぎのない願いだった。

　それが、どんな感情から来るものなのか、めぐみはもう知っているような気がした。多分、初めて出会ったあの時から、この気持ちはめぐみの中にすでにあったのだ。

（私も、諦めないよ玲音くん）

　自分のすべきことを見つけた今、めぐみは改めて強く思った。もう一度玲音に会うためなら、きっといくらでも頑張れるという自信が体の奥から湧いてくる。

　自分の心の中で、ひとつの想いが確かな形になっていくのを感じながら、めぐみは微笑みを浮かべたのだった。
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「──香か代よ、香代。ならば今、そなたの力を封ふうじよう」

　さらさらと風が木の葉を揺らす音の中に、穏おだやかな低い声が落ちた。

　白い髪が、淡あわい色をした桜さくらの花びらとともに舞う。

「ふうじる？」

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながら、香代が聞き返す。幼い香代には、難むずかしい言葉だったのだ。

「力をここに閉じ込めるということだ」

　彼は微笑ほほえんで、香代の胸のあたりを指さした。

「そうすれば、我らの姿が見えなくなる。普通のおなごと、同じ娘になれるはずだ」

「でも……そうしたら、他のみんなも、あなたも、見えなくなっちゃうの？」

　泣き出しそうに、香代の声が震えた。そんな彼女の前にしゃがみこんで彼がその頭を優しく撫なでる。

「だが、我ら妖よう怪かいの姿が見えるせいで、人の世に馴な染じむことができないのだろう？　男子らにいじめられたと、泣いておったではないか」

「そうだけど、でも」

　言葉を切って、香代は言った。

「嫌だよ。みんなが見えなくなっちゃうなんて。ずっと一緒だって約束したじゃない」

　香代の言葉に、彼は目を細めて微笑んだ。安心させるような笑顔だった。

「大丈夫。そなたが成長してもまだ望むようであれば、自然に封印は解とけるだろう。だから、今は我らのことを忘れて人の世で生きるがいい」

「でも、わたし……！」

　香代は懸けん命めいに抗こう議ぎしようとしたが、それ以上の言葉を口にすることができなかった。

　彼の指が、トン、と香代の額ひたいを軽く押した途と端たん、抗あらがえぬ眠気が襲おそってきたからだ。

　ぐらりと傾いた体を、彼が抱きとめる。あたたかく甘い、ほっとする香りに包まれた。

「……また、遊べるん……だよね……？」

　とろんとした目つきで、香代は眠ってしまう前にと懸命に話しかけた。約束をしなければ、このまま彼に二度と会えなくなってしまうような気がしたからだ。

「きっとまた、そなたと相あい見まみえよう」

「うん。……約束……だよ……」

　小さな声で言うと、ふっと笑う気配がした。

「ああ。約束だ」

　それ以上、目を開けていることは無理だった。

　ゆっくりとまぶたが落ちていく。

　香代が最後に見た彼の表情は、今まで見た中で一番優しい微笑みだった。
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「……うん。じゃあ、また明日学校で」

　そう言って通話を切ると、静かに鳴く鈴虫の声が耳に入ってきた。今年初めて耳にする音に、もうそんな季節なのか、と佐さ々さ木き香代は思った。

　そういえば、風も冷たくなってきている。早々と寝た両親を起こさないようにと、家の隣となりの神社へ行って電話をしていたせいで、すっかり体が冷えてしまった。昼はまだ残暑の厳しい日も多いが、朝と夜はすっかり涼しくなっている。もう、秋なのだ。

　カーディガンの前を片手で搔かき合わせながら、香代は手元のスマホを眺ながめた。

　──実は私、好きな人ができたみたいなの。

　電話の相手である親友のめぐみから聞かされたのは、そんな話だった。

（好きな人、かあ……）

　めぐみは、今まで男の子なんて興味ない、といった顔ばかりしている子だった。

　男子が嫌いなようには見えなかったけれど、ああも悩んだりと乙女らしい一面を見せるとは、実際のところ思っていなかった。自分と同じように、コイバナなどにはあんまり興味がないと思っていたのだ。

　今のところ、香代自身には特に好きな人も、気になる人もいない。共学高校であるから男子とまったく話さないということはないけれど、学校の外でまで彼らと親しくすることはなかった。こうして考えてみると、なんだか置いてけぼりにされた気分だ。

　少し落ち込みながら、香代は何気なく振り返った。視界に入るのは古びた趣おもむきのある木の壁と、小さなお賽さい銭せん箱ばこ。香代が幼い頃から何度も見てきた、櫻さくら木ぎ神じん社じやの社しや殿でんだ。

（毎日お参りしてるんだから、神様も私にいいご縁えんを持って来てくれたらいいのに）

　香代の父はこの神社の神かん主ぬしだった。そのため、香代は毎朝必ずお参りしており、熱を出し寝込んだ時以外に欠かしたことは一度もない。

（……たまには、神様に縁結びでもお願いしてみようかな）

　お祭りや初はつ詣もうでの時以外は夜にお参りしてはならないよ、と父は言っていたが、たまになら良いだろう。

　めぐみからの電話で微妙に気が沈しずんでいた香代は深く考えずに、早速お参りすることにした。今すぐお参りしたいと思ったのだ。

　お賽銭を入れ、うるさくないようにと鈴すずの緒おをひっそりと鳴ならす。そして、二回頭を下げると、邪じや念ねんを払うようにぎゅっと目をつむって二回手を打ち鳴らした。

「……私にも、素す敵てきな出会いがありますように」

　ここの神様は香代のことを子供の頃からずっと見守ってくれている。だから、きちんと願えばきっと聞き届けてくれるだろう。そう思って祈ったのだった。




「あれ。今日は香代、お弁当じゃないんだ」

　翌日。昼休みに鞄かばんから財さい布ふを取り出すと、一緒に食べようとやってきためぐみが意外そうな表情を浮かべた。

「うん。寝ね坊ぼうしちゃって」

「あ、相変わらず自分で作ってるんだ。しっかりしてて偉えらいなあ香代は」

「別にそんなんじゃないよ～」

　本当は父も母も日課の日につ供く祭さいやら境けい内だいの掃除やらで忙しく、香代の登校に合わせた時間にお弁当の用意をする暇ひまがないだけだ。

「えっと、じゃあお昼買ってくるね。先食べてていいから！」

「はーい、いってらっしゃい」

　ひらひらと手を振るめぐみに見送られながら、廊ろう下かへと向かう。

　そして一階へ下り、購こう買ばい部へ辿たどり着いた香代は、そのままそこで立ち尽つくすこととなった。大勢の生徒が、パンを買い求めに購買部へ押し寄せていたからだ。

（うわあ……）

　滅多に購買部でパンを買うことのない香代にとって、この混みようは予想できていなかった。誰もが、鬼気迫る顔で目当てのパンを手に入れようと躍やつ起きになっている。そこに割り込んで行く勇気は、なかなか出ない。

　どうしようかなと、右往左往していたその時だった。

「佐々木さん」

　突然背後から声をかけられ、香代はびっくりして振り返った。

　そこには、見知らぬ男子が立っていた。背は、香代よりも十五センチほど高いぐらいだろうか。きっちりとした学ランを着た、切れ長な瞳ひとみが特徴的で整った顔の──つまり、イケメンな男子の姿がそこにはあった。どこか造り物めいた双そう眸ぼうに、ついたじろいでしまう。

（この人、誰だっけ）

　これだけかっこよければ覚えていそうなものだったが、残念ながら香代の記憶にはまるで残ってはいなかった。もしかしたら同学年ではないのかもしれない。

　一体なんの用かと戸と惑まどっていると、彼はくすっと柔やわらかく笑った。

「パン、買えないの？」

「う……」

　彼はきっと、香代がおろおろしているのをずっと見ていたのだろう。急に恥ずかしさがこみ上げて赤くなっていると、彼はそれを肯こう定ていと受け取ったらしかった。

「やっぱり、そうだったんだ。……じゃあこれ、あげるよ」

「え？」

　彼が香代に差し出したのは、ここ鈴すず音ね高校の名物パン、ジャンボメロンパンだった。

「えっ？　でもこれ、一番に行かないと買えないっていう、幻のメロンパンじゃ……」

「俺はいいんだ。佐々木さんに喜んでもらえるなら、それでいいから」

　彼の浮かべた笑顔に、香代は束つかの間ま見とれた。あまりに爽さわやかな笑顔だったからだ。鼓こ動どうが、静かに速まっていく。

「で、でもなんで？　見ず知らずの人なのに……」

「……俺は、君をずっと見ていたよ」

「ずっと……？」

　静かな予感が、雪解けの水が川を満たしていくようにせり上がっていく。

　ひた、と紫がかった黒い瞳が香代を真まっ直すぐに見据えた。

「ああ。──俺、佐々木さんのことがずっと好きだったから」




「えーっ！　告白されたあああ!?」

　放課後。いつもの天文部の部室でこっそりと告白されたことを打ち明けると、同じ部員であるめぐみと早さ紀きは、同時に大声をあげた。

「ちょ、し、静かにして二人とも！」

　ここは部室棟三階の一番端はしにある部屋だとはいえ、近くに人が来ないというわけではない。ましてや、今三人がいるのは部屋の中でも一番廊下近くに置かれたソファであり、あまり大声を出せば、部活中にサボっているのがバレるおそれがあった。

「えっと、告白してきたのって誰なんですか？」

　身を乗り出しながら聞いてきたのは、向かいのソファに座る後輩の早紀だった。

　興きよう味み津しん々しんの眼まな差ざしに居心地の悪さを感じながら、うーん、と唸うなる。

「それがね、実はよくわからないの」

「わからない？」

「うん。名前と連絡先しか、聞かなかったし」

「えっ、そうなの？」

　驚いて目を見張るめぐみに、香代は困ったように頷うなずいた。

　彼は雪ゆき臣おみと名乗ったが、学年も苗みよう字じもクラスも、一切口にしなかったのだ。

「だから、からかわれただけなのかなーって思ったんだけど……。二人とも、雪臣くんっていう男の子知ってる？　すらっとした人なんだけど」

「うーん。私は知らないかな」

「私もです」

　二人の返答に、香代は落らく胆たんした。特に噂うわさ好きな早紀に聞けば、謎なぞめいた彼のことを多少なりとも知ることができると思っていたのだ。

（早紀ちゃんも知らないだなんて。あの人は誰だったんだろう……）

　壁に貼はられた星せい座ざ図ずを眺ながめながら彼のことを思い返していると、隣に座るめぐみがひょいと顔を覗のぞき込んできた。

「それで、ぶっちゃけどんな人だったの？」

「かっこよかったですか？」

　二人から矢や継つぎ早ばやに聞かれ、香代は目を白黒させながら曖あい昧まいに頷いた。

「多分。かっこよかったんじゃ、ないかな……」

　本当のことを言うと、かなりかっこいいほうだったけれど、それを口にすれば騒さわがれるのは目に見えていた。誤ご魔ま化かそうとした香代だったが、追及が来るほうが先だった。

「えーっ。なんでそんな曖昧なんですか先輩。というか、やっぱイケメンなんですか！」

「うちのクラスの岩いわ松まつよりもイケメンだった？」

「かなあ……？」と、首を傾かしげつつ頷けば、二人がわっと声をあげた。

「うわっ、岩松先輩レベルのイケメンって相当レアじゃないですか！」

「うーん、名前しか名乗らないイケメンかあ。そんな人もいるもんなんだね」

「なんだか、ミステリアスですよね」

　二人の言葉に、香代は大きく頷いた。

「うん。だから、やっぱりからかわれてるんじゃないかなあって思うんだけど」

「もう。だからどうしてそんなに、自信なさげなんですか」

「そうだよ。香代は可か愛わいいんだから」

　真剣に褒めてくる二人に、香代は恥はじ入りながら俯うつむいた。

「と、とにかく。そういうわけで、びっくりすることはあったけど、その、今はまだ、なにもないから！」

　なんとか言い切ると、早紀とめぐみの二人は一瞬呆あつ気けに取られた後、顔を見合わせてにやっと笑った。

「わかったわかった。でもまあ、なんであれ進しん展てんがあったら教えてよ」

「私、先輩のこと応援していますからね！」

　その瞳に浮かぶ面白がるような色に若干げんなりしながらも、香代は頷いたのだった。




　ひぐらしの鳴く声を聞きながら、香代はぼんやりと帰き途とについていた。地面に落ちる影が、ずいぶん長く伸びている。

「告白。されちゃったんだなあ……」

　昼の出来事を思い返し、香代はわずかに頰を赤くした。実は、告白されたのは、今回が生まれて初めてだったのだ。

（ちょっと、嬉うれしいかも）

　返事をどうするかということを考えると少し気が重いけれど、それでも心が弾はずむのは抑おさえきれなかった。なんといっても、小学校でも中学校でも、その手の話とはまったくもって無縁だったのだ。乙女として、嬉しくないわけがない。

（でも、返事どうしよう。あんまり長く保留するのも、相手に失礼かもしれないし……）

　悶もん々もんと悩みながら角を曲がると、家の神社に繫つながる石の階段が見えてきた。五十段はゆうにある、長い階段だ。その階段を上りながら、香代は昨晩のことを思い出した。お参りをした時のことだ。

（そういえば、素敵な出会いがありますようにってお願いしてたんだった）

　まさか、今日のことも櫻木神社のご利り益やくなのだろうか。

（なんて……さすがに、それはないよね）

　神社の娘らしからぬことを思いながら長い石段を上りきり、一礼をした後に鳥とり居いをくぐった。その時だった。

　突然、強い風が吹き抜ける。

　ざあっと風が木々を揺らし、枯れ葉の群むれが香代に襲いかかった。

「っ！」

　あまりに強い風に、香代は思わずぎゅっと目をつむって両腕で顔をかばった。風が耳元で唸り、背中まである髪を巻き上げていく。

『──小娘には、恋などまだ早い』

　不意に、耳元で低く甘やかな声がした。

　はっとして目を開けると、風が凪ないでいった。天高く舞っていた木の葉が、風の推すい進しん力りよくを失ってはらはらと落ちていく。

　その雪のように舞い落ちる木の葉の中に、見慣れない人の影が悠ゆう然ぜんと立っていた。

　ゆったりとした紫し紺こん色の着物に、夕暮れの赤を受けて鈍にぶく光る白銀の髪。そして、全すべてを見通すような叡えい智ち溢あふれる鋭い眼差し。

　はっと目を引くような顔立ちをした和服の男が、そこには立っていた。

　そのまま視線を上へと滑らせる。そこで、香代は目を疑うものを見つけて固まった。男の頭には、狐きつねのそれとよく似た形の、尖とがった獣けものの耳がついていたのだ。

「……へ？」

　ぽかんとしながらも、香代は懸けん命めいに目をこすった。見間違いではないかと思ったのだ。

　けれど、いくら瞬まばたきをしても、その耳が消えることはなかった。ふさふさと、揺れ動くばかりだった。よく見ると、背中のほうにも尻尾しつぽのようなものがついていた。毛皮だと思っていたが、揺れ動いているところを見ると、どうやらあれも彼の体の一部らしい。十本近くありそうな、毛のたっぷりと生えた大きな尻尾は、触るとかなり気持ちよさそうだ。

「なんだ。間抜けな声を出しよって」

「だって、その耳……」

「ほう。これがそんなに珍しいかのう？」

　耳をぴくぴくと動かし、男が薄うすく笑う。面白がるような笑みはしかし、なぜだか一瞬寂さびしげに見え、香代はどきりとした。

「ええと……」

　返答に困っていると、男は静かな足取りで香代に近づき、香代の髪をそっとすくった。骨ばった長い指が、慈いつくしむようにするりと香代の髪を撫でる。

　眼前に迫った涼しげな男の面差しに、香代は言葉を失った。

　紅色の瞳は、なんて艷あでやかなのだろう。

　自分を見つめるその双眸は、なんて恐ろしいのだろう。

　誰と比較することも適かなわないような秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうに畏おそれと憧あこがれを同時に抱いだき、香代は息をすることも忘れてただただ立ち尽くした。足が地面に縫ぬい止められたようになり、まったく身動きが取れなくなる。

「ふむ。まったく、そなたは無防備なおなごだ。本当に油断がならぬのう……」

　聞こえてきた低い囁ささやき声に、香代は自分の頰が熱を持っていくのを感じた。

　なにか、とんでもないことが起きるような予感が胸をくすぐる。

「あなたは、誰……？」

　問いかけると、彼の目がすっと細くなった。深い、底の見えない水面みなものような眼差しが、香代のことを縛しばり付ける。

「我が名は銀ぎん雪せつ。──幾いく千せんの時を生きる妖よう狐こだ」

（ようこって……あやかしの狐って書く、あの……？）

　いつか、漫まん画がで見たことがあった。確かに妖狐には、耳と尻尾があったはずだ。

（でも、まさか、現実にいるわけ……）

　思考がまとまらずに呆ぼう然ぜんとしていると、銀雪はふんわりと笑った。感情の摑つかめない笑顔に、またしても困こん惑わくする。

「どうした。そのようにぼけっとしおって」

「えっと。だって、あの……」

　目の前の光景は現実なのだろうかと思わず頰をつねったが、痛みは確かにあった。

「妖狐って……妖怪、ですよね？」

　改めて確認すると、銀雪は面白がるような笑みを口元に浮うかべた。腕を組み、ふさふさと尻尾を揺らす。

「そうだ、と言ったらどうする？」

「どうって……」

　首を傾げながら、香代は思ったよりも今の光景を受け入れていることに気がついた。驚きはするが、銀雪のことを異い質しつなものだとは思えないのだ。

（だって、悪い人じゃなさそうだし）

「別に、どうもしませんけど。妖狐の銀雪さんが、うちの神社になにか用なんですか？」

　素直に疑問を口にすると、銀雪は一瞬驚いたように目を見み張はった後に、苦笑を浮かべた。

「銀雪で良い。敬語もいらぬ」

「え、でも」

「構わぬから、普通に話すが良い」

「う、うん。わかった……」

　なぜ敬語でないことにそこまでこだわるのだろうと思っていると、銀雪は疲れたように肩に手を当てて首を回した。

「ああ、やはりこうして姿を現しているのは疲れるのう。目の前に現れれば多少は力の発現でも起こるかと思ったが。うむ、仕方あるまい」

　なんの話かと問おうとした瞬間、目の前に影が落ちた。そして、香代が疑問を口にすることは敵わなくなった。

（え？）

　一瞬なにが起きたのかわからず呆気にとられた香代は、自分の唇を塞いでいるものが、銀雪の唇であることに気がついて飛び上がらんばかりに驚いた。

（え？　ええええーっ！）

　思わず、勢い良く銀雪を突き飛ばしてしまう。

　しかし、体格の大きな銀雪にとって香代の腕の力など取るに足らないものだったらしく、彼はわずかに数歩後ずさっただけだった。何な故ぜ自分が突き飛ばされたのかわからないというように目をぱちくりとさせる。それでも、銀雪はすぐに気を取り直したようだった。ふむ、と考えこむように顎あごに手を当て、香代の体を上から下へと眺める。そして、最後に顔をじっと見つめると、満足そうに笑ったのだった。

「うむ、成功したようだの。これで我の姿が常に見えるようになった。やれ、楽ができる」

　鼻を鳴らし、銀雪が得意げに尻尾を揺らす。しかし、香代は彼のように平静ではいられなかった。生まれて初めてのキスを、見知らぬ男に──しかも妖狐に、突然奪われたのだ。

「な、な……なにするのー!?」

　突然大声を出したにもかかわらず、銀雪は悠然と香代を見るばかりだった。

「なにって、力を与えたに決まっている」

「力？」

「我の力だ。これでそなたは、妖怪が見えるようになったというわけだな」

　ほれ、と言いながら銀雪が香代の後ろを指さす。

　振り返ってそちらを見ると、鳥居の外でふわふわと漂ただよう火の玉が目に入った。

「……え？」

「逢おう魔まが刻ときだから、妖怪もずいぶん多いのう。ほれ、あちらにもいるのが見える」

　銀雪の言う通りに視線を横にずらすと、今度はそこにはテニスボールぐらいの大きさでふさふさの毛が生えた奇妙な生き物がいた。いや、生き物と呼ぶのは間違っているかもしれない。銀雪の言うことを信じるのだとしたら、彼らは妖怪だということになるのだから。

「うそ。妖怪って……え？」

　目をこすって、もう一度見てみる。しかし、火の玉も、奇妙な丸い生き物も、消えてはくれなかった。香代のことを興味深そうに見てくるばかりだ。

「うむ。力も定着したようだの」

　満足気に笑う銀雪を、キスをされたという衝撃も忘れて呆然と見上げる。

　直後、夕暮れの神社に香代の叫びがこだましたのだった。




（大変なことになった……）

　翌日、学校で香代は一人頭を抱えていた。

　あの後、家に逃げ込んだ香代を銀雪が追ってくることはなかった。その上家の中では妖怪を見ることがなかったため、あれは夢か何かだと昨晩は思っていたのだ。

　しかしその幻想は、翌朝打ち砕かれることとなった。鳥居を出た途端、小さな妖怪たちが、香代に群むらがってきたからだ。

　思わず、自分の頭がおかしくなってしまったのかと疑いそうになる。けれど、自分の周囲を蠢うごめく妖怪たちに試しにお菓か子しをあげてみると、彼らは喜んで食べ、そしてお菓子は消えてしまうのだ。そんな光景を見てしまうと、どうしても幻だとは思えない。

　香代は、今まで妖怪を見たこともなければ、その存在を信じたこともなかった。それだというのに、どうしてすんなりと目の前の光景を受け入れることができるだろう。自分を取り巻く世界が急速に変化していくのを感じながら、深いため息をついた。

（ほんと、妖怪って……なんなんだろう）

　机に突っ伏したままちらりと視線を窓まど際ぎわに向けると、空いている机の中を覗き込んだりして遊んでいる銀雪の姿が見えた。学校を見てみたいのだと言って、勝手について来てしまったのだ。どうやら学校が珍しいらしく、あちこちの生徒の顔を覗いて回ったり、教室の後ろのホワイトボードに落書きをしたりしている。

　教室の中で誰からも存在を気づかれずにいる銀雪を眺めながら、香代はますます頭を悩ませた。

（どうして、誰も気づかないの……？）

　あまりにも存在感がありすぎるから、自分以外に銀雪が見えないとは思えず、きっと騒ぎになると思っていたのだ。

　けれど、実際には銀雪に気づく人など一人もいなかった。

　騒がしい教室の中で誰からも認識されないでいる銀雪の姿を眺めていた香代は、不意に郷きよう愁しゆうにも似た物悲しさを覚え、慌てて彼から目をそらした。

　誰にも気づかれないというのは、どういう気持ちなのだろう。

（寂しくない、のかな……）

　朝、学校に来るまでに遭そう遇ぐうした妖怪たちは、どれも言葉を持たない者たちばかりだった。もし、世の中があんな妖怪ばかりだったら、きっと銀雪も話し相手がいなくて寂しいに違いない。だから銀雪は、自分に妖怪を見る力を与えたのだろうか。

（いや……それはないか）

　香代は、すぐにその考えを打ち消した。視線を向けた先で、銀雪が嬉しそうに手前の席の生徒のお菓子をつまみ食いしていたからだ。

（そういえば、妖狐って人を化ばかして遊ぶのが好きなんだったっけ）

　さっき気になってスマホで調べたが、ネットにはそう書いてあったはずだ。

（でも、こんな時期にしなくたっていいのに）

　香代は今、高三だ。受験間近なのだから、妖怪騒ぎに頭を悩ませている場合ではない。

　ちらりと窓際を見ると、やはりそこには銀雪の姿があった。その足下では、毛玉のような小さな妖怪がうろちょろと蠢いている。

（ていうか、妖怪って朝は出ないんじゃないの……？）

　以前読んだ本では、妖怪や幽霊たちは夜でなければ力を発はつ揮きできないと書いてあった。

　しかし目の前の光景を見る限り、どうやら世間一般で言い伝えられている妖怪の認識は、実態とはかなりずれているらしい。

（しかも全然怖くないし）

　周囲を走り回る妖怪は、ひよこのような見た目だったり、野菜のような見た目だったりと妙に愛らしく、どうにも憎めない。

　いつの間にか机の上にも上ってきていた毛玉のような妖怪を指で弾はじきながら、香代は鞄から教科書を取り出したのだった。




（疲れた……）

　家に帰ってきた香代は、自室に入ると一番にベッドに倒れこんだ。四し肢しを投げ出し、枕まくらに顔を埋うずめる。

　今日は一日、妖怪に悩まされた日だった。

　授業中は天井から落ちてきた小妖怪に思わず声をあげてしまい、先生に怒られてしまった。昼休みは、お弁当箱に群がってくる小妖怪を追い払うので精せい一いつ杯ぱいだった。そして帰り道は、妖怪たちが次から次へとやってきたため、逃げるのに大変苦労したのだ。

（小妖怪は力が弱いから、神域の神社には入って来ないって銀雪は言っていたけど……）

　つまり、神社を一歩出れば明日もまた、妖怪たちに頭を悩まされるということだ。明日からの毎日を想像して、深々とため息をつく。

（銀雪はずっと知らん顔してるし）

　妖怪を見えるようにしたのは銀雪なのだから、せめて責任は取って欲しい。

　恨みがましく思いながら、香代は寝返りを打って窓の方角をぼんやりと眺めた。銀雪は社殿の屋根で寝起きしていると言っていたから、きっと今もそこにいるのだろう。

（でも、なんで私だったんだろう）

　神社に住んでいたから、興味を持ったのだろうか。参拝客も少ないこの神社で、からかえる相手は香代しかいなかったというのだろうか。

　尽きない疑問に頭を悩ませながら、香代は目をつむった。

　妖怪とはまったく無縁に生きてきた香代は、ただただ困惑することしかできない。それでもなぜか、銀雪や小妖怪たちを怖いと思うことはなかった。むしろ、あたたかみさえ感じてしまう。

　それに、どこか懐かしい──。

　その時、鞄に入れたままだったスマホが震える音が聞こえてきた。

　のろのろと体を起こして鞄からスマホを取り出す。それからメッセージを開いた香代は、書かれていた内容に驚いて目を瞬しばたたかせた。

『今度の土曜日、一緒に遊びませんか。良かったら、二人きりで』

　差出人は、雪臣だった。短い文面ではあったが、見た途端香代は胸の中に巣食っていた苛いら立だちが収まっていくような気がした。今の香代にとって、何気ない日常を感じさせる彼の言葉は、ありがたいものだったのだ。

（でも……）

　香代は、すぐに気分が沈むのを感じた。妖怪たちのことを思い出したからだ。きっと明日も明後日あさつてもまた、今日のように妖怪に付きまとわれるのだろう。そんな状態で、誰かと一緒に遊ぶなど、とてもではないけれどできるとは思えなかった。

　結局香代は、悩んだ末に断りのメッセージを送った。

（それに、男の子と二人きりで一日遊ぶなんてまだハードル高いし……）

　ならばどうやって親交を深めるのかと自分でも思ったが、それには気づかないふりをして香代は再び枕に顔を埋めた。

（なんだか、なあ）

　こんな調子では多分、妖怪のことがなくても断りの連絡を入れていたに違いない。言い訳に妖怪を使っているような気さえしてしまい、香代は再び深いため息をついた。出会いが欲しいと願ったのに、いざそうなると尻しり込ごみしてしまう自分が、腹立たしい。

「もう。お父さんにお祓はらいでもしてもらおうかな……」

　そうすればきっと、逃げ道がなくなる分真面目に雪臣にも向き合えるかもしれない。そう思いながら香代が目を閉じた、その時だった。

「人間程度の力で、我は祓えぬぞ」

　突然聞こえてきた声に驚いて振り返ると、いつの間に入ってきたのか、銀雪が床のクッションにもたれかかって寝そべっていた。満足気にふんぞり返るその姿は、甘やかされすぎた猫のようだ。

「ちょ、ちょっと！　勝手に入って来ないでよ！」

　慌てて体を起こしてスカートの裾を直していると、銀雪は目を細めて楽しそうに笑った。

「ドアや壁など、あってないようなものだろう？　良いではないか」

（良くない！）

　今度こそ文句を言ってやろうと口を開いた香代はしかし、すぐにその勇気が萎しぼむのを感じた。銀雪が、香代のことを慈しむように見つめていたからだ。

　鼓動が騒がしくなり、途端に銀雪と二人きりでいることに落ち着かなくなる。

「あの……」

　沈黙に耐えきれず口を開いたが、続きの言葉が出てこない。

「えっと……。銀雪って、もしかして、見えなかっただけでずっと、神社にいたの？」

　結局、口をついて出たのはそんな当たり障さわりのない質問だった。

「うむ。我は幾千という時を過ごしておるからな。この神社ができた時のこともよう覚えておる」

（そんな昔からいたんだ……）

　感心して銀雪を見た香代は、彼の横顔があまりに遠いことに気がついて、はっとした。次いで質問しようと思っていた言葉が、口から出なくなる。

（どうして、そんな顔をするの？）

　銀雪は、ただの身勝手な妖狐だと思っていた。ただ、暇つぶしに香代に声をかけたのだ、と。それなのに、計り知れないほどの孤独が時とき折おり見え隠れするものだから、香代はどうしても、銀雪を疎うとましく思うことができないのだった。

（ねえ、銀雪。あなたは、どうして私に声をかけたの……？）

　他にも聞きたいことはたくさんあったはずなのに、どうしても口にすることができなかった。何故だかわからないけれど、聞いたら銀雪が悲しむような気がしたのだ。

（なんでそう思うんだろう。銀雪とは、昨日きのう初めて会ったはずなのに）

「なんだ、しおらしくしおって。腹でも減ったのか？」

　俯いていると、のんびりとした声が聞こえてきた。心配していたのが虚むなしくなるようなのんきな質問に、つい脱力してしまいそうになる。

「別にそういうわけじゃないけど……」

「それにしては、ずいぶんと切せつなげな顔をしておったが。柿かきでも食うかの？」

　言いながら、銀雪が体を起こして懐から柿を取り出す。

「違うよ～。お腹減ったんじゃなくて疲れちゃったの！」

「疲れた？　なにかあったのか？」

　どうやら、香代が妖怪たちに苦労させられていたことに、銀雪は気づいていなかったらしい。恨めしく思いながら、香代は銀雪のことを睨にらんだ。

「妖怪が見えるようになったから疲れたの！」

　断固とした口調で言うと、銀雪は一瞬驚いたように目を見開いた後、すっと細めた。紅色の瞳に、ほんの一瞬寂しげな色が走る。

「……我が見えることが、嬉しくないということか？」

　話す声は、いつもと変わらない穏やかさだった。それなのにどこか寂せき寥りよう感かんが漂っている気がして、香代は慌てて首を横に振った。

「ち、ちがうちがう！　そうじゃなくて、あの、私、今年受験生なの。だから、あの小さい妖怪とかに勉強を邪魔されると困るから、それで……」

　早口に説明すると、わずかに銀雪の瞳が和やわらいだ。

「なるほど。小妖怪どもが目障りだということか」

「そうそう。そういうこと」

　ようやく言いたいことが伝わったと思ってほっと胸を撫で下ろす。しかし、それが思い違いであると気づいたのは、そのすぐ後だった。

「──つまり、あやつらが寄りつけないようにすれば良いということだな」

「えっ？」

　はっとして顔を上げると、眼がん前ぜんに銀雪が迫っていた。ベッドの軋きしむ音が聞こえ、肩に手の重みがのしかかる。

（まさか……また──!?）

　そう思ったが、体が動かなかった。間近に迫る銀雪の澄すんだ眼差しが、焼けつくように感じられる。耐えきれず目をつむると、ふっとあたたかい息が頰に触れた。

　しかし、次の瞬間香代に訪れたのは、額に触れる柔らかい感触だった。

「……？」

　恐る恐る目を開くと、白銀の髪がさらさらと揺れ動くのが見えた。額に触れていた熱の感触がなくなり、同時にゆっくりと銀雪が遠ざかる。

（もしかして……額にキス、された……？）

　安あん堵どと羞しゆう恥ちがないまぜになり、自分の頰が一気に熱を帯おびていくのを感じた。

「い、今……」

　慌てて額に手を当てると、銀雪が満足気に微笑むのが見えた。

「……これで、小妖怪どもは近寄れなくなったはずじゃ。我の印しるしをつけたからな」

「印？」

「我は妖狐の中でも特に長生きだからの。低級な妖怪どもでは恐れて近寄れん。だからこうして印をつけておけば、そなたもまた妖怪どもに恐れられる」

（今のって、そういうことだったの……？）

　理由はわかっても、騒がしくなった心臓が落ち着くわけではなかった。羞恥で燃えるように顔が熱くなり、下を見ることしかできなくなる。

「む？」

　俯いてしまった香代に、銀雪が不思議そうな声を出す。

　そして、あっと思う間もなく顎に長い指がかかり、顔を上げさせられてしまった。

　涼しげな双眸が、ひたと香代を見み据すえる。

「顔が赤いようだが。どうした」

（どうした、って）

　銀雪が額にキスをしたせいだと言いたかったが、香代は口をつぐんだ。改めて言うのが恥ずかしかったのもあるが、言っても銀雪にはわかってもらえないと思ったのだ。

　銀雪は妖怪だ。だから、人間の心の機き微びまでわからないに違いない。

（だから、平気でキス、するんだよね……）

　若い乙女にとってキスは一大事だが、何千年も生きている銀雪にとっては些さ細さいなことなのかもしれない。恥ずかしがっているのが急に虚しくなり、香代は銀雪の指から逃げるように身をよじった。

「大丈夫。疲れただけだから」

「……ふむ。ならば添そい寝ねでもするかのう」

「な、なんでそうなるの！」

「我の尻尾と添い寝すると心地よいぞ？　ほれ、抱いてみるが良い」

「わ、ちょ、待ってー！」

　香代が断るよりも先に、暴力的なまでにもふもふした尻尾が襲いかかる。

（うう、気持ちいい……！）
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　触ってしまうともう、誘惑に打ち勝つことは不可能だった。柔らかく艶つややかな尻尾に顔を埋め、そのもふもふを堪たん能のうする。

（なんかもう、勝てないな……）

　銀雪と一緒にいると、どうも翻ほん弄ろうされてばかりだ。

　それでも何故だか、銀雪を遠ざけたいとは思えないのだった。




（本当に、寄って来ないんだなあ）

　数日後。電信柱の裏や、物陰に潜ひそむ小妖怪たちの姿を見ながら、香代は改めて感心した。銀雪の言葉を信じていないわけではなかったが、本当に額のキスだけで小妖怪が近寄ってこなくなるとは思わなかったのだ。

　それでも、一日やそこらですぐに効果がなくなるのだろうと思っていた。ぬか喜びしないように覚悟して過ごしていた香代だったが、それも三日目となるとさすがに銀雪の力を信じる他なかった。銀雪が自分で言っていた通り、どうやら彼が強い力を持った妖狐だということは本当らしい。

（私からは、そんな風には見えないけど）

　ちらりと視線を上げると、気持ちよさそうにあくびをしている銀雪の姿があった。

　香代の視線に気づいたのか、「む？」と、銀雪が目をぱちぱちと瞬かせて振り返る。

「どうした？」

「ううん、なんでもない」

「そうか」

　単純な応酬が幸せで微笑むと、銀雪の顔に柔らかい表情が浮かんだ。瞳の色が、あたたかい色に染まっていく。

（なんだか……嬉しいなあ）

　銀雪の喜ぶ顔が、幸せそうな眼差しが嬉しい。普段、なにを考えているのかわからないことが多いせいだろうか。そんな表情が垣かい間ま見られた時は、余計にご褒美をもらったような気持ちになった。

　なにより、銀雪から漂う孤独がその瞬間は薄らぐのが、嬉しい。

（そうだ。今日はおいなりさん作ってあげようかな）

　狐といえば油あぶら揚あげにおいなりさんだ。多めに夕飯に作っておすそ分けすれば、きっと銀雪も喜んでくれるだろう。そう考えながら歩き、学校に辿り着いた時だった。

　校門を越えた途端、銀雪が足を止める。どうしたのかと振り返った香代は驚いて思わず、一緒に立ち止まった。銀雪が、見たことのないぐらい厳しい表情をしていたからだ。

「……銀雪？　どうしたの？」

　他人に聞かれないよう小声で囁くと、銀雪はしばらく険けわしい眼光で校舎を睨みつけた後に、ふっと目を伏せた。

「ずいぶんと、妙な技を使う者が現れたではないか……」

「え？」

　なんの話かと目を瞬かせていると、銀雪は珍しく苦々しげな表情を浮かべた。

「……昼だというのに、ずいぶんと陰いんの気が強くなっておる。陰と陽ようの気がこれほどまでに乱れるとは……」

　それから、あちこちを探るように見たのちに、銀雪は深いため息をついた。心底、面倒だというようなため息だった。

「むぅ。これは……ずいぶんと骨が折れそうだ。仕方ない。こうなったら地道に探さぐるしかないのう」

　やれやれと、面倒くさそうに言いながら、銀雪がばさりと髪をかきあげる。かと思うと、ぱちんとなにかが弾けるような音が聞こえ、銀雪の姿が搔き消えたのだった。

「……え？」

　一瞬、なにが起きたのかまったくわからなかった。

　香代の学校の学生服を着こなしたすらりとした背丈に、黒い艶やかな髪。そして、銀雪によく似た切れ長の瞳。

　そこにいたのは、銀雪に顔立ちのよく似た黒髪の青年だった。

　誰、という言葉を吞のみ込んでその青年をまじまじと見上げる。

（まさか……）

「……銀雪……？」
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　恐る恐る聞くと、黒髪の青年は香代を振り返って満足そうに笑った。

「さよう。よくわかったな、香代」

「だって、そっくりだし……。銀雪って、妖狐なんでしょう？」

　化かすのが、妖狐の本性であるはずだ。

　それに、耳も尻尾もなく姿形はずいぶんと違って見えるが、それでもその全てを見透かすような眼差しと悠然とした笑みだけは見間違えようがない。

　だから、と言うと銀雪は心底嬉しそうに目を細めた。

「ふむ。やはりそなたは、面白いおなごだ」

　ふん、と満足気に鼻を鳴らす姿は、銀雪そのままだ。

「でも、どうしてその姿になったの？」

「少し、調べることがあってな。人の姿になったほうが効率が良いだろう？」

（人の姿？）

　銀雪の言葉にはっとして、あたりを見回す。姿の見えない銀雪と話し込んで変に思われていなかっただろうかと思ったが、幸い奇異な目で見てくる人の姿はなかった。

　代わりに、好奇と羨せん望ぼうの混ざった眼差しが注そそがれていることに気がつく。

「あの人、誰だろ？　あんな人いたっけ？」

「かっこいいよね～何年生だろ～？」

（まさか……）

　興味津々な生徒たちと銀雪を見比べ、恐る恐る口を開く。

「あの。もしかして、銀雪今、私以外の人からも見えるようになってる……？」

「人の姿になったと言ったではないか」

　なにを当たり前のことを、というように銀雪が頷く。人の姿になったというのはつまり、姿形を変えたばかりでなく、本当に人と同じような存在になったということだったのだ。

「少々窮きゆう屈くつだが、まあたまには悪くない」

　腕を伸ばしたり背中を振り返ったりと、銀雪が興味深そうに自分の体を見下ろす。変化が失敗していないことをきっちりと点検すると、銀雪は歩き始めたのだった。

「……では、ちょっと離れるぞ、香代」

「え……？」

（離れるって、うそ！）

「ちょ、ちょっと待ってよ！　先生にバレたら大変だよ？」

　慌てて銀雪を止めようとしたが、彼はまったく気にしない様子で朗ほがらかに笑った。

「大丈夫、大丈夫。突然混ざる生徒のことを、てんこうせい、と言うのだろう？　だからてんこうせいとなれば問題なかろう」

「で、でももし妖狐だってバレたら……」

「安心せい。この銀雪、江え戸どの頃はよく人に化けて人の世に紛まぎれたものだ」

　言って、銀雪が邪気のない気持ちのよさそうな笑みを浮かべる。

　しかし、銀雪の笑顔が晴れやかであればあるほど、香代の不安は大きくなるのだった。江戸時代と現代では、人のあり方も、社会のルールも、なにもかもがまったく違う。それだというのに転校生のふりなんて銀雪にできるのだろうか。

　けれども香代が止める間もなく銀雪はさっさと歩いて行ってしまう。そしてその背中は、あっという間に人の中へと紛れて行ってしまったのだった。




　結局、銀雪は放課後まで帰って来ることはなかった。

（……どこ、行っちゃったんだろう）

　放課後。香代は一人ぼんやりと銀雪を待っていた。

　騒ぎを起こしていないかと心配して、休み時間のたびにも捜していたが、どこにも銀雪の姿はなかった。調べ事をしていると言っていたのに教室にも、廊下にも、図書室にもいなかったというのは妙だ。

　そして、授業が終わって大分経たった今も、銀雪が教室に戻ってくる気配は一向になかった。もしかしたらすでに神社に帰っているのかもしれない。

（……銀雪がなにを考えてるのか、全然わからないな……）

　結局、待っていることを諦あきらめて、香代は席を立った。

　今日一日心配し続けたことが無駄になったような気がしながら、教室を後にする。そして、一人でとぼとぼと廊下を歩いていた、その時だった。

（あれは……なに？）

　長い廊下の先。階段のあたりで巨大ななにかが蠢くのが見えた。

　視界に映った不吉でおぞましい影に、嫌な予感が喉のど元もとまでせり上がる。

　ぞわり、ぞわりと黒い影がその大きさを増していく。それが、なにかの形を取るよりも先に、香代は踵を返して廊下の逆側へと走り始めた。

　廊下の一番先には、非常階段がある。あそこへ行けば、アレから逃げ切れるはずだ。

　しかし、走りだしてすぐに背後からの強風に煽あおられ、香代は転倒してしまった。肩をしたたかに打ち、痛みに息が詰まる。

「……っ！」

　喘あえぐように息を吐きながら懸命に体を起こした香代は、次の瞬間黒い塊が自分に向かって跳躍するのを見た。獣の唸り声のような、吹きすさぶ風のような低い音が耳に届く。

　大きく開かれた香代の目に、ギラリと鈍く光る牙きばのようなものが映った。

（嚙かまれる──）

　そう悟って、強く目をつむる。しかし、その時誰かの足音が廊下に響いた。

「佐々木さん、伏ふせていて！」

　聞こえたのは、銀雪のものではない、思いがけない人の声だった。

　黒い塊と香代の間に、さっと誰かの影が割り込む。自分の目の前に立つ背中を見た香代は、呆気に取られて目を瞬かせた。それは、雪臣だったのだ。

　雪臣が、真っ直ぐ立てた人差し指と中指で宙ちゆうを切るような仕し草ぐさをする。

　すると、その黒い影はさっと後ろへと飛び退のき、香代たちから距離を取った。雪臣が、追撃するように一歩前へ出て、なにかを唱える。

　香代の耳に届かないぐらい小さな、囁き声だった。しかし、黒い影には届いたのだろう。ぶるりと体を震わせた後、あっという間に退散していった。

　廊下に、静けさが戻ってくる。

　異常な事態は終わったのだという実感が身に染みわたって行き、香代はゆっくりと体から力を抜いていった。

（た、助かった……）

　影の正体は見えなかったけれど、追いつかれてはならないものだったはずだ。廊下の床に座り込んだまま何事もなく済んだことに安堵していると、目の前に手が差し出された。

「大丈夫？　立てる？」

「……雪臣くん……」

　顔を上げると、柔らかく微笑む雪臣の顔があった。あれだけのことがあったのに平静でいられる彼を不思議に思いながら、香代は彼の手を取って立ち上がった。

「あの……」

　様々な疑問を抱えつつ雪臣を見ていると、香代が不思議に思っていることに気がついたのだろう、雪臣は香代の質問を待たずに言った。

「今のは、悪あく霊りよう退たい散さんの真しん言ごんを唱えただけだよ。俺、寺の息子だから」

「お寺さんの……？」

「寺って墓はかがあるから妖怪だの霊だのが多くて。それで、追い払うのは得意なんだ」

（つまり、ああいうのとはよく遭遇してるってこと……？）

　さらっと驚くようなことを口にした雪臣に、香代は急に親しみを覚えた。妖怪が見えているのは、自分だけではなかったのだ。そのことが、嬉しい。

「すごいね、雪臣くん」

　素直に感心を口にすると、雪臣は照れたような、それでいて居心地悪そうな奇妙な笑みを浮かべた。

「別に、大したことじゃないよ。それより、怪け我がはない？」

「う、うん。大丈夫……」

「そっか。良かった、佐々木さんが怪我をしないで……」

　心からほっとしたような声に、香代は頰を赤らめた。ここまで男子に心配されることが、今までなかったからだ。急に、雪臣が自分を好きだと言っていた言葉がよみがえり、落ち着かなくなる。

　二人きりの廊下に差し込む夕日の色が、濃こく、深くなっていく。

「あの、さっきは本当にありがとう。じゃあ、また……」

　はにかみながらお礼を言い、立ち去ろうとする。けれど、香代が去るよりも、雪臣が香代の腕を摑むほうが先だった。

「待って」

　ひんやりとした男性の指が、腕に絡みつく。

「佐々木さん。やっぱり返事、もう聞いちゃだめかな」

　涼しげな雪臣の声に、香代は自分の鼓動が早はや鐘がねを打つのを聞いた。

（どうしよう）

　雪臣のことは嫌いではない。それでも、好きかと問われるとわからなくなるのだ。

（だって、私は……）

　ふっと脳のう裏りに浮かぶのは、穏やかなのにどこか寂しそうな横顔。悠久の時を思わせる孤独さを湛たたえた、銀雪の眼差しだった。

「香代」

　その時、遠くから自分の名を呼ぶ声が聞こえた。

（……銀雪？）

　顔を上げると、大おお股またで歩いてくる銀雪の姿があった。

「ここにおったのか。まったく、教室にいなかったから心配したぞ」

　黒髪のままの銀雪が、香代の頭を遠えん慮りよ無なく撫でる。この姿にはまだ慣れないが、それでもいつもと変わらない手の感触に、見み目め姿すがたは違うけれど彼は確かに銀雪なのだという実感が湧いていった。銀雪がここに来てくれたことで、安堵が胸に広がっていく。

　それから今あったことを話そうとした香代は、雪臣の存在をすっかり忘れていることに気がついて、慌てて銀雪から距離を取った。

「ごめん、雪臣くん。あの──」

　銀雪のことを紹介しようと振り返った香代はしかし、雪臣の姿がいつの間にかなくなっていることに気がついて驚いた。

「あ、あれ？」

「どうした」

「えっと、ついさっきまでここに人がいたんだけど……」

「ああ。そういえば、学生が一人おったな……」

　銀雪は、不意に言葉を切って眉まゆをひそめた。

　まるで獣のように、鼻をひくつかせる。

「……ここにおったのは、どういう奴だ？」

「え？　えっと、同じ学校の生徒で、雪臣くんっていう男の子なんだけど……」

「妙な気配が残っておる」

　不快そうに言って、銀雪は眉を寄せると鋭するどく辺りを見回した。

「さっきまで黒っぽい妖怪がいたからじゃないかな？　雪臣くんがあっという間に退治してくれたんだけどね。あっ、そうそう。雪臣くんってお寺の息子なんだって」

　にこにことしながら先程の顚てん末まつを伝えるが、銀雪は眉をひそめるだけだった。

「その雪臣という男は、何者だ」

「え？　だから、学校の……」

「そなたにとって、どういう男かと聞いているのだ」

　銀雪の口調はいつもと変わらないのに、何故だか怒っているような気がした。どうしてだろうと思いながら、口を開く。

「その……前に一度、お昼のパンを譲ってもらったことがあって。それで……」

　告白をされたことは言いづらく言葉を濁したが、銀雪には言わんとすることがわかったらしい。珍しく表情を険しくして、考えこむように低く唸る。

「……妙だな。ただの人間に、妖怪を退ひかせる力があるとは思えん。香代。その男には近寄らんほうが良いかもしれぬ」

「えっ？」

　どうして、と言おうとする香代の言葉を、銀雪が遮さえぎる。

「寺の息子だから妖怪を退かせられた、だと？　笑わせるでない。その男、人には言えないような妙な術を使っているに決まっておる。江戸の頃から寺の者らがまともに妖怪と向き合えたことなどないからな」

「妙な術、って……？」

「さあな。人の行う術のことは知らんが、強固な術を使う人間ほど人道を外れた者が多いのも確かだ。それこそ、動物などの怨おん念ねんを利用しているかもしれん」

「そんな、まさか。雪臣くんはそんな人じゃないよ」

　少ししか話したことはないが、そんな恐ろしいことをするような人間には見えなかった。否定をした香代だったが、銀雪は一向に取り合う様子を見せなかった。声を出して笑い、香代のことを静かに見据える。

「そなたに、その男のことがどれだけわかっておる。外面の良い人間ほど、腹の内には禍まが々まがしいものを秘めておるものぞ」

「そんなこと言ったら、誰のことも信用できなくなっちゃうじゃない」

　あんまりな物言いに、不意に腹が立って来て香代は銀雪を睨みつけた。

「大体、助けてくれた人を悪く言うなんて、ひどいよ。雪臣くんは、そんな人じゃないんだから！」

「ほう……。そなた、その男のことを好すいておるのか？」

　かあっと顔が赤くなるのがわかった。

「な、なんでそういうことになるの？」

「そなたが、雪臣の名ばかり呼んでおる」

　銀雪に指摘され、香代はぐっと言葉に詰まった。確かに雪臣の名前を何度も出したのは自分だったが、けして彼が好きだからではない。

　しかし必死に否定すれば、恥ずかしがっているだけのように見えてしまうだろう。なんと言うべきか考えあぐねていると、銀雪はやっぱり、というように目を細めた。

「ふん。図星のようだな。まこと、都合の良い面しか見えておらん。若いのう」

　小こ馬ば鹿かにするように笑われ、かっと頭に血が上った。図星だと言われたことが妙に腹立たしく、つい声を荒らげてしまう。

「な、なによ！　銀雪だって調べ事するって言ってたくせに全然学校の中にいなかったじゃない。どうせなにもしないで遊んでたんでしょ！」

「おや、してないように見えたのか？」

　得意げに笑って、銀雪は胸を張った。

「我を侮あなどるでないぞ。今日一日人の姿を取ったおかげで、ずいぶんとわかった」

（噓うそばっかり）

　香代は一日中、銀雪を心配して捜し回っていたのだ。それだというのに平然と噓をつく銀雪に腹立たしくなり、香代は背中を向けた。

「もう、帰る！」

「香代？」

　驚いたように銀雪が名前を呼ぶが、香代は、聞こえないふりをして立ち去ったのだった。




　しかし、しばらくして冷静になってみると、怒りよりも寂しさのほうが強くなっていった。何故あんなにも腹が立ったかの理由がわかったからだ。

（私、銀雪に雪臣くんのことが好きだって言われるのが嫌だったんだ……）

　雪臣を悪く言われるのが嫌だったわけではない。銀雪に、雪臣との仲を疑われるのが嫌だったのだ。しかし、いまさら気づいてもどうしようもない。

　帰路につきながら、香代は深々とため息をついた。

（今日はおいなりさん作ろうって思ってたのに）

　こんな状態では、作っても銀雪に気持ちよく渡せそうにない。それでも、おいなりさんを見て喜ぶ銀雪の顔が見たいと思ってしまうから、始末に負えなかった。

　いつの間に、銀雪の存在が心の中でこんなにも大きくなっていたのだろう。初めて会った時は迷惑にすら思ったのにと、困惑しながら痛む胸に手を当てた、その時だった。

　ギィ、と古い鉄が軋むような音が耳に届く。

　同時に、ぞくりとした寒気を感じて振り返ると、その先には小さな鬼のような妖怪が何匹も立っていた。大きさは、中型犬ぐらいだろうか。しかし、ぎょろりとした目と、口から生えた牙の印象が強く、小さいにもかかわらず香代の目には妙に恐ろしげな姿に映った。

（小妖怪たちと、全然違う……）

　数日前まで姿を見せていた妖怪たちと違って目の前にいる小鬼たちは身の毛がよだつほど禍々しく、目を合わせることさえはばかられるような気がした。

（逃げなきゃ）

　ようやくの思いで、香代は足を動かした。一歩、一歩と彼らを刺し激げきしないように慎しん重ちように後ずさる。しかし、その努力は無む駄だとなった。香代が何歩も行かないうちに、彼らが一斉に襲いかかってきたからだ。大小、様々な大きさの小鬼たちが次々と跳ちよう躍やくする。

（駄目だ、逃げられない）

　降り注ぐ爪つめや牙の痛みを覚悟して、香代が顔を両腕でかばったその時だった。

「お前たちは、この俺を出し抜けるとでも思ったの？」

　ざらついた、酷ひどく冷ややかな声だった。凍いてつくような寒さを感じてぎくりと香代が身をこわばらせると、同時に小鬼たちが弾かれたように地面に落ちていった。

　まるで、見えない手で薙なぎ払われたようだった。呆然と立ち尽くしていると、背後から再び声がした。

「横取りされちゃ困るんだよね。美お味いしくなるまで、俺が待っていたんだから」

（誰……？）

　本当は、その声の主ぬしが誰なのかわかっていた。

　それでも実際に姿を見て確認してしまうのが恐ろしくて、香代は振り向けなかった。

　緊張と恐怖で、ごくりと喉が鳴り、足が竦すくむ。

「ほら。俺に喰くわれたくなけりゃとっとと行けよ。小鬼共」

　その言葉をきっかけに、小鬼たちが蜘く蛛もの子を散らすように走り去る。

（早く、私も逃げないといけないのに）

　小鬼たちが逃げたからといって安堵することはできなかった。それより恐ろしいモノが背後にいるとわかっていたからだ。

「ふふっ、なあに。そんなに俺のことが怖いの？」

　コツリ、コツリと足音がゆっくりと近づいてくる。

　じりじりと迫り来る脅威に、香代は懸命に体の震ふるえを抑えこもうとした。ここで立ち尽くしていたら、取り返しのつかないことが起こる。

　心の中で鳴り続ける警けい鐘しように、香代はついに後ろを振り向いた。

「ようやく俺のことを見てくれたね、佐々木さん」

　そこにいたのは、やはり雪臣だった。

　静かな風が、彼の髪を揺らす。

　香代は、自分の予想が当たっていたことに絶望しながら、雪臣から距離を取るために後ずさった。いつもと変わらない笑顔を浮かべながら立つ彼が恐ろしくて、一刻も早くここを離れたかった。

「ごめんね、私……早く、帰らなきゃ」

「もう、遅いよ。夜はすぐそこだ」

　雪臣の声にはっと顔を上げると、夕日が沈んでいくところだった。夜の闇が静かに道路に満ちていく。

「まさか、俺の作戦があんなにうまく行くとは思わなかったよ。おかげで、俺の力が一番強くなる夜に、君を喰うことができる」

「なにを、言っているの……？」

　考えが追いつかず聞き返すと、雪臣がにんまりと唇を歪ませた。

「なかなか一人にならないから、かなり苦労したよ。人間の女どもを使ってあの狐を追い払うの、ずいぶんと大変だったんだからね」

　雪臣の言葉に、背筋を冷たいものが滑り落ちていく。

「……ってことはまさか、銀雪がなかなか見つからなかったのは……」

「力のない人間は操あやつりやすいからね。学校ってほんと便利な場所だよ」

　香代のいない場所で、何人もの人が雪臣に操られ、銀雪の足止めをしていたのだ。

「なんで、そんなこと……」

「せっかく学校を陰の気で満たしておいたのに、あいつが人間の姿になってまで調べようとしたからだよ。ったく邪魔されないよう、前もって色々用意していたってのに」

　どうやら、妖怪の目を誤魔化す仕掛けを施していたが、銀雪が人の姿に変へん化げしたせいでその効果を失ってしまっていたらしい。

「でも、最終的には俺のほうがうわてだったみたいだね」

　淡々と言う雪臣に恐ろしくなって、香代は一歩後ずさった。

（じゃあ、銀雪は……）

　なにもしていないように見えて、実はきちんと調べていたのだ。

　そんな銀雪に感謝することもなく、怒りをぶつけてしまった。そのことがあまりに悲しくて、香代は唇を嚙み締めた。

　その上今、悪い人じゃないとかばった相手に襲われているのだ。自業自得だというにしても、ひどい現実だった。

「途中でアイツが戻ってきた時は焦あせったけど、喧けん嘩かしてくれて良かったよ。おかげで、君を一人にすることができた」

　雪臣が、乾いた笑いをあげる。その笑みが、ゆっくりと裂けていった。

　最初に折れたのは、腕だった。ベキベキと嫌な音をたてながら、その姿を変えていく。いや、姿を変えていくというのは違う。雪臣は、確かに〝自分の体を脱いで〟いった。腕が折れ、背中が割れ、その中から黒くておぞましいなにかが姿を現していく。

『でも、ようやくアイツもいなくなった。……食事に、専念できそうだよ』

　黒い毛で覆われた長い足が、順番に地面を踏みしめていく。

　雪臣の【皮】を脱いだソレは、大きな毛むくじゃらの蜘蛛のような姿をしていた。牛のそれと酷似した頭部が、わずかに残った夕日を受けて不気味に影を落とす。

　そこにいたのは、言葉にすることもできないほど醜しゆう悪あくな化け物だった。

「ゆき、おみくん……？」

　信じられなくて彼の名を呼ぶと、化け物が雪臣の声で返事をした。

『アレは、俺が化けていた仮かり初そめの姿だよ。ああ、でもようやくこの姿を佐々木さんに見せられて嬉しいなあ』

　嬉しそうに雪臣が笑う。いや、笑ったように見えただけかもしれない。それはもう、顔とすら呼べないものだからだ。

　心の底から喜ぶように、雪臣が身を震わせる。ぎょろりとした黒い目が、香代のことを真っ直ぐに見つめた。

「いや……」

　恐怖で足が萎なえ、香代はそのまま地面に座り込んでしまった。あまりにも禍々しくおぞましい姿に、悲ひ鳴めいをあげることすらできなくなる。

『ああ、いいなあその顔。佐々木さん、ずっと可愛く怖がってくれるって思っていたんだ』

　雪臣が、牛の顔を揺らしながら、一歩一歩追い詰めるように近づいてくる。醜悪な臭いが鼻につき、香代は震えながら口を手で覆った。

『ずっと楽しみにしていたんだ。こうやって、佐々木さんを食べる時を』

（ずっと……？）

　目を見開いていると、雪臣は首を傾げた。

『最初にちゃんと、言っただろう？　ずっと見てた、って』

　人だった時と変わらない笑いを含んだ声で、雪臣が言う。

　──俺は、君をずっと見ていたよ。

　かつて、雪臣に告白された時のことがよみがえる。

（じゃあ、これは……）

　悪夢ではない、現実なのか。気づきたくない真実を突き付けられ、息が詰まった。急に世界が遠くなり、景色が歪ゆがんで見える。

（早く、逃げなきゃ）

　朦もう朧ろうとしながらも、香代は思った。腰を抜かしたまま、這はうようにじりじりと下がる。

　けれど、雪臣は香代を巧みに追い詰めていたらしい。少し下がると、背中が硬い石にぶつかり、香代は息を吞んだ。後ろにあるのは多分、塀へいだ。

　慌てて左へ逃げようとしたが、雪臣が覆いかぶさるほうが先だった。黒々とした足が退路を断たち、香代を絶望の淵ふちへと追いやる。

『あははっ！　駄目だよ、佐々木さん。ずっとこの時を楽しみにしていたんだから。逃げちゃだめだよ。もっと、怖がって鳴いてくれないと。ねえ──』

　うっとりとした声音で、雪臣が手前の一本の足を振り上げる。鋭く尖った刃物のような足が、わずかに残った夕日の光を受けて鈍く光った。

（もう、だめだ……）

　諦めて目をつむった瞬間、走馬灯のように浮かぶものがあった。

　桜の花が舞う中で翻る、白い髪。

　今いま際わの時に浮かんだのは、優しい銀雪の微笑みだった。

　──きっとまた、そなたと相見えよう。

　溢れてくる記憶の洪こう水ずいに、よみがえった銀雪の声に、香代は大きく目を見開いた。そうだったのか、と愕がく然ぜんとする。

　自分は、つい最近銀雪と出会ったのではない。

　ずっと昔に、銀雪と自分は出会っていたのだ。

　鋭利な足の爪が、視界いっぱいに迫る。

「……ごめんね、銀雪」

　その爪に貫かれることを覚悟して銀雪に謝った。その時だった。




　ごう、と強風が吹き荒れ、香代は咄とつ嗟さに目をつむった。同時に、誰かの腕が香代のことを抱き上げる。

（誰……？）

　確認したくても、あまりの強風に目を開けることができなかった。ぎゅっと固く目をつむり、両腕で顔をかばう。

　しばらくして風が収まると、香代は恐る恐る目を開けた。視界の先で、白銀の髪が艷やかに揺れる。

「え……？」
















　顔を上げていくと、そこには余裕たっぷりの表情を浮かべる銀雪の顔があった。

「銀雪！」

　抱く腕の強さを実感した途端、頭にひらめくものがあった。

（どうして、忘れていたんだろう）

　銀雪は、気まぐれに香代をからかうために声をかけたわけではない。銀雪は幼い頃からずっと、香代のことをあの神社で見守ってくれていたのだ。だから香代は、銀雪に対して時折懐かしさを覚えていたのだ。

　どうして、もっと早くに思い出すことができなかったのだろう。出会った時に思い出していれば、銀雪にあんな悲しそうな顔をさせてしまうことはなかったのに。

（銀雪に、謝らないと……。ずっと忘れててごめんね、って）




　名前を呼ぶと、銀雪はちらりと香代を見て、得意げに笑った。

「遅くなってすまぬな」

　いつもと変わらない、飄ひよう々ひようとした優しい銀雪の声が耳をくすぐる。

「ううん。……ううん」

　銀雪が来てくれたのが嬉しくて、どうしようもなく切なくて、香代は肩を震わせて涙をこぼした。胸元に縋すがり付きながらしゃくりあげる香代の手を、銀雪が優しく包み込む。

　あたたかい。銀雪の手は、こんなにもあたたかかったのだ。

『どうして、お前がここに……』

　その時、信じられないものを見たというように、雪臣が呟いた。

『この短時間でアイツらの呪じゆ縛ばくを解いたのか？　まさか、そんな馬鹿な』

「そのまさかぞ」

　カラカラと笑いながら言った銀雪に、雪臣が驚いたように目を見開いた。

「人間を操って我にけしかけるなど、ずいぶんと舐なめた真ま似ねをしてくれたのう。だが、この我を牛ぎゆう鬼きごときが出し抜こうとするなど、百年早い」

　幾千年も生きている銀雪が言うと、百年という言葉の重みが違った。

　雪臣は、しばらく呆然と固まっていたが、気を取り直したように牛の頭を振るとその顔に笑みを浮かべた。下卑た笑みに、心の奥からぞっとした寒気が這い上がる。

『ごときとか言っていいのかなあ。これでも俺、三百年は生きてるんだけど』

　次第に、雪臣の顔に余裕が戻ってきた。突然の銀雪の登場に驚いてはいたが、自分もまた引けをとらないほどの妖怪であることを思い出したらしい。恐れずにいる雪臣に銀雪は苛立たしげに鼻を鳴らすと、香代の肩を抱く腕の力を強くした

「確かに、並の妖怪ならばそちを倒すのには骨が折れそうだな。だが──」

　ふと、銀雪の眼光が鋭くなった。

「誰に言っておる。我は、幾千を生きる九きゆう尾びの妖狐ぞ」

　びりびりと目に見えない怒りが、銀雪の体から逬ほとばしるようだった。

　恐ろしく低くなった銀雪の声に、見えない風圧を感じたかのように雪臣が後ずさる。

『嫌だなあ。これぐらいで本気にならないでよ。大体、千年以上も生きていたらそんな人間ぐらい、珍しくもなんともないでしょ？』

　だから、と雪臣は屈くつ託たくなく言った。

『この子ぐらい、俺に譲ってよ。もう俺、腹ペコなんだ』

　六本ある足のうち手前の二本をこすり合わせながら近寄ってくる雪臣に、銀雪は深いため息をついた。抱いていた腕をそっと解き、香代をその背にかばう。

「一度懲こらしめたほうが良いな。香代。下がっておれ」

「銀雪……」

　香代の声があまりにも不安そうに聞こえたのだろう。肩越しに振り返って、銀雪は得意げに笑った。

「なに。すぐに終わる。……だから香代は、目をつむっておいで」

　幼子を諭すように優しい声だった。

　そして、銀雪は再び雪臣に向き直ると、腕をすうっと持ち上げた。指先を、ぴたりと雪臣に向ける。

「我を怒らせておいて無事で済むとは思うでないぞ」

　凄すごみのある銀雪の声に、雪臣が怯ひるんだのは一瞬だった。

　先手を打つとばかりに、その巨体をものともせずに雪臣が地面を蹴ける。前足が持ち上がり、雪臣の高さが銀雪の背丈の倍以上にもなった。

　巨大な影が、銀雪に迫る。

　ざらついた咆ほう哮こうが、闇を震わせた。

「銀雪……！」

　堪えきれずあげた香代の悲鳴が、闇夜にこだまする。

　しかし、銀雪は余裕たっぷりに腰に手を当てて雪臣の姿を見上げるばかりだった。

「やれ。ずいぶんと耳みみ障ざわりな声で鳴く。……これだから、知性のないあやかしは好きになれん」

　迫り来る爪そう牙がを気にもかけずに、銀雪はふっと笑った。その瞳が、煌こう々こうと光を増す。その途端、銀雪を中心として突風が湧き起こった。

　風に煽あおられ、雪臣の体が泳ぐ。その巨体が一歩後ずさった途端、まばゆい光が闇を塗りつぶした。

　白銀の長い髪が、風に煽られて大きく揺れる。

（銀雪、なの……？）

　目の前に佇たたずむ妖狐の姿に、香代は腰を抜かしたまま呆然と銀雪の姿を眺めていた。

　暗闇に浮かび上がる紅くれないの瞳に、月光を浴びて光り輝く白銀の耳と九尾。

　姿形は銀雪と同じなのに、その表情だけは普段と違った。暗がりで見る猫の目のように瞳がすうっと細くなっており、笑う口元もいつもよりも凶暴さを増して見える。

　普段の穏やかさは影を潜め、あやかしの本性が現れたかのようだった。

（これが、本当の銀雪の姿。千年も生きる、妖狐──）

　その神こう々ごうしさに、畏い敬けいの念すら覚えてしまう。

　あやかしなどという言葉では片付けられない。神とすら見まがう者の姿が、そこにはあった。銀雪から逬る恐ろしいほどの重圧感に、雪臣がさらに一歩後ずさる。

「今更、逃げ切れると思うでないわ」

　地を這うような低い声に、初めて雪臣が怯んだように及び腰になるのが見えた。大きな蜘蛛の体を縮こませる。

　しかし、逃げ切れないことを雪臣も悟ったのだろう。一瞬の躊ちゆう躇ちよののちに再び咆哮をあげ、雪臣は銀雪に襲いかかった。長い足が銀雪を捉とらえようと、四方に広がる。

　けれど、次の瞬間その足は鋭利な刃物で切り落とされたかのようにばらばらと地面に転がった。その切断面から、煤すすのような黒いものが溢れ出す。

『ぎゃあああああっ！』

　雪臣の耳障りな悲鳴があがるが、それも途中で途と絶だえた。

　蜘蛛の体が、突然青白い炎で燃え上がったからだ。

　信じられない、というように雪臣の目が見開かれる。水の中で溺おぼれているかのように、口をぱくぱくと開閉させた。その体が、みるみるうちに青白い炎に飲み込まれていく。

　そして、ついに雪臣の頭部までも、消えてしまったのだった。

　炎が消え、暗闇が戻ってくる。遠くで鳴く鈴虫の声が、酷く場違いなものに思えた。

　静寂に耐えかねて、香代は恐る恐る口を開いた。

「死んで、しまったの？」

　香代の質問に、銀雪はしばらく口をつぐんだ後、そっと手の平を眺めて言った。

「死んだというのは少し違うな。……だが、この世から消えたのは確かだ。我が喰ったのだから」

「喰ったって……」

「あやかしとは、そういうものなのだよ」

　いつもと変わらない飄々とした笑みを浮かべて、銀雪は香代を振り返った。

「暴走したあやかしがおれば、強い者がそれを喰う。そうして我らあやかしはこの世との均きん衡こうを保って来たのだから」

　まるで晩御飯のおかずの話でもするかのように、銀雪は淡々と語った。当たり前のことだと言わんばかりだった。

　あやかしと人との価値観の違いを見せつけられたような気がして、身震いする。

「……我が、怖いか」

「っ！」

　胸きよう中ちゆうを見破られ、香代は顔を上げた。

　腰を抜かしたままの香代のことを、銀雪が悠然と見下ろす。妖しく、けれども酷く寂しげに微笑む銀雪に、香代は懐かしさを覚えて体から力を抜いた。

　ああ、そうだった。香代は、この笑顔に魅み入いられたのだった。だから、ずっと一緒にいたいと思っていたのだ。

　幼い頃から変わらない銀雪の面差しに、怖かったことも忘れて微笑み返す。

「……うん。でも、銀雪だから怖くない」

　だって、と香代は続けた。

「子供の頃泣いてたらいつも、銀雪が慰なぐさめてくれたもの」

　呟くような香代の声に、銀雪は一瞬驚いたように目を見開いた。

「香代……」

「銀雪。……忘れちゃっててごめんね。でも、思い出したから」

　だから銀雪のことは怖くないよと、囁いた。その言葉に銀雪が、そうか、と応こたえる。

　その声は、春の日差しのようにあたたかく、見下ろす眼差しは凪ないだ湖面のように静かで、穏やかなものだった。




　家に戻ってくる頃には、すっかり日も暮れてしまっていた。

　心配していた親を安心させるため、色々と説明していたせいで、香代がゆっくり銀雪と話すことができたのは、もう夜も遅い十一時になった頃だった。

「銀雪」

　家をこっそり抜けだして神社へ行くと、お賽銭箱の前で座る銀雪の姿があった。

「香代か」

　普段と変わらない落ち着いた銀雪の声に、香代は歩みを止めた。胸の中に、様々な感情が渦巻き、急になにを言えばいいのかわからなくなったからだ。

（だって、私は銀雪に……）

　謝ればいいのか、それともお礼を言えばいいのか、黙っていたことを怒ればいいのか、胸がいっぱいになってわからなくなる。

　銀雪は、立ち止まった香代のことを不思議そうに見つめ、それからいたずらっぽく笑った。座っていた石段から立ち上がり、香代に近づいてくる。

　そして、両手で香代の頰を包み込んだのだ。

「わっ！」

　そのまま、わしゃわしゃと顔を撫でくり回されてしまう。まるで犬か猫を扱うかのような銀雪の仕草に香代は怒った。

「ちょ、ちょっとやめてよ銀雪！」

　慌てて距離を取ると、銀雪はクスクスと笑って楽しげに目を細めた。
















「子供の頃は、よくこうしたであろう？」

　銀雪の言葉に、脳裏に浮かぶ記憶があった。

（ああ、そうだ）

　幼い頃、泣いているといつも銀雪がこうやって自分のことを撫でてくれたのだ。

　あの頃はよく一人で泣いていた。他の人間に妖怪の姿が見えないとは思わず、ついうっかり妖怪たちと話してしまい、そのことを同年代の子供たちに気味悪がられていたのだ。

「もう。でも、こうしてもらわなくても今は大丈夫だよ。友達だって、いるもん」

　はにかみながら囁くと、頭の上に手が載ったのがわかった。

　大きくてあたたかい手が髪を撫で、香代の髪をすくい上げる。

「そうだったな。……もう、そなたは子供ではない」

　先ほどと変わった声色に、香代はどきりとして顔を上げた。大人びた銀雪の切れ長な眼差しが、香代の戸惑った視線と交差する。

　その薄く笑う唇が香代の髪に口づけしたのを見て、香代は慌てて俯いた。きっと、自分の顔が真っ赤になっていると思ったからだ。

　胸に手を当てると、心臓が激しく音をたてているのがわかった。このままでは、銀雪に聞こえてしまいそうだ。

「そうだよ。子供じゃないんだから、もう、誤魔化されないんだからね」

　動揺を隠すように、香代は口を開いた。

「どうして銀雪は、私を妖怪の姿が見えるようにしたの？　封印するって約束してなかったっけ？」

「そなたが、願ったからだ」

「願った？」

「出会いが欲しいと、神に願ったであろう」

　そういえばそんなこともあった。

「でも、私のその願いと、どう関係があるの？」

「だから、無防備だと言っておるのだ」

　銀雪は、呆れたようにため息をついた。

「あの願いのせいで、そなたは自みずからの霊能の一部を解放してしまったのだ」

　幼い頃、銀雪は香代の霊能の力を全て封じていた。天性の力を封印することで妖怪を見えなくするためだ。

　それだというのに、香代は自らの意思で力の一部を解放してしまったのだ。それのきっかけとなるのが、出会いを望むことだった。

「ええっ。そんなことってあるの!?　だって私、出会いが欲しいって思っただけだよ？」

　そんな影響力があるとは思えず香代が驚くと、銀雪は呆れたように肩をすくめた。

「あまりにも妖怪に対して警戒心がなかったせいだろうな」

　香代は彼氏が欲しいという意味で願ったつもりだったが、無意識下であらゆる存在との交流を欲してしまったらしい。幼い頃妖怪と慣れ親しんでいた香代にとって妖怪もまた、香代にとって出会いたい存在の一部であり、そこと関連づいて封印を解いてしまったのだ。

「それで、そなたの力は強まってしまった。このままでいれば、どちらにせよ人間の力を欲する妖怪に襲われることとなるからの。見えない状態で襲われては敵わんだろうと思って妖怪がまた見えるように全ての力を解放したのじゃよ」

　それが、力を与えたという言葉の本意であり、キスの本当の意味だったのだ。

「そうだったんだ……」

（でも、だったらちゃんと最初から説明してくれたら良かったのに）

　銀雪としては、覚えていない様子の香代に気遣っただけなのだろう。

　けれど、説明なしにいきなり現れたかと思えば、キスされたのだ。初めてのキスだというのに驚くばかりでときめくことすらできなかった。

　銀雪のことを忘れていた自分にも責任はあったかもしれないが、どうにも釈然としない気持ちが残ってしまう。恨うらめしく思いながら銀雪をじっと睨んでいると、銀雪は珍しく照れた表情を浮かべて香代を見つめた。

「それに……」

「それに？」

　歯切れ悪く言葉を切って、銀雪は言った。

「いい加減、香代と話したかったからな。だから、封印を解いたのだ」

　そう言って、銀雪はまるで少年のように無邪気な笑みを浮かべた。

　短いものだったが、それは今までで一番嬉しそうに見える笑顔だった。

（……まあ、いっか）

　心の中にはまだ、ほんの少しだけ釈然としない気持ちが残っている。

　けれども銀雪の笑顔を見た途端全てがどうでも良くなって、香代もまた満面の笑みを浮かべたのだった。
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　木こ枯がらしが吹ふき、いつしか季節は冬になっていた。

　窓から見える空は、雪の気配を感じさせるような灰はい色に染まっている。けれど、寒さをものともせずに、天文部員たちは部室に集まって、年内最後のお茶会を開いていた。

「明日から冬休みかー。いよいよ、今年も終わりだねー」

「あっという間だったね～」

　口々に言い合いながら持ってきたお菓か子しを机の上に並べ、手て際ぎわよく紅茶を淹いれていく。そうしてセッティングを終えると、三人は定位置に腰こしを下ろしたのだった。

「……そういえば今年は面白いこと、なんかあった？」

「面白いこと？」

　ふと思い出したようにめぐみが聞くと、香か代よと早さ紀きは揃そろって目を瞬しばたたかせた。

「今年も最後だし。聞いておこうかなーって思って。ほら、春休みに話したでしょ？　なにか面白いこと起きないかな、って」

「ああ……」と、納得したように頷うなずきながら、香代が頰ほおに指を当てる。

「面白いこと、か……」

　しばし三人で考えこみ、最初に顔を上げたのは香代だった。

「私はまあ……今年はそれなりにあった、かな」

「あっ、そうだよねー。香代は今年、生まれて初めて告白されたんだもんねー」

「やめてよもー！　それにそれだけじゃないんだから！」

「それだけじゃないって、なにがあったの？」

　めぐみに追及され、香代が一瞬言葉を詰まらせ視線を泳およがせる。

「それは……。まあ、色々だけど。それよりめぐみのほうこそ、色々あったんじゃない？」

　仕返しにとばかりに聞き返され、今度はめぐみが言葉を詰まらせる番だった。一瞬黙だまり込んだ後に、わずかに頰を赤らめる。

「まあ、そうだけど。それを言ったら早紀ちゃんだって」

「えっ？　私ですか!?」

「だって最近すごく可か愛わいくなったし。なんかあったんじゃないかなーって思って」

「えーっと。まあ、それなりに、心境の変化とか、あったりなかったりしましたけど」

　しどろもどろになりながら曖あい昧まいなことばかり言う早紀に、めぐみと香代が顔を見合わせる。それから、三人は一いつ斉せいに噴ふき出す。

「まあ、誰にだって内ない緒しよにしときたいこともあるよね」

「だよね」

「で、ですです！」

　それからめぐみは気を取り直すように咳せき払ばらいすると、紙袋から大きな包みを取り出した。

「よーし、話はこれぐらいにしてお菓子食べよう！　今日は私、ブッシュ・ド・ノエル作ってきたんだ～」

「やったー！」

「わ、すごい！　豪ごう華かですね～！」

「クリスマスだからねー。頑張っちゃった♪」

　めぐみがお皿に出したケーキを見て、香代と早紀がわっと歓かん声せいをあげる。

　こうして三人は、それぞれの心にささやかな思い出を抱かかえながら、クリスマスパーティーを始めたのだった。





ＥＮＤ













あとがき






　初めまして、こんにちは。吉よし村むらりりかと申します。

　三キャラの短編を一冊に、ということで、今回はかなりページ数との戦いになりました、本当に……。色々と削けずったエピソードなどもあるので、また彼らを書く機会があるといいなあ、と密ひそかに願ねがっております。でも、一度に三人のイラストレーターさんに絵を描いて頂く機会はなかなかないので、大変幸せでした。カズアキ先生、キリシマソウ先生、[image: ]さかき空くつ也や先生、ありがとうございます！

　今回は、保健医・アイドル・妖よう狐こという三人のお話でしたが、次に出る「Side:Noir」では、騎き士し・マフィア・執しつ事じのお話となります。より非日常感がアップしましたね……。

　精せい一いつ杯ぱい執しつ筆ぴつしておりますので、そちらもぜひお手にとって頂けると嬉うれしいです。

　最後になりましたが、担当編集のＦ様、そしてこの本を手にとってくださった皆様、本当にありがとうございました。

　それではまた、どこかでお会い出来ますように！


吉村りりか










著者

吉村りりか

Ririka Yoshimura




一迅社ノベルス「境界の皇女」で小説家デビュー。普段は乙女ゲームシナリオやドラマＣＤの脚本などを書いてます。最近文鳥が欲しくて悩み中。

サイトＵＲＬ：http://yoshimura-ririka.jimdo.com/










イラスト

カズアキ

Kazuaki




最近箱庭ゲームをチマチマやるのが好きです。










イラスト

キリシマソウ

So Kirishima




最近自転車に乗るのにハマっています。

行動範囲が広がったので、知らない土地に気軽に行けるのが楽しいです。










イラスト

[image: ]空也

Kuya Sakaki




話し方で、縁側でお茶なイメージを銀雪さんには持っていましたが、お話を読んで更に愛しいイメージになりました。
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